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序

豊かな自然に恵まれた岩手県には、縄文時代をはじめとする数多

くの遺跡や重要な文化財が残されております。これら多くの先人た

ちの創造してきた文化適産を保存し、後世に伝えていくことは、県

民一人一人に課せられた貿務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策でありま

す。発掘により過跡が消滅することはまことに惜しいことではあり

ますが、反面、それまで闇につつまれていた先人の営みに光明があ

たるのも事実であります。

このような埋蔵文化財の保謹・保存と開発との調和も今日的課題

であり、財団法人岩手県文化振興醜業団は埋蔵文化財センターのnll

設以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発によってや

むを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存する処置を

とって参りました。

本報告僻は、岩手県久慈地方振興局久慈農村整伽事櫛所による

｢ふるさと農道緊急整備事業水沢地区」に関連して、平成12年度に

発掘調査を実施した九戸郡大野村大字水沢字日当に所在する上水沢

Ⅱ過跡の調査報告をまとめたものです。

上水沢Ⅱ遺跡は、北上山地の北縁部に所在する大野村の南を流れ

る高家川によって形成された谷底平野に立地しており、調査の結果

縄文時代の竪穴住居跡をはじめとして、繩文時代早・前・中・後期

の土器などが出土し、本過跡が当時の災落跡であることが判明しま

した。今回の発掘調査が大野村における初めての埋蔵文化財調査で

あることも含め、当地方の歴史を解明する上での貴亜な資料を提供

することができたものと思われます。

この報告啓が広く活用され、考古学の研究に寄与するのみならず、

埋蔵文化財に対する関心と理解を深める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び木報告瞥の作成に

御援助と御協力を賜りました岩手県久慈地方振興局農村縦備躯務所

や大野村教育委員会をはじめとする多くの関係機関、関係各位に心

から感謝申し上げます。

平成14年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理ﾘ｛長 村上勝治
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1．本報告書は、大野村大字水沢第7地割字日当12番地2ほかに所在する上水沢Ⅱ辿跡の発掘調査結果を収

録したものである。

2．本追跡の発掘調査は、「ふるさと麗道緊急推伽ﾘ業水沢地区」に伴い、￥;手県教育委口会と岩手県久慈

地方振興局久慈農村整備事務所との協識を経て、財団法人岩手県文化振興躯業間埋蔵文化財センターが記

録保存を目的として実施した緊急発掘調査である。

3．本遺跡の調査成果の概略は、平成12年度岩手県文化振興耶業団埋蔵文化財調査報告11第396典「岩手県

埋蔵文化財調査略報」に公没したが、本苫の内容を正式な報告とする。

4．岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号及び調査略号は、以下の通りである。

遺跡番号 JFO7-2188 調査略号 KMSⅡ－00

5．発掘調査期間、調査而槻、調査担当者は、以下の通りである。

調査期間 平成12年5月25日～9月25日

調査面積 1,364nf

調査担当者 北村忠昭・小野寺疋之

6．室内整理期間及び室内整担当者は、以下の通りである。

整理期間 平成12年11月1日～平成13年3月31日

整理担当者 北村忠昭・小野寺正之

7．本報告密の執液担当者は、以下の通りである。

I.調査に至る経過 岩手県久慈地方振興局久慈腱村整術班獅所

Ⅱ、遺跡の立地と環境～Ⅲ．調査と整理の方法 小野寺正之

IV.調査結果～Ⅵ、調査のまとめ 北村忠昭

8．週物の分析・鑑定股び委託業務は、以下の方々・団体に依頼した。（敬称略）

石材澄定 花崗岩研究会（代表矢内挫三） 樹木同定 木工舎「ゆい」

アスファルト産地同定 ㈱古環境研究所 動物適存体鑑定 小林和彦（八戸市縄文学習館）

於単点測凪 ㈱隙森測趾投;|・ 空中写真搬影 ㈱東邦航空

9．発掘・整理・本報告書の作成にあたっては、以下の方々に御教示・御協力をいただいた。（敬称略）

岩手県久慈地方振興局久慈農村整備事務所、大野村教育委員会生涯学習課

青森県埋蔵文化財調査センター、八戸市教育委員会、八戸市抑物館

神原雄一郎（礁岡市教育委員会)、LI下和寿（粁手県教育委員会生涯学習文化課）

大野村・種市町の野外作業員の方々と伽岩手県文化振興1喋団埋蔵文化財センター室内作業員の方々

10.本報告書に掲救した地閃等には、図中に図幅名とスケールを付した。

11.本報告醤内の実測図に使用した記号やトーン群の内容は、Ⅲ、淵査と雛即の方法に凡例を示した。

12.本遺跡から出土した遺物及び淵査にI則わる資料は、満手叫↓立俎職文化財センターが保行している。
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I・調査に至る経過

上水沢Ⅱ適跡は、「ふるさと農道緊急惟僻l雛水沢地I又」の施TIこ伴って、その蛎粟区域に位世すること

から、発掘調査することとなったものである。

「ふるさと農道緊急整術」は、九戸郡大野村水沢地内の村道帯島水沢線を起点に大野高校東側の村道大渡

線を終点とした延長約3.5kmの新投改良YH業である。911業者である密F県久慈地〃振興局久慈鰹村整伽ﾘ蛎

所では、事業実施に先立ち岩手県教育委員会に対し、事業区域内における埋蔵文化財の分布調査を依頼した。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、現地踏査により塊蔵文化財の存在を確惣し、平成11年9月2日、塊蔵

文化財の内容把掘のため試掘淵査を実施した。拭掘の納果、縄文時代に風するl器片のほか住居跡郡の辿櫛

が発見されたことから、エリ暗工に先立ち記録保存を目的とした発掘凋査が必甥である旨、平成11年9jj28

1]付け教文第663号により岩手県久慈地方振興局久慈農村整備事務所に通知した。

通知を受けた岩手県久慈地方振興局久慈農村機倣堺務所では、岩手県牧育委口会からの平成12年度埋蔵文

化財発掘調査に係る醜業典約の問い合わせに対し、淵査を実施して欲しい旨の回答をした。

回答を受けた岩手県教育委員会は、岩手県久慈地方振興局に対し、平成12年3月6日付け教文第122()号

｢平成12年度埋蔵文化財発掘事業調査について」によって、平成12年度に発掘淵査を実施、実際の調査は卿

岩手県文化振興蛎業団が担当する旨を通知した。

（岩手雌久慈地方振興局久慈農村溌備螂獅所）

Ⅱ、遺跡の立地と環境

1 ．遺跡の位置

上水沢、遺跡は、九戸郡大野村大字水沢第7地ｶﾘ字日当12番地2ほかに所在し、大野村の南にあたる水沢

地区の東、久慈市北部の境に近い位世にある。過跡のII!心は北緯40度1'1分j19秒、東経141度42分141秒付近で

あり、三陸鉄道株式会社北リアス線久慈駅から北北西に約12km、北上山地の北端部にあたる山系を源とする

高家川によって形成された芥底平野に立地し、遺跡の脇を流れる高家川の支流であるオリパ川と濁家川が合

流する地域の－11にある。周辺は高家川を水源とする水田・畑l作地帯であり、オリパ川の上流域にあたる淵

査区北側では大野ダムが廸投中である（平成14年度完成予定)。調査怪の梛高は約230mで、オリバ川までの

距離が約20～40m、高家川までの距離が約100mと近く、オリバ川の水位とほぼ同じ位置にある。遺跡の西

約2.5kmには標高439mの唐松山、その奥約6.5km西には標高567mの講岳が野えている。南には高家川。u井

川の2河川が東流し、夏井川の北側に迎なる山系が久慈市との境をなしている。

2．地理・歴史的環境

上水沢Ⅱ遺跡のある大野村は岩手県の北端部に位慨し、その範囲は東経1‘11皮34分28秒～141度44分18秒、

北緯40度12分41秒～40度21分19秒にまたがり、総而柵134.65kiである。北部と東部は背森県階上町と階上

(轍市）岳を挟んで接する秘市町と、西部は久慈､l4岳・照間山・調届によって形成される山系を境にして蝿

米町と、南部は夏井川とその背後に連なるlll系を境にして久慈市・山形村と接している。平均標高は海抜210

mで全村ほぼなだらかな丘陵地帯であるが、村の1判部にあたるlll形村との境に至る地域は北上III地の北端に

あたるlll岳地帯であり、雌北端には大野村の砿IIIとされる久慈平岳（標間706.3m)がある。気候は冷涼で

-1-
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年平均気温は10.6℃、太平洋が近いためその影響を受けやすく、特に夏季は海からの偏東風(lll背風：やま

せ）によって冷たい海鵜が襲来し、低音･U照不足による冷害が発生することがある。

藩政時代の初期は、大野・帯島・水沢・阿子木が独立した4力村であったが、寛文5 (1665)年の八戸藩

独立の際に同藩の一部となり、久慈通大野名主組に属した。明治元年には松前藩の支配下となったが、その

後明治2年九戸県・三戸県・江刺県、明治3年盛岡県、明治4年八戸県・弘前県・青森県を経て盛岡県に統

合され、明治5年に岩手県に編入、明治22年の町村制改正により4村が合併し大野村と称した。昭和30年に

軽米町の一部を境界変更により編入し、総而俄134.65kiとなり現在に至る。全体が北上山地の高隙地帯であ

ることから、その丘陵地形を生かして帝産日本一を目指し、村ぐるみでの酪農・肉牛・高原野菜の栽培を推

進している。また「一人一芸の里」をテーマに乳型品・肉製品の加工を始めとして、周囲の山林（木材）資

源を活用した木工製品の生産、ホームスパン（毛織物）の製作など活発な村おこしが続けられている。

上水沢Ⅱ遺跡のある水沢地区は大野村の南西部に所在し、地区の西部が北上山地の北端にあたる山岳地帯

となっているため、大野村の中では比較的高いll｣盤に囲まれている。そこに源を発し、地区の裾を東流する

商家川の上流から順に生平、上水沢、下水沢、大波、上高森の5巣落が滞状に形成されている。山が近いた

め農地にできる平地が少なく、古くから雑穀を中心とする畑作が中心であったが、藩政時代は土塊に含まれ

る砂鉄を原料に、山林を資源とする木炭を燃料にしての製鉄が各所で行われ、現在もタタラの炉跡が残って

いると言われている。そのIIIで上水沢地区は、水沢と大野を結ぶ村道が帯烏と山形村を繋ぐ村通と交わる場

所に位置し、かつ高家川とオリバ川とが合流する地点でもあるため、古くから水沢地区のIII心を成している

ところで、大野村の中でも古い慣習が色濃く残されている地域である。

3．地形・地質

大野村を含む陸中大野地域は、東半部の海抜300m以下の平坦な台地地域と、西半部の海抜600-400mの

山地とに区別される。両者の境は、大野村のほぼ中央部を走る海抜300mの等高線にほぼ一致する。西半部

の山地は西隣の一戸まで延長し、折爪山地東斜面の南北に伸びる急崖で画される。この山地は｣ヒトIh地の北

端に近く低平化し、山頂・稜線にかなりの定商性をもった単平原となっており、遠望して高原の棟相を呈し

ている。南部では、久慈川・夏井川など太平洋側に注ぐ河川が、北上lll地の隆起準平h}(を一部で深く刻み込

み峡谷を作っている。東半部では、海抜300-180mの範囲に東西方向で幅10kmにわたって平坦な段丘地形

(九戸段丘）が発逓しており、段丘面はさらに海抜300-240mの上位而（水無面）と230-180mの下位面

(広野面）に区別される。下位面の段丘は海側を急斜面で切られ、典型的な台地地形を呈している。

大野村の地質分布は先述した地形分布にほぼ一致している。地域的には、南西部は北上山地北部型古生層

に属し、粘板岩・チャート・輝緑凝灰岩・砂岩・石灰岩から成っている。中央部から東部にかけての丘陵地

(九戸段丘面）は洪柚脳に属し、上位面は砂鉄を含む砂一砂礫から（水蝋層)、下位面は縢砂を含む砂から成っ

ている（広野厨)。後者の丘陵地については砂鉄厨を含む海浜成厨が埖積し、その後隆起して海岸段丘の形

成が行われ、河川によって開析されて形成されたものである。そして地域全体を覆うようにローム、軽石を

持つ火山砕屑物が分布している。この地域で確認される火山灰については、十和田火山の噴出を起源とする

高館火山灰厨より上価のもの、即ち十和田八戸テフラ (To-H)・十和田二の倉（群）テフラ (To-Nk) ･

十和田南部降下軽石(To-Nb)・十I1田中棚降下軽石(To-Cu)・十和田b降下火山灰(To-b) ・十和

田a降下火山灰(To-a)があるが、本遺跡内では地山層面にTo-H、調査区中央部～南部にわたって

To-Nb、調査区中央部～北側の一部にやや典中した形でTo-Cuが分布していることが碓認された。

－3－
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4．周辺の遺跡

（1） 大野村の遺跡

大野村の管内に所在する迪跡は、岩手県教育委員会文化課による「岩手雌埋蔵文化財包蔵地一覧（以後、

「遺跡台帳｣)｣ (2000)において77か所が登録されている。時代はほとんどが繩文時代であり、中世、近世

がわずかに分布する。種別は縄文時代の散布地が大半を占め、それ以外は城館・館・製鉄跡となっている。

大野村における埋蔵文化財の凋査fM告については、昭和59年庇に岩手県牧育委員会が実施した「第三次岩

手県中世城館跡調査事業」による城館跡の分布状況についての報告があるだけであり、そのためそれぞれの

遺跡の詳細な時代区分や種別などについては、未確認のままの遺跡がほとんどである。そこでここでは、遺

跡台帳より縄文時代に該当する遺跡を抜粋・要約し、まとめたものを第5図及び第1表として掲載する。な

お、柵成の都合上から向田Ⅱ（第1表のl)、向田（同2)、向田I (同3)については、第5図においては

割愛し第1表のみでの報告としたことを付記しておく。

上水沢Ⅱ遺跡の周辺に分布する繩文時代の遺跡は、そのほとんどが高家川の周辺と弥栄地域に広がる丘陵

地に巣中している。これらの多くに共通してみられる地理的条件は、第1に高家川によって形成発連した谷

底・氾濫平野にあり、河川水位面に近い低地もしくは氾濫河川の冠水面に近い位慨にあるということ。第2

に本流に流れ込む支流・沢などによって形成された緩やかな微高地、もしくは山際の緩やかな斜面に所在し

ているものが多いということ。第3に河川によって挟まれた丘陵状の平地に所在しているということである。

弥栄地区については、開拓などによる区画整伽が進行しており遺物の表採が可能である点も、この地域に適

跡が巣中して見られる要因の1つになっていると思われる。

（2） 周辺の遺跡

上水沢Ⅱ遺跡では、繩文土器（主に早・前・後期）及び弥生土器が出土している。「遺跡台帳」からこの

時期のものとして明記されている遺跡を抽出すると、「縄文時代早期・前期」の過跡は久慈市で90か所、軽

米町で22か所、山形村で7か所、籾市町で4か所、「縄文時代後期・弥生時代」の遺跡は久慈市で191か所、

軽米町で81か所、山形村で27か所、秘市町で9か所である（それぞれに似合的な遺跡を含む)。ここでは上

紀の遺跡の中から久慈市教育委員会、もしくは伽岩手県文化振興耶業団埋蔵文化財センターによる発掘調査

報告醤がまとめられている、または久慈市教育委員会による市内遺跡詳細分布調査によって踏査・報告がな

されており、本遺跡と時期的に関連すると思われる遺跡のうち、有家川～又井川に至る地域の遺跡の分布傾

向について概観する。なお、それぞれの迪跡の詳細については、各報告僻などを参照されたい。

概観した追跡は、縄文時代早期・前期が久慈市で70か所、種市町で4か所、計74か所。縄文時代後期・弥

生時代が久慈市で148か所、種市町で4か所、計152か所である。なお、これらの遺跡については、本格的な

調査がなされていない箇所が多く、詳細については今後調査が進展するにつれて変化するものと思われる。

また、避跡の時期に注目してみると繩文時代がほとんどであり、かつ時期が複合的なものが多くなっている。

そのため、縄文時代早期・前期から繩文時代後期・弥生時代にかけて複合している適跡については、それぞ

れの時期に計上して表に掲戦しており、時期別の合計数は遺跡数とは一致していない。

全体を概観すると久慈市周辺、特に侍浜地域を中心に海岸沿いの地域に適跡分布の度合いが高い。これは、

この地域が海成段丘による丘陵平面部に位圃しており、表採が比較的容易であることや、開発が進むことで

発掘調査の割合も高くなり、確認される遺跡数が多くなっていることなどにもよると思われる。

［籾文時代早期・前期］

この時期の適跡の分布状況を見ると、横拙・白前地区、本波地区、麦生地区、半崎地区に辿跡分布の密度

－6－



が高い。特に横沼地区に遺跡の集中度合いが高くなっている。

代表的な遺跡としては、繩文時代前期円筒式土器を主体とする遺跡であり、多価の遺物が散布する外里

(山口）遺跡、昭和62年度に久慈市教育委員会が渦査を行い、縄文時代の竪穴住居跡（前期）や陥し穴状遺

櫛が検出された滝合過跡（現在は「滝合I」適跡として、遺跡台帳に登録されている)、昭和62．63年度に

当センターが調査を行い、縄文時代早期の貝殻文土器を始めとして、陥し穴状遺柵や多数の石器が検出され

た源道遺跡、縄文時代liij期初頭の竪穴住居跡や前期liij半の土器が検出された麦箙I遺跡、平成8年度に当セ

ンターが調査を行い、繩文時代前期の遺物が採典された麦生Ⅲ遺跡、旧石器時代の石器や縄文時代早期・前

期の土器が検出された麦生Ⅸ遺跡、その他西久保通跡、横沼XⅢ遺跡、外屋敬I遺跡、桑畑XⅥ迪跡、向町

Ⅱ遺跡などが繩文時代早期の遺跡として報告がある。頓市町については、当センターによる『ゴッソー通跡

発掘調査報告書』（1996、千葉)、及び「樋市町内猪辿跡の調査報告」(1963、草間）からの抜粋となるが、

この時期の遺跡としては上のマッカ・大宮I・大宮Ⅱ・藤好沢の4遺跡が報告されている。大宮I 。Ⅱ遺跡

は有家川の河口付近に所在、藤好沢遺跡は高家川、上のマッカ遺跡は有家川を臨む丘陵状の微高地に位盟し

ており、先に述べた久慈市を主体とするこの地域の過跡の分布傾向と相似している。上のマッカ遺跡からは

器体に繊維を含み、Ixl筒下屑a式に属すると思われる縄文時代前期の土器片が採粟されている。大宮I ．Ⅱ

遺跡からは、縄文時代早期に属すると思われる貝殻文土器片が採集されている。

［縄文時代後期・弥生時代］

この時期の過跡の分布状況を見ると、早期・前期に増して先に述べた地区の遮跡分布密度が高くなってい

る。更に夏井川の上流地域や久慈川沿いでは、山裾丘陵部に連続して遺跡が分布している様子が見られるよ

うになっている。

代表的な遺跡としては上水沢Ⅱ過跡の東に所在し、昭和59年度に久慈市、平成9年度に当センターが淵査

を行い、縄文時代後期から晩期にかけての土器、石雛、石錘、石匙、削器、打製石斧、敲石、磨石などの石

器、土偶、円環状土製品、土板、円盤状土製品などの土製品、石刀、石彬、岩板などの石製品などが検出さ

れた大芦I遺跡がある。なお周辺の大芦Ⅱ～Ⅲ過跡も、縄文時代後期に属する迩跡として遺跡台帳に登録さ

れている。他に昭和41．42年度に久慈市が凋査を行って市の指定遺跡となった寺里遺跡、平成2年腹に当セ

ンターが調査を行った鼻館跡、平成8年度に当センターが調査を行った麦生Ⅲ．Ⅸ遺跡、縄文時代後期に属

する土偶が出土している麦生Ⅳ遺跡、遺物の散布凪が非常に濃く縄文時代中期・後期に属する遺物が散布し、

土器、石鰄、石匙、石斧、凹石、多趾の剥片が採典された国坂1通跡、辿跡散布の密度が濃く縄文土器、石

斧、敲石、磨石、剥片などが採集された北野x辿跡、多鼠の縄文土器、石鰄、石匙、磨石などの石器が採巣

されたほか、剥片の散布最も多い桑畑xⅦ遺跡、富原I～Ⅱ遺跡などがある。種市町については、こちらも

先の文献からとなるが、上のマッカ遺跡・大宮I過跡・大宮Ⅱ遺跡に、黒マッカ貝塚が加わる。黒マッカ貝

塚も北側に原子内川を臨む丘陵地の上面に位脱しており、先に述べた分布峨向と相似する。大宮Ⅱ過跡から

は縄文時代晩期大洞A'式や、それから若干変化した文様を持つ弥生土器と思われる土器片が多数採巣され

ている。

なお、「久慈市内過跡詳細分布調査報告書」に記賊されているが、「遺跡台帳」に登録されていないものは

次の9か所である。未登録もしくは登録抹消がなされたか、あるいは同一過跡兜名称の可能性がある。

①縄文時代早期・前期→国丹

②繩文時代後期・弥生時代→大尚Ⅳ、l叫坂IV，II!崎Ⅱ、小田、茄葡岬、夏井I、夏井ロ

－7－
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脆’ 通跡名 ｜梱 通損・逓物 所在地住所

321 ･撚良Ⅳ l酌Mj地 町文士圏 化大字帯島鋪7地削γI:粥局
331 ;栄I I散1kni地

断A:鮎Mj地Mj地Mj地

皿文士魁 I 大字榊島学休鍾

311

鍋I弥栄1V 1敗曲曲曲布地布地布地 聞文I

窟

窟 烹蕊鳥字体蝋
＝

郷I井栄V ｜散 府地 囲文I 器 大字研烏字体衆

37 弥栄Ⅵ l散布
一
○
鹿
Ｈ
画 縄文1 猫 大字帯島了弥栄

鑓 長塚謹Ⅱ ’散布地 I
I

同文」
駁

擬(後期）
大字阿子木鋪12地剤‘誰永埠魔

391弥栄Ⅶ ｜散州地

I
縄文1 淵 燕譲研島'予弥栄

401 鋼Ⅷ ｜敗布地

I
抓文I 脱 大字帯島字弥栄

411 鍬IX 1敗ni地 側文I 淵 大字帯島字弥栄
421 蝋X I舵布地宙布地 、文I 脱 大牢辮隅学撚栄

431

441

i栄XI ln償布地償布地償布地

;栄XII l散宙宙宙布地布地布地

側又」

樋文'1

認

淵

大字帯島字弥栄

大字帯島字弥栄

451 .く埋森m lM汝布地 fj蝋 ’大字阿子木第12地削宇,k塚亜

461永塚壷Ⅳ 1敗、闘往『地i地 罰文-fE鰯 ｜弓一画今竺七訂ﾛ句飴七1．註.七面虚

ｲ8 上水沢Ⅶ 1敗、

岫
耐

償怖地

償布地

一
吋

型
趨

墾
咽 大字水沢呪 埴刷字上水1尺

ｲ9 ド水於Ⅱ 1敗1愉術i地地 岡文上認 ｜‘大字水沢銅 地割字ド水火

釦 金間部、 ’散1 地
期文士藩
土間圏(平安）

寛永通冑

大字水沢痢 I地創字命間胤

51 大波1 1敗利 1 側文士暦 大字水沢第 1地割

52 大波Ⅱ ｜散＃ Ｉ 回1文．＋霧 大学水沢藁 )抽割

531
タ

551

z1 1敗、』

平Ⅱ ｜散I 1

菜畑11 ｜敵ljj

町文士澱

加文土鱒

側文上禰(後期）

大字水沢鋪2
←．÷4回姉呵
大字水沢郊
一

大字水沢鋼

地副2〃擬平

地割宇'1§平

|地NII

56 青渠畑 ’敗布地
町文土濁

而認
大字水沢鋪 I地削了青填畑

57 大波m 1敗布地 切文．t群 大字帯島荊 地削

58 帯島開； 地【 1敗布地 測文l盤 大字帯島荊 地割

59 番亘理！ 腕ⅢI齢布餓 l屈文l鰯 大字需鳥菊 鹸創

画
61

一

帯島開仔地口1敗砺埴

km l散術地

I団又土弼

1国文土閲

〃、矛雨ガ函汽寸 地割

大字水沢字太Ⅲ

肋 沮跡名 耐別 iR檀・iR糊 所往姉住所

I

2

向田Ⅱ

向【Ⅱ

散#i地

散0j地

蝿文士渦

聞文t聯(役期）

心剥

大字大野字向田

大字大野(向耐)字熊の沢

3 脚、I 散布地
阿文-t濁(腿期)
石認

大字大野字向田(熊の災）

4 艮根 散布地
則文土囲(仙・晩期）

石粉
大字大野字及恨

5 柚岸沢Ⅱ 散布地 イ 淵、戦 大字帯島字横岸沢

6 横岸沢I 散布地 イ 鮒、壷 大学締島字横岸沢

金ヶ沢 散1 地 、文二12冊(1，期） 大字大野字金ヶ沢

8 応廠11 散1 地 蝿文二l柵 牝大字好烏字謁廠

9 ：水沢I 敗1 地 Ⅲ文土酪 I：大字水沢節 地削字上水縄

10 k水沢Ⅱ 築落跡

哩穴(弧0}跡
理文土間仰､燗､俊明）
石謝

大字水沢第 地刺学日当

11 上水沢、 敗布地 聞文･I:鰯 大字水沢刻 地瀞 字l:水沢

12 悪套I 敗布地 聞文･I:麓 大字大野第I )地憲

”上水没Ⅳ 敗術地 閏文土箇 大字水沢鋪 地専
F■

:水沢

14 下水沢【 敗術地 開文士認 大字水沢鋪 地翻
■凸

二水猟

15 上水碇Ⅵ 敗布地 文1 圏 大字水沢鋼 地2
■凸

z水沢

16 鯉内 散布地 文←I 秘 大字帯島第 l地月

17 下帯島I 散布地 聞文1 秘 大字帯島荊 )地2

18 ロ当ロ 散布地 縄文1 群 大字大野第 ｢地宵

19 阿-f木 散布地 文 1 器 大字阿子木 112川 割

20 ド帯島11 倣布地 文I 鴇 大字帯島荊 岫宵

21 上幣島I 散布川 文J1 糊 大字帯烏鯏 地＃宇上州島

2 コツ醒 敗ﾊi地’ 文士淵 大字粥島剛 岫月

2 下柵島Ⅳ 敗､j地’ 文土溌 大字研鳥鋪 地宵

2 ニツ睡向 敗nJ地’ 文皇I 語 大字阿子木銅12地剛

2 艮塚灘I 散布地’聞文I 器 大字阿子木弼12鮒 削学氷啄磁

26 高種、 散布地 聞文」認 大字帯島諏 地瀞

27 大波Ⅳ 散布地 同文1 認 大字帯島第 地専

錫 関1JI 敗布地 国文･I 間 大字帯島第 地専 字間I】

酌 関uⅡ 敗布地 田文言1 淵 大字好烏字’lu

抑 上珊鳥ロ 敗帝地 聞文二1 濁 大字帯島鋼 地割

31 上粥鳥、 敞市地 聞文1 粉 大字帯島第 地創







文時代早期・前期

ニゴ議鵜鯛:二子頓端、郷、粥祁
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鄙】 市町村 迩跡名 ’ 別I ＄代 通 桐 , 通 物 傭 ‘鰍
I ’ j日I l;のマ．,力 ’鶴 I 岡 ’ 文･上淵（in・'10．後期)、ボI川．
21 掴I 大宮Ⅱ ’散 I U ’ 文-t器（､+1期)、弥椎+･器

31 i日I 大宮I ’巣 I 繩 ’ 文t器（単・荊・晩期)、弥生 1.鵬

41 泊I 醸好沢 ’巣 I 繩 ’ 文土認（前・晩期）
51 ､慈市 桑畑Ⅲ 散 縄・弥 縄文土器（早・前)、弥牛十識 久慈

｜
Ⅳ
二
二
敬育委貝会（1995）

61 ､悠市 桑畑XⅥ 散 I 縄 縄文 t器（単・前)、石峨、剥片 久悪
１

声 t宵喬貝会（1995

7 久慈市 桑畑XI 集 蝿・古 縄文上認〈早～晩期 、6匙、土師淵
旧桑
久態 IrI 秤審関金（1995

8 久』
Ｃ
ｏ
ｄ

①
●
■
０

卿 桑畑XⅦ 鍋 ’縄 町文土蒋（111．彼。n期)、イi匙、 イi砿、岬ｲi，刺11． 久態
与
州
海唾

同書闘金（1995
9 久』KI1i 桑畑V 散 ’ a 開文上認（舸・憧期 、剥片 久悠

砺

宵餐閲会（1995

0 久悪『1i 桑畑XⅡ 巣 縄 聞文上器（前・後期 ｜、土師器 H外
ス悪唖

輌

IXj
育悉圖会（1995

I 久慈市 桑畑XⅢ 巣 縄 縄文土需（前・中期 ｜、石蟻、剥片
111桑
久慈哩 ;貝会（1995

2 久慈市 桑畑Ⅶ 敬 縄 縄文上認（前・後期 ｜、弾生I器
範
久

L､■▲ "ぬいへP

:l1 久慈市 ’ 散XV ’散 ’縄 切文-t糊（101．前期 －両塒‐剥叶一蒋錨 I 久鮎 池 会（1995
41 久悠ili l 畑X ’敗 ’繩 町文士鰯（1，期）

51 久懇'1j l 歌I ’典 ’ m・占 切文{糊（早・刺・後期)、土師淵 久懸i kfY姿側会（1995
61 久悪市 ’ 散Ⅵ ！散 ’ i・古 聞文土器（nil・彼朗)、 12髄騰 I 久悠『 i k背蕃働会（1995
71 久慈市 I 散XⅥ 1 散 ’抑 縄文土器（早・後期)、fi錘、脾《j I 久慈『

一
冊
』
』

k肯委胤会（1995
8I 久慈市 外展敷掴 I 桑 ’縄 鰯文士器（前・磯期） I 久慈『

ｈ

軍

１
kff蛋員会（l鋤5

9 久慈市 外鼎敷Ⅸ 散 繩 側文士器（鼎・峻・晩期 |I
I H本G
久慈i１i

』』』』
敬育昏貝

１

一一二弓

１

一一二弓

１

一一二弓

１

一一二弓
会（1995

0

０

1
－
１

久慈市 I
久慈iIi l：

In I

IⅣ I
散 ’
散 ’

I

’

珂文土鰐（旱・掩期

囲文上聯（爪・IⅢ。 ’

斧､刈片 久慈Ii一iii一 救汀香は
一一吾

一二
救汀香は
一一吾
一一二
救汀香は
一一吾
一一二
救汀香は
一一吾

一二

久懇『 i"fYSui牡fY委側i牡fY委側i牡fY委側

串

会（1995

金（l”5
22 久懇jIj I fⅥ ’典 ’ I 珀文上鰐（刑・中｡ &剛 久慈i

旧

一
敵

一
f『香【I金（l”2

23 久悪巾 I !Ⅱ 散 ’ 縄文t器（竿？・篭・晩I M)、土師闇 久慈i
恂

草『 敦宵:溌伺会（I鯛2
24 久慈市 ’ 、Ⅲ 散 ’ ･古 縄文土器（前・後期)、」師器、調恩器 久惑『 会（l鯛2
25 久慈市 畑田Ⅲ 巣 ’ 縄文土器（前・後期)、’断器 久慈i

■
■
■ 目会（1”1

26 久懇市 本町V 故 ’ ・占 縄文|器（前期)、土踊3 久慈1
寺
令
６ 貝会（I弱5

27 久慈市 I ､ゴ喝 I 巣 ’ ･古 聞文土器(1W･陵･晩咽 、t厨器 久 貝会（1弱5
28 久態iIi l 慣i

面
gXvI I 散 ’ 縄文t器（舸賜） 久慈

一呂

iW敬汀苗
一－

側金（1995
29 久悪耐 I HXⅦ I 散 ’ I 1文t器（胴期） 久恕'1ififrS

一一

唖壷蚕

一一

一

一
一

一

而蔚存雷

一一

一

一

1．1金（1995
30

31

久盤iIi I 梱i梱i梱i

久懇巾 I 横i横i横i

一

例XⅧ I

冊Ⅵ I

随 ’

栗 ’

皿 I

副 I

n文I･聯（航噸）

剛又i鷺諦（胴・殴期)、b謡

久悠函

附附附

久慈 繩
岬
戟肘

唖壷蚕 一
一
繩

岬
戟肘

唖壷蚕
繩
岬
戟肘

同秀一『雨51
側会（l鋤5

夕

I

321
！

久慈市 I
一

個 3XⅨ 散 繩 I 岡文t器（前・後畷） 久慈 而教 筒会（I”5
33

1
久蒸市 I Ⅶ 散 縄 I 縄文十鶏（醐凹I） 久 会（1”5

34

1
1
1
1
135

1

久怒

久慈

而 I

W I

XXⅣ

Ⅵ I

散

敗

縄

期 I

蝿又土器（Ⅱリ・砿1W）

文土器（前朋）
l茨薫藏誌冨感市敬育委員
久

会（1995】
一一■

金（1鱒5
36

1
久態 肘 I :沢Ⅱ I 敬 側・弥 I 文1:器（前期)、＄ 上認、：t帥濁、アメリカ式ｲi眼 久 公（1”5

37

I
久慈

Ｃ
０
ｇ

ｅ
■
■
日 梱i HⅧ I 敬 岡・弥 ’ 文土器（I1iIlUl)、$ i'1ﾐk聯 功 会（l”5

鑓

1
久態 Ij l 佃igXXn I 敗 罰 ’ 文土器（刑期） 久 会（1”5

39

1
久悪 Ii I 楢iHXm I 散 副 I 文t器（早期） 久熟ili教 I召 純金（1蝿5

40

1
久慈『 I 横13XⅣ I 散 鋼 I 縄文土認(1W･後側l) 久慈市 弓 側会（I的5

41

1
久惑 肘 I 横 召XXI I 敬 囲・弥 I 縄文土器（早期)、弥生士器 久墓i 話 目会（1995

42

I
久鰹市 I ] 河XⅡ I 飴 甑 縄文12器（前・中・総咽 久璽

一
岬
一
》
’

一

市敬両香
一

一

市敬両香
一

一

市敬両香
一

日舎（1弱5

‘13

I
I
I
I
I44

久懇市 I

久態市 I

横 召xxm I

Q1前I I

敬

敬

釦

即 ’
縄文上器（前・後”I）

文l器（前・巾・職明

久悪市敬両香

久慈市敬向番市敬向番市敬向番
－

側会（I”5

側公（1”5
､15

』
５
両
両

久感I1i l 21胴、 I 散 町 I 文l:鰯（前期)、石蹴 久懇市救fW魯
万＝
－

I1j戟ff否

側会（I弱5
46

６

．
6

■
｜久慈ifi I 白舸Ⅱ I 散 局 ’ 文-1:蹄（川・中・強期 久憩

ー
H金（l鯛5

47

７

－

7
－
1久慈市 I 白舸IV I 散 閉 I 文土認(川･後仰l)、イ 匙 久憩 肘救宵蕃

一
員会（1鋤5

48

８

－
8

－
｜久慈市 西久保 I 敵 蝿 I 文t器（早・前・後期 、石鹸、fj斧 久悪i肺救肯委貝会（1弱5

49

９

－
9｜久慈市 本渡X I 散 閏 I 文土器（前期） 久惑耐 行Z 貝会（1”】

利

51

52

久悠市

久惑市 I

久悠『↑』

滝合【

丙波Ⅶ I

本漉Ⅷ

典

敵 ’

敗

国

町 I

町

唾穴住鵬跡（前期)、陥L穴状迩構

文土麗（師・中・臘mi)、イi職、剥片

文上醗（前期）

剛
久 佃皆害鋪9婆

久慈lIj牧ff否側金（I限X〕）
範UH拡大（1”5）

53 久惑市 ’3§鐘Ⅸ ’敗 I 蝿 I 文l:涛（畑期 、石匙
識 久慈市 l h と波Ⅵ I 散 I 蝿 I 縄文土器（前期 、石醜 久悠01j敬f1委側金（l知
弱 久慈市 ’ 合m l 散 I 縄 I 文士認(刑期 久惑01j敬ff蒼凰会（1”】
識 久慈市 I 合Ⅱ 散 I 縄文土認（前期 久襲＃i戟育委員会（l知
57 久慈市 I 2崎Ⅶ 敵 I 縄文上蕗（早・前・後阿I） 久惑市敗商書目会（19鋤
邦 久慈市 ’ ;XⅨ ’歌 I 副文士器（前・ﾛ#0期)、黙昭石 久態jIi敬育委員会（l卿】
59

卸

久慈市 ’
久襲『fj l

iXⅧ ’

0V ’

敬 I

散 I
聞文』I:沼（師。Q伽・織脚I）

聞文1t鍔（腕期）

久悪#Ij敬卸響側金（1卿

久懇而敬向婁側金（1卿
61 久慈市｜』 §Ⅶ I 散 I 開文士認（前・中・役Ⅳl)、弥唯t藩 久盤けi敗汀委員会（l”】
62 久墾市｜』 2瞳Ⅱ ’肘 I 縄文十認《前I閃)‐ イi鰹 碗側拡大

侭

創

久馨市 I

久慈市

島憶I ’

半箇Ⅳ I

散 I

敵 I 縄
罰又土器（前・後期）

詞文土器（前・後期)、剥片
久慈市戟宵委目会（1知】

久慈市敬育委目会（1知

閃 久慈市 当'I I 散 縄 蝿文I 潟（前・後期） 平成両
久悪il

年度斌媚剥費竪穴
牧両香目会（1卿

t居跡

髄 久馨市 支41 Ⅱ I 敵 縄 副文言I 野（航期） 久駆01 牡向き側金（1唖1

67 久悠I1j 糞fl、 敗 縄 聞文I 認（嗣・qII･役期)
平h畦
久惑81

蝿
目

溜
菩

鹿
町

嘩
牧

\書期27,1腿

鋼 久聾市 糞剖 XⅥ 散 縄 ’ 文」爵（則・役期)、井唯-1:辞、鉄蹄 I ､悪11 髄向蕃ti会（1知
69 久墾市 麦'1 Ⅳ 散 縄 I 文I 器（前・後期)、 I ､態Ⅱ 軟育養員会（1卿
70 久慈市 変生Ⅶ 散 縄 I 文土認（前踊） I 悪｡』絃育萎員会（l卿

71 久慈市 麦生X 敬 縄 縄文土認（iW・樋期） ’ 然剃喰進行中
唾n1f鐇白垂H全rl牢、



第3表周辺の遺跡(3) 縄文時代後期・弥生時代
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剛|‘1
21

n日

町

IiIj町 ’

通跡満 ’

Mマ･ソカ1W ’
'のマ‘遡力 I

樋別

1
里

時代

繩 ’
郷 ’

j、 鴨 。 j回 物

繩文
女

1糊（世l#1

旦鯉〈前。

、土騨器、石聯
'1 ．鋤1,1)‐出11%。

聯

31 illj田I｜目大寓Ⅲ I 散 繩 ’ 文 Z群（鼎IU1 、弥普ド十識

‘11 種市町 ’大宮I I 集 縄 ’ 文 弓器（旱｡ 1．晩期)、弥咋-+･器

5 久慈市 桑畑XV 散 縄 ’ 己認（後期 久慈市牧育委員会（1995）

6 久慈市 桑畑Ⅱ 散 縄 ’ :認（後期 、石醗、剥片 久慈市教育謹貝会（1995）

７ 久慈市 桑畑XI 熊 縄･占 繩文土認（早～晩期)、石匙、 I師繍
In桑畑1
久悠巾敬行番目会（1995）

8 久慈市 桑畑XⅦ 典 鮒 繩文上脇（鮒・樋・晩lUl)廷 イi匙、イi鰍、隅ｲi，淵lハ． 久懇市敬ff盃貝会（1995）

9 久感IIj 桑畑V 散 繩 繩文I撚（前・後IUl)、剥ﾊ． 久懇I1j敦宵香il公〔1995〉

1(〕 久慈市 桑畑XⅡ 典 縄 縄文土器（前･後期)、上師器
111外屋敷商
久惑I1i牧育委員会（1995）

11 久慈市 桑畑Ⅶ 散 縄 縄文土器（前・後期)、弥'tl器
範囲拡大
久慈市牧育署員会（1”5）

12

131

久磐市

久鰈ili l

桑畑XIV

桑畑XⅧ

散
一
敗

繩･弥

柵･占

鯏文f器（晩期)、弥牛I･器（後期）

棚文－1:冊（後』l)、禰挿、‐上岡器、刈片 ’

''1七
久感

久惑

I,出、
li軟育露目会（1”5）
祠
一
認唾

ff器日会（1脚5）

1.11
151

久懇jW l

久慈市 I

桑畑Ⅷ

桑畑XⅨ

散
散

繩

剛

醐文･I:柵（後）

鯏文土器（後1 －－－－－斗－
1）
l）

久恕

久慈壷
ff沓仙会（1”5）

肯委仕会（1側5）

16 久慈市 桑畑Ⅸ 敬 繩･弥・古 ｜縄文土器、弥生土器（後期)、士間器
範剛
久慈i 青委員会（1995）

17 久悪市 外唾敷11 散 縄 古 縄文土器（後1，、石鐡、土師器 ’久慈I 育委員会〈1995）

18 久慈市 外畷敏XⅢ 敵 縄 弥・古 縄文土器（磯礪 、弥堆1:器、‐t師器 久慈I 肯委員会（1995）

19

20

21

久懇市

久懸市

久悠I1j

外熈敵XIv l

外屈敷1 1
外h(散Ⅶ ’

散

典

敵

縄縄

棚棚

側側

苫
縄文’

縄文:I

繩文」

器（後lり

器（凧。

聯（俄脚

m・後期)、 lz師糊

久鰹I

久蝶I

久懇I

育委目会（1995）

宵委員灸（199
－－凸一寺

f『蕊員金（199

匙
Ⅱ
〃
一
、
日
夕

』
匂
咽
一
Ｐ
『
唖

22 久悠IIj 外賊散Ⅵ ’散 繩 hOi 縄文I 器（llij 。il9l)、土師脇 久悠I k向委員会（1995）

23 久感I1j 外尽敷V ’散 繩 弥 ’ 文’器（峻則 、弥体十鵬 久惑！ 【育委目会（1995）

21 久惑巾 外屋敷Ⅳ ’散 縄 古 ’ 文’器（LI』～ 砲期)、土師器 久慈’ t宵委員会（1995）

25 久慈市 本町I |散 縄 ’ 文~1 器〈後期 久慈I t青委員会（1995）

26 久慈市 外屋敷XⅥ 散 繩 ’ 文1 間（早・ 随期)、石踊、應石 久慈i t背委員会（1995）

７

８

２
２

久慈巾

久感Ifj

外照敬XI

外岨散Ⅷ

散

巣

縄
薊

ｊ

Ｉ

文
責

蝿
阿

器（彼期

淵（111･縦IU]〕

旧外賊
久慈市

久悠’

噸
tf1否側会（1995）

宵鶴削公（1995）

久慈市 外脇散X 集 縄 繩メ 器（【1'・彼期)、イi芹、刈片 久慈i ff公員会（1995）

30 久磐市 外堅敷Ⅸ 散 縄 組文土器（旱・後・晩期）
1H本E

久惑I 青委員会（1鰐5）

31 灰蕊市 ’ ､除齢XⅧ 殻 縄 狸寅I･翠（棒創1 久騏i

蓋麗32

弼
一
制

35

久惑市 ’
友蚊r卜f

久盤Ulj

久悠OIj

､蹄敵XⅦ ’

13m ’

本則m l
傘町1V ’

散 ’

散 ’

散 ’

散 ’

縄文上器（後期

蝿寅I･鰹〔甲｡

棚文i:器（徳川
剛文I:柵（Iil。

剛Ⅲ)、石斧、胤I川。

ii・後期）

久慈

1]救

’

久感’

久惑’

育委員釜u””

H敬育委員会（1弱5）

行委員会（1”5）

1両香tia(I"5)

門番例会（l鮒3）

36 久懇巾 ‘I間IⅧ ’散 ’ 鯏文l:器（後期 久感1 肯姿仙会（1995）

37 久慈市 向町Ⅱ1 敬 縄･古 縄文土器（後期 、」:師器
範囲｜
久慈i 育委員会（1995）

38 久慈『1 向日IⅣ ’散 ’ 繩文士 (後l晩 、石淨 久慈I 背委員会（1995）

39 久慈刊 ’堀切I ’敬 ’ 縄.文土 (後期 久慈i 肯委員会（1995）

０
－
１

１
．
１

久悠'1 ’

久悪市

堀切11 ’

大洲I

散 ’

典

縄
一
繩

銅宮l･翠〔総lnI）

測文_l聯（巾・後・晩101)、刈片

久悠I

昭和（
､I【戒

育委目会（1995）

jm剥査、範川拡大
哩淵jm文剛;M)6巣

4 久悠I1j 大淵II ’ 0石 剛･近 縄文 l蛎（樋1 )、艇111焔、ピｯﾄ、禰鵬 久慈I fT委員会（1996）

4 久慈11i 火芦Ⅲ ’ 繩 縄文土器(磯I ） 久懇0 門委員会（1996）

44 久惑｢↑』 大芦Ⅳ 集 縄 縄文士器（後期）
範囲l
久慈I 育委員会（1996）

‘15 久慈市 富原1 1 集 卸 縄文士駕（後｡晩期） 久慈『 育霧員会（1996

46 久慈市 大芦（V） ’敞 縄 糊文土認（彼。晩期） 久慈『 ff喬貝会（1985

‘17

‘18

久感巾

久慈市

川代I ’

川代Ⅱ

無

散

則

糊

縄文|器（維期〕､ ;測片

側文土測（役期）

久慈01i敬育番目会〔1996

116析晩
久惑IIj牧向委側会（l99fl

49 久感Ifj '111ノ沢 散 縄 縄文上器 H6折埋

50 久慈市 図坂Ⅱ 散 繩 縄文土器（後期）
Ⅲ6折埋
久慈市教育委員会（19齢）

51 久慈市 切餓田 集 繩 縄文上器（後。晩期)、石族、石匙 久懇市教育委員会（19鈴）

52 久悪市 I蠅坂（1） 累 縄 縄文 12器（中・後期)、多量の石器 久慈市教育委員会（1996）

３
－
１

５
－
５

久懇市

久懇UIj

1期坂、

広ｦfVl l

散

鵬 ’

縄 縄文I:器〔後期

n文･I:服（I11o
－F、－－－ 一一 － －

'0 ．綾期）

H6新規
久感IIjjfff委員会（1996）

久悪 Ii牧ff雷& 金（l”2）
Ｐ
『
Ｊ

要
ヘ
リ 久磐市 広野、 1 散 ’ 1文土器（後期 久慈 ､教ff姿& 金（l鋤2）

56 久慈市 広野V ’散 ’ 縄文 t器（後。fjUl)、土版、土師器、石蹴 久慈↑j教行委I 会（1992）
『
■
日
》

Ｆ

ヘ

リ 久慈市 広野Ⅶ ’散 ’ 繩文土器（後期 久慈 f丁救育委i 会（I”2）

58 久慈市 長久保 ’散 ’縄 縄文上器（後期 久慈 ﾛ教育委世 会（1992）

59 久慈市 伎成沢11 ’散 縄 縄文k器（後1M 久慈 竹牧育委I 会（1”2）

棚 久慈市 広野 ’舳 蝿･弥 縄文土器、弥'＃|器（後期） 久慈 W教ff菱I 会（1”2）

6】 久惑巾 I棚l前Ⅲ ’敵 縄 縄文.l柵（後"I 久懸 Ij"f1at 会（1992）

62 久惑ilj 畑111V ’散 棚 繩又上搬（職lUl 久懇 IjMfr蚕t 会（1991）

側 久慈ilj 寺照I 集 古 竪穴化賎跡、 t師器、釧恵認、弥4:＋照
11Hf11
久慈

'1．42年M
術教育蚕&

調査、市揃定史跡
会（1992）

61 久感巾 沢型Ⅱ 散 縄 縄文 t器（旱？・後｡晩期)、土師器 久慈市牧育委『 会（1992

65 久惑｢+』 沢里、 散 弥 弥生~t器、土師器 久慈市牧育委f 会（】992

“ 久慈市 沢里 集 繩･弥 縄文土瀦（後期)、弥唯t器 久慈市教育委し 会（1992

67 久態Ilj 寺Iun 散 繩･古 縄文|昌器（前・絶1m)、土師器、弧哩滞 久懇O1i敬育番目会（1992

帆 久蝶『Ii '111前Ⅱ 敗 繩 縄文土濁（後期） 久懇ili牧宵蚕貝会（1992
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酌8； IIi日I村 迩跡笹 I 種別I 苛代 湖 囎 ・ 通 梅 煽 雰

69 久態dIi 10‘l前】 I 散 I ･衆 I 縄文土濁（i&1WI 降器（奈腿） 久懇iI 敬fI發員灸《1”2）

7〔】 久悪iIi 畑11皿 I 蝿 I 縄文1霧（洞｡ i即I 唾土間爵 久磐01 敬fr蕃制会（1”1）

器I
久悠IIi

久悠IIi

畑Ⅲ11 1

畠冒f、

栗 ’

随 ’

･奈・､14 1

I

蝿文．i:椴《i唾期

繩文土簡（i@期

師聯 久感iI

久懸11

職ff母H金（1卿2）

放ff茜仙会（】卿5）

禰I 久磐lIi ;j-j鵬 I 典 ’ ･古 縄文土濁（1町。i・晩則)、土師器 久悠'1 仙fr饗は会（】”5）

741 久懇ili 昌野V I 骸 ’ 縄文_l燭《職期 久慈TI 軸汀密は金（】”&）

751 久悪iW 】町Ⅸ I 散 ’繩 縄文I燭〈艇期 久惑市牧向委仙金（1995）

761 久懇市 1町X l 散 ’ 縄文上瀞（脳期 久感『1i教育審団会（】”5）

77 久懸市 町Ⅶ 散 縄■占 開文I"<itIUI 、11肺淵
Iﾛ向町l～Ⅳ
久感IWifr審仙公《1093）

78 久悠11 M《Ⅲ ’敗 縄 ’ 文士淵（惟川 久懸IIJ靴ff盤は金（19蝿）

洲 久悠il ･1:洲1V ’散 ’ lu l 文上淵（i曲ⅢI 久悠『lj紬汀蕃仙会（1995）
80

81

久悠il

久悠11

髄XII ’

日『XI ’

散 ’

舷 ’

縄 ’

縄 ’

文･I渦（世IUl

文北郷（徳川

久惑市靴ff喬制会（1995）

久悠『W紬ff恐拭会（l”5）

久悪11 l;1J目1V ’散 ’縄 縄文I擬《櫨剛 久慈市牡fr塞日会（1995）

郷 久悠il 吋棚XV ’散 I 縄 ’縄文f割（樋IU」 久感市牧行苦闘金（l”5）

81 久悠市 I淵、 1 散 縄 ’縄文･'2潮（徳IUl 久懸IIi敬ff蕃貝金（19蝿）

猫 久蝶IIj I (IIV I 散 I 蝿 I 聞文:I名聞（縦期 久懸BIjItfI藩貝会（1995）

妬 久騏IIj I Hl l 散 I 縄 I 文:l:劃（樋脚I 久蝶I1iftfi選目会（1995）

師
而

g丘.0J

､蝶Ilj 鯛I鯛I

ロ mVI I
－－

MxⅨ I

鴎 I

敵 I

縄 I

縄 I

文土鰯（0脚・徳鮴I)．『i郷

文上認（腕・彼期）

久懸llj牧汀苫tia(19")
久鰹Ilj牡向き側金（1蝿5）

棚I 久感iIi 咽
一 MXXIV l 敗 I 縄 I 文1号群《IiFj・徽即I） 久些而粒f『姿H全（1隈婦）

”I ､悪iIi 1塁 '二沢北 I 散 縄 I 文永溌（樋祁I） 久惑iIi戦ff蓋凰会《1”5）

911 ,蝶UIi 野1 1 案 縄 I 文士露（職1りI） 久墓UIi縦rr砥ti全《1”3）

921 iIi yハ回 敵 伺・さ 翔文1:識（i避再I）・I:鰯稀 ’ ､悪iW教f『慶闘金（1”鋤

931
－り雷

9$I

iIi

､鰹UIi

甜甘l0j I

沢 I

栗

i I

弥

弥

群21世土産 I

弥唯 k群 I

,悪OIi舷rr蕃醐会（】”3）

‘悪i卿”『倉H全（1卿晶）

鱸 ､盤iIi iI《Ⅱ 髄 I ･弥 縄文I燭（mWI 、弥'M秘、．':鰯簡、アメリカ式而蝋 I ‘悪市軸r『侭H全（1!)蝿）

蝿I 久懇iIi

久惑iii

XX I

沢V I

t l

散 ’

縄文tW(i世期

繩文．t料（世期

Ｍ
一
Ｍ久

哩懸市軸ff公i1余（1”5）

感1W靴ff杏仙金（1”5）

981 久悪市 、 I 散 ’ 縄文．t群〈砿期 、イi器 I 久慈市軟ff溌仙金（】”5）
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【j､L例】

櫛別

時代

伽考

巣：集落跡、散：散布地、城：城館跡、貝：貝塚、石：石碑

純：繩文時代、弥：弥生時代、奈：奈良時代、平：平安時代、中：中世、近：近代

(1) 久慈市教育委員会(1990)

『久慈市内遺跡詳細分布調査報告書l』久慈市埋蔵文化財調査報告書第12集

(2) 久慈市教育委員会（1991）

『久慈市内適跡詳細分布調査報告餅Ⅱ』久慈市埋蔵文化財調査報告香第13巣

(3) 久慈市教育委員会(1992)

『久慈市内遺跡詳細分布調査報告書Ⅲ』久慈市埋蔵文化財調査報告書第14集

(4) 久慈市教育委員会(1993)

『久慈市内通跡詳細分布調査報告餅Ⅳ』久慈市埋蔵文化財調査報告書第15;f

(5) 久慈市教育委員会(1994)

『久慈市内遺跡詳細分布調査報告書V」久慈市埋蔵文化財調査報告書第17集

(6) 久慈市教育委員会(1995)

『久慈市内遺跡詳細分布調査報告轡Ⅵ」久惑ili埋蔵文化財渦査報告書第19

(7) 久慈市教育委員会（1996）

『久慈市内遺跡詳細分布調査報告街Ⅶ』久慈市即蔵文化財凋査報告諜第20集

◆
ｅ
●

１
２
３

他、各報告香については、「引用・参考文献」を参照されたい。
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52 久悪『 j l 金I 麺 I 集 I 縄 ’縄文土器（早・前・綾期） ”亟奉堅雪禾狸今rl…



5．遺跡の基本層序と状況
屑序の確認は先の拭掘調査の際に確認された第1トレンチ北東壁6Gグリッド部分（④）と第2トレンチ

南壁12Kグリッド部分（①）の確翌から行い、各地点との比較をしながら行った。暦序の記録はこの他に13

Lグリッド東壁（②)、19Mグリッド北壁（③）の2地点でも行った。層序の名称は上位からI ．Ⅱ．Ⅲ…

のローマ数字で表わし、細別層のある場合はa．b･c…のアルファベットの小文字を付して表わしている

(第8．9図)。各吋の特徴は以下のとおりである。

I層黒褐色士(10YR2/2.5) 暦厚5.0～25.0cm・現表土。耕作等により撹乱を受けている。近・現代の

陶磁器片や縄文土器・弥生土器の細片が出土する。調査区の南側では非常に薄い。

Ⅱ屑蝿色土(10YR2/1) 燗厚O～40.0cm・粘性．しまり弱。植物根の混入が見られ、上位ほど顕著で

ある。

Ⅲa層暗褐色土(10YR3/3) 層厚O～10.0cnl・粘性弱、しまり強。十和田中棚降下軽石（いわゆる中

撒浮石・アワズナ、以下To-Cuと表記）を含む層である。調査区の中央部で確認される。

mb層黒掲色土(10YR3/2) 間厚O～30.0cm･粘性弱、しまり強。13L･14Lグリッド周辺のみで碓

認される。

Ⅲc層暗褐色士(10YR3/3) 暦厚0～30.0cm・粘性やや強、しまり強。

Ⅳ屑黒褐色士(10YR2/2) 圃厚0～30.0cm・粘性弱、しまり強。十和田南部降下幡石（いわゆる南部

浮石・ゴロタ、以下To-Nbと友紀）を含む層。

V層明褐色軽石(7.5YR5/8) 層厚O～10.0cm｡To-Nb層。

Ⅵ屑暗褐色土(10YR3/4) 府厚O～15cm・粘性やや強、しまり強。To-Nbを含む層。

Ⅶ岡黄褐色ローム(10YR5/6) WI里不明。十和田八戸テフラ（以下To.Hと表記）が土堀化した届。

各地点で共通して確認されるのはI層のみで、Ⅱ層以下は地点によって堆積状況に相違が見られた。

調査区の南側では各価とも胴厚が薄い。特に18L～21NグリッドではI層を除去するとすぐにⅣ刑が確認

される状況であった。このⅣ届をはじめ、V届、Ⅵ屑の各層で縄文時代早期～後期の過柵が検出されている。

大半の遺柵はⅣ屑で検出されているが、上記のような堆積状況であるため、本来Ⅱ層からⅢc燗の各屑から

掘り込まれている遺櫛が含まれている可能性がある。

中央部の堆柵状況は次のとおりである。7 1～9Jグリッド周辺ではⅡ価を除去するとⅦ燗が硫認され、

10K･11Kグリッド周辺では、層を除去するとⅣ層が確認された。それ以外の部分ではⅢa屑、mb層の布

無が見られるものの各層の堆積状況が比較的良好であった。遺構の検出はⅡ屑からⅣ層までで行われたが、

大半の適柵はⅡ耐とⅢa届で検出された。

北IIIIの堆祇状況は次のとおりである。 3B～4Eグリッドではほとんどの地点で表土を除去すると礫耐が

確認され、迫柵は検出されなかった。若干ではあるがⅡ層が見られる部分もあるが屑厚は非常に薄い。 7 I

~8KグリッドではI厨を除去するとⅦ層が確認される状況であった。それ以外の地点ではⅡ耐の堆Wi状況

は非術に良好であった。この地点で検出した遺柵及び出土した遺物の大半はこのⅢ層で砿偲された。ただし、

Ⅱ届から出土した辿物の時期幅は広いので、Ⅱ層は細別が可能であったかもしれない。

この他に、 6G～15KグリッドにかけてはTo-Cu層（Ⅲa層部分を含む）が確認された（第8図スクリー

ントーン部分)。特に6G～7Hグリッドの部分と13J・13Kグリッド南側から14J・14Kグリッド北側、

15Kグリッド北側の部分では上ildの畦本噛序と異なる堆穣状況を呈していたため、 6Gグリッドで届序のIII
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確認を行うとともに、7Gグリッド（⑤）と13J ･ 13Kグリッド（⑥）の2地点でも層序の再確認を行った。

その結果、ⅡI働までは基本1面序と|司様の埖積状況であったが、Ⅲliｲ以ドに相遮が見られた。ノif4xl両序との混

同を避けるため111隅以下の名称はⅢ①1I'動、Ⅲ②闇…と表わした。各府の特徴は以ドのとおりである。

Ⅲ①屑暗褐色土(10YR3/3) 暦厚は20.0cm前後。粘性弱、しまり強。

m②層明黄褐色経石(10YR6/6) rW35.0～40,0CmoTo-CUの水成堆剛簡。オリーブ褐色軽石(2.5Y

R4/6)、褐色継Li (1()YR4/'I)と馴箇になっている。非鮒にかたくしまっている。

Ⅲ③噌明蛍褐色軽石(2.5YR7/6) IWI\5.0cm前後。

Ⅲ④層黒褐色土(10YR2/3) 層厚150cm前後。係1,0～3.0cII】の萠角礫多昂混入。

Ⅲ⑤層礫層 ｜博厚不明。

13J ･ 13Kグリッドの堆積状況からⅢ①膳．Ⅲ②層．Ⅲ③暦はI1層とⅢc層の間に位慨し、Ⅲ④層．Ⅲ⑤

層はⅢc屑とⅦ屑の間に位置することが確認された。Ⅲ④層以下では遺櫛・遺物ともに硴認されなかった。
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Ⅲ、調査と整理の方法

1 ．野外調査

（1） グリッドの設定

淵査区がほぼ南北方向に延びているため、平面直角服標第X系に合わせた壁迦点を用いて、区割りを行っ

た。グリ･ソドの配、に際して3級聴叩1点の2点を汀没し、それを雅準として第X系の康標に亜なるように主

要な点を定めた。基準点1 ．2の成果値は以下のとおりである。

基準点1 X=27,210.000,Y=69,840.000,H=230.000

聴鵡点2 X=27,250.000, Y=69,825.000,H=231.160

捌査区内には上記の3級鵡叩(点2点のほか、#lli点1 ．2を打投しているが、その成果値は省略する。

その後、遺構検出・遺物取り上げの基本とするために、グリッドの設定を行った。まず蕪点1と補点1，

基点2と補点2を結ぶ線を無単線とし、それを用いてグリッドの蕊点を調査区外側北西に澗き、5×5mを

l区画とした大グリッドを設定した。蝦点から南北方向へは算用数字のlから21まで、東西方向へはアルファ

ベットのAからNまでを付して、その組み合わせによってグリッド名を呼称することとした（例…1A･2

A)。さらに大グリッド内に1×lmの小グリッドを投定し、南北方向へは算用数字のlから5まで、東西

方向へはアルファベットのaからeまでを付して、その組み合わせによって小グリッド名を呼称することと

した（例･･･1Ala･IA2a)｡
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（2）遺構の呼称

野外調査で検出した遺柵については、それが検出された順番に呼称を付した（例･･･ 1号住居跡、2号住居

跡)。住居跡と住居状遺櫛は通物の混乱を避けるため、そのまま使用しているが、他の過柵は室内整理の段

階で遺柵ごとに再検討し、番号の付け直しや遺櫛名の変更を行っている。

（3）粗掘・遺構検出

澗査はまず雑物を撤去し、調査範囲を確鰡・再設定することから始めた。次に文化課（現生涯学習文化課）

が実施した試掘トレンチの位樋を確翌、その2本を再掘・クリーニングし、調査区の荘本届序・検出面の把

掘を行ったところ、2本のトレンチの晒序に相違が見られたため、調査区北側と南側に新たに数本のトレン

チを設定・試掘し、同様に土用の確認を行った。この段階から調査区北側において、表土直下より遺物の出

土が多くなるとともに、部分的に適柵らしいプランの検出も見られるようになったことと試捌結果から、調

査区会体で表土の厚さがあまり厚くないため、重機を使用すると検出面及び遺柵・迩物を傷つける可能性が

大きいことが分かった。そのため、当初は人力によって調査区全体の表土を剥ぎ、遺柵の有無・遺物の出土

などに注愈しつつ、般初の検出面（Ⅱ屑）の直上まで掘り下げを行った。なお、洲査区中央近くに投定した

トレンチにおいては、遺構・迪物の検出が見られなかったため、基本層序確認のためV燗（南部浮石）まで

掘り下げを行った。その後、重機を稼動し残土処理を行うとともに、人力による検出を続けた。

辿柵の検出は、まず調査区を北側・中央・南側の3つに分け、先述した1辺5mのグリッドを単位として

燗序に基づいて掘り下げ、股終的にはⅡ（黒色土）～Ⅶ届(To-H:地山）上而の6面で行った。調査区中

央～北側では、場所によってⅢc胸（暗褐色土）上位にTo-Cuの堆積が見られる箇所があるが、その下には

礫晒が広がっており遺構・遺物は確認されなかった。調査区南側ではI屑の下からすぐにⅣ層が、南端では

すぐにⅦ燗が確認された。

（4）精査・実測・遺物の取り上げ

検出された遺櫛は竪穴住居跡は4分法、土坑・住穴類は2分法を原則として梢査を行ったが、検出状況に

応じて適宜方法を変えている。適柵の平而実測は簡易過り方測晶を中心とした。実測図の縮尺は、平面図・

断面図とも1/20を原則としたが、状況によって縮尺率を変更した場合、それを実測図に肥録した。辿柵の

レベルは1m間隔を原則としながら、必要に応じた場所で計測している。

遺柵内出土過物については、必要に応じて出土状況写真を撮影し、出土した地点を光波トランシットで記

録した後レベルを測定した。その後、出二tした地点やグリッド名・層位などを明記した袋に、個別に取り上

げた。追物の出土が部分的に巣中した簡所においては、その作業を繰り返し行って過物を取り上げた。遺櫛

外出土遺物については、必要に応じて出土状況写真の扱影を行った後、出土したグリッド名・届位を記録し、

小グリッドごとに一括して取り上げた。なお袋に表記する際、基本屑序の嚇位はローマ数字、グリッドナン

バーや細分した検出面の層位は算用数字で友した。

（5）写真撮影

野外での写真撮影は、35mm判カメラ2台（モノクローム・カラーリパーサルフィルム）を主記録に、6×

7cm判カメラ（モノクローム）を補助として使用した。また、メモ用にポラロイドカメラも使用している。

搬影時には状況を記した「撒影カード」を事前に写し、その後対象辿櫛・過物を棚影することにより、整

理時の繁雑化を避けた。撮影は、遺柵の平面・断面と遺物の出土状況を中心に行った。調査終了前にはセス

ナ機によって、調査区全体の空中写典倣影を行った。
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2．室内整理

（1）作業内容

遺物の処理は、野外凋査と並行して雨天時などに水洗、一部は接合・注記まで行っていたため、室内では

まず残っていた遺物の注記・接合・復原を行い、次に仕分け・發録を済ませた後写真撤影を行い、その後実

測・拓本作成を並行して進めた。遺物実測EIは点検の後にトレースをけい、図版．写典図版の作成を行った。

野外凋査で作成した図面類は、点検・修iliと第2原図の作成を帷行して進めた。その後トレース・図版作

成の順に進めた。

野外調査で撮影したモノクロームフィルムは、遺櫛・遺物ともネガアルバムにべ夕焼き写翼と共に整理し、

カラースライドは、スライドファイルに撒影順に収納した。

（2） 遺構

遺構配置図は、野外調査時に作成した縮尺1/20の各過柵平IHi図を腿にl/200の縮尺図を作成し、仕上が

りl/400で掲峨した。各遺柵図版は以ドの縮尺を脈則としているが、炎現する図版によって若干の選異が

あるため、図版にはそれぞれスケール・縮尺率を付した。竪穴住居跡・住居状遺柵の平面・断面図…l/50、

炉等細部の平面・断面図…1/25、土坑の平面・断面図…1/50、焼土遺柵の平面・断面図…1/25、埋設土

器遺柵の平面・断而図…1／20、柱穴状士坑の分布図…1/200、遺物包含燗の平而図…1/150．断而図…

1／60。また、方位は平面直角座標第X系の北方向を標している。

（3）遺物

遺物の分類・掲載方法については、第1に遺柵内・迪柵外出士によって選別した。第2に縄文土器・弥生

土器・石器と秘類別に大別し、第3に編年・器梛・部位別、般後にそれに見られる特徴によって分期した。

土器の接合・憧原については、最低限度の掲赦遺物のみにとどめており、掲戦適物以外にも彼原可能な土器

は残されているものと思われる。遺槻内の遺物は極力掲赦するように努めたが、原寸でもつぶれてしまうよ

うな破片は文章表現にとどめた。遮柵外に関しては一定爪出土凧があるものは掲赦に堪えうる適物を迦択し

て褐戦している。全体の梯子が窺える資料はできるだけ実測図を作成したが、時I川の郁合上柘本で済まして

いるものも多い。破片資料は基本的に拓本で褐戦した。縮尺率は、縄文時代早期・弥生時代後期の土器につ

いては1／2，縄文時代の大形のt器（特に深鉢寺）は1／4、それ以外のI1器は基本的に1/3で掲械して

いる。ただし、小破片でも褐戦しているためこの脳期に当てはまらない土器もある。剥片石器・小形の礫は

l/2、礫石器・石製品は1/3、大形の礫石器は1/4を原則として掲峨している。また、図版にはそれぞ

れスケールを付した。士製品については、いずれもl/2を原則として描峨している。土製品・石製品は全

出土品を褐戦した。掲赦の順序は遺柵内→遺物包含届→遺柵外の順で、それぞれlll土層位毎に行っているが、

紙面の都合上、一部前後してしまっているものもある。

遺物の出土量を記述する際に使用しているコンテナ（箱）の大きさは大コンテナが40.0×30.0×30.0cm，

小コンテナが40.0×30.0×10.0cmである。

（4）写真図版

野外調査時に蝿影した過柵などの写真と室内整理で撒影した過物写典で作成した。写典図版の個々の遺物

番号は、図版の番号と一致している。遺物写真の縮尺率は、荘本的には実測IXIと同じ縮尺になるように褐戦

している。ただし、この基準に当てはまらない遺物もあるので、図版に付した縮尺j*<を参考にしていただき

たい。遮物写真の角度は実測|叉Iに叩{じているが、必ずしも服硴･ Inl一ではない。
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(5)遺構・遺物図版凡例

木報告凸の遺柵・遺物図版の投示、及び使川したスクリーントーンの肘例は、下肥のとおりである。
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Ⅳ、検出された遺構

当遺跡で検出された遺柵は竪穴住居跡13棟、住居状遺樹4棟、土坑36基、焼土遺柵9壁、埋投土器遺樹1

基、住穴状士坑158基、遺物包含層2箇所である。以下では遺構毎に概要を述べていくが、出土遺物につい

ては時間と紙面の都合上、個々の記戦を割愛しているので、実測図と観察表を参照して頂きたい。

1 ．竪穴住居跡・住居状遺構

竪穴住居跡（以下本文では住居跡、遺物観察表では○号住と表記）として13棟、住居状遡櫛（適物観察表

では○号住居状と表紀）として4棟登録している。（検出状況からでは住居跡か住居状迪柵かの判別ができ

なかったため検出したIInの通し番号で1号住から19号住まで登録している。これらのうち4号住･ 6号住・

14号住・16号住は炉・柱穴が伴わないもしくは柱穴が伴っても不規Hllな配磁になるなど他の住居跡と比較し

て居住施設として使用された痕跡が弱いことから住居状遺柵とした。また、7号住・8号住･ 10号住・ ll号

住・15号住は逝柵にならず登録抹消したため欠番となっているが、出土避物の混乱を避けるためにそのまま

にしている｡）

住居跡は調査区の北側に3棟、中央部に9棟、南側に1棟検出された。時期は繩文時代前期中葉以前が1

棟、後期前葉3棟、後期前葉～II!葉2棟、後期中葉4棟、後期中蕊～後砿1棟、後期後葉1棟、弥生時代後

期1棟である。

住居状遺櫛は調査区の北側に1棟、中央部に3棟検出された。時期は繩文時代前期以前1棟、後期3棟で

ある。

1号住居跡

遺構（第12．13図、写真図版4）

調査区中央東側塊の9J～10Kグリッドに位世する。9J・9Kグリッドでは北東方向から南西方向に向

かって傾斜しており、我士除去後Ⅱ燗をわずかに挟んでⅦ層が確認された。この部分で半円状の黒色土の広

がりとして検出された。ベルトを設定し、掘り下げたところ地床炉が2基確認されるとともに、9Kグリッ

ド部分で内側に一段低い床面が確認されたことから2棟の住居跡が耐復しているものと捉え、外側の新しい

住居跡をa、内側の古い住居跡をbとした。南西側で、1号住居跡aが12号住居跡と亜裡しており（1号住

居跡bとの新旧関係は不明)、当遺櫛が切っている事から（新）1号住居跡a-" (旧) 12号住居跡である。

1号住居跡a

規模は北西一南東方向約6.3m、北東一南西方向約5.9mである。平面形は梢円形状を呈し、北東隅が僅か

に根り出している。壁は試掘時に削ってしまった南東隅以外が確認された。北側の壁は残存状態が他の壁と

比べると、比較的良好で最大32

mの高さを持ち、床而からほぼ

垂直に立ち上がる。床面はⅢ～

Ⅳ屑中で北東から南西に向かっ

てやや傾斜している。南西側の

壁際は明腺ではないが床面より

幾分低くなっており、周澗が存
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在した可能性も考えられる。貼り床の痕跡は確認されなかった。覆土は5屑に分層された。主に黒色土で柵

成されており、北西壁際と南側の床而近くでは黒褐色土の堆柚が確認された。

柱穴は炉の検出面での把握・確認はできなかったが、1号住居跡に伴うものとして12埜を登録した。完掘

時の位置から推定して、PP2-PP12-PP7等の三角形を櫛成する主柱穴の配置が考えられる。

住居の中央やや北西寄りの位磁で、北西一南東方向約60cm、北東一南西方向約50cnlの不整円状の地床炉を

検出した。焼土の厚さは最大で13cmである。掘り込みは確泌されなかった。

1号住居跡b

確認された規模は北西一南東方向約5,1m、北東一南西方1句約4.0mであり、平面形は梢円形状を呈す。床

面は一部凹凸が見られ、1号住居跡aと同械やや南西側に傾斜している。貼り床の痕跡は確認されなかった。

覆土は2層に分層され、黒褐色土を主体とする。全体的にTo-Nbを少斌含む。壁は僅かではあるが、南

東側を除き確認され、床面から直線的に立ち上がる。

柱穴は完掘時の位慨から推定してPP1-PP3-PP8の三角形を柵成する主柱穴の配脳が考えられる。

住居の中央やや南西寄りの位側で、東西方向約44cm、南北方向約37cmの梢円形を呈する地床炉を検出した。

焼土の厚さは最大5dnである。掘り込みは確認されなかった。なお、1号住居跡aの炉とのレベル差は5cm

程である。

遺物（第40図l～20、写真図版32-1～20)

遺物の出土品は土器が小コンテナで約1/2箱、石器は褐戦したもの以外に剥片が1点出土している。通

物のほとんどが1号住居跡aの覆土中から出土しており、床面及び床面直上から出土した遺物はなかった。

1号住居跡bの覆土中からも土器片は出土しているが、小破片であるため割l愛している。出土遺物のうち土

器は全て破片資料であった。

l～15の土器、16～20の石器を褐戦した。

時期覆土中から出土した遺物しかないため断定はできないが、1号住居跡aは繩文時代後期中葉から後

葉、1号住居跡bは剛文時代後期中葉に属すると思われる。

2号住居跡

遺機（第14･15図、写真図版5)

調査区中央の11J～12Kグリッドに位慨する。麦土除去後、Ⅱ層上面で踊状に配されている10～40"前後

の礫が検出された。さらに精査を進めると環状に配された礫の内側から石囲炉と当遺櫛に伴うと思われる柱

穴が検出されたことから住居跡と認定した。ただし、住居跡と認定する前に床而に相当する部分を掘り下げ

てしまっていたため、一部の床面は確泌できなかった。また、壁に関しても床而と同梯の理由から砿認する

ことはできなかった。llJ ･11Kグリッド部分で3号住居跡と亜複しており、当辿柵が切っている卯から

(新）2号住居跡→（旧）3号住居跡である。

規模は環状に配された礫の部分から推定すると径6～7m前後、平面形は円形状もしくは摘円形状を呈す

と思われる。壁は確認できなかった。床面はⅡ層である。住居跡としての擢識が遮れ、床面を若干掘り過ぎ

てしまったため、全体の様相は不明であるが、確認さ

れた部分は概ね平坦であった。炉が検出された時点で

設定したベルトから判断すると覆土は3脳に分層され、

照色十本体で柵成される。

－28－

Nq PPl PP2 PP3 PP4

径 37×34 42×42 44×38 32×29

深さ 8 8 11 6



環状に配された礫の内側で4雄の柱穴を検出した。どの住穴も浅いが、配置からPP1･PP2･PP4が主

柱穴となる可能性がある。

住居の中央と思われる部分で石囲炉を検出した（ただし、床面同様、炉も幾分掘り過ぎてしまったため礫

が浮いた状態になってしまっている)。炉は10cm前後の礫をやや情円形に配して構築されている。焼土の発

達は非常に悪く、焼土の厚さは断面図にすると表現できないほど薄い。規模は南西一北東方向85cm、北西一

南東方向70cm前後である。個々の礫の掘り方は確認されなかった。

この他に径6～7m前後の|ﾘ形もしくは梢円形に配される礫が確認された。礫はすべて使用痕跡の見られ

ない亜角礫であった。用途等、詳細は不明である。

遺物（第41図21～第42図39、写真図版32-21～写真図版33-39）

土器は小コンテナで約1箱分出土しており、全て破片資料である。石器は褐戦した4点の他に剥片が1点

出土している。炉検出以前から多くの遮物が出土しているが、これらは住居跡登録以前の遺物であるため観

察表中では出土地点の柵に括弧将きでグリッドと出土届を記戦している。

21～35の土器、36～39の石器を褐戦した。

時期床面近くから出土した遺物が少ないため断定はできないが、弥生時代後期に属すると思われる。

3号住居跡

遺栂（第16～18図、写真図版6 ．7)

調査区中央の11J・11Kグリッドに位鯉する。Ⅱ層中で楕円状に遺物の集中が見られたことから、遺柵が

存在すると想定してベルトを投定、掘り下げを行った。途中炭化物粒が多最に確認された面（2層)、硬く

締まっている面（5層）があり、住居の床而に相当すると考えて断而及び平面の記録を行った。この2面で

は炉が確認されず、迩物の出土がさらに下鬮にも続くことから掘り下げを進めたところ、遺物の集中を砿認

した面から約35cnl掘り下げたところで石囲炉が検出されたため、住居跡と認定した。2号住居跡・2号土坑．

7号土坑・36号土坑と爾複しており、当適柵が2号住居跡に切られ、他の3藩の土坑を切っている事から新

旧関係は（新）2号住居跡→3号住居跡→（旧）2号土坑・ 7号土坑・36号土坑である。なお、住居跡の断

面は上記のように3度に分けて記録を取っているため、写真は最後の段階のものになっている。

規模は東西方向約5.4m、南北方向約4.7mである。平面形は梢円形を呈す。明瞭ではないが、南西隅にや

や張り出す部分があり、南西側に傾斜している。壁は南西隅以外の部分で確認され、壁高は束壁40cnl、西壁

25cm、南壁13cm，北壁20cm前後である。東壁は床面からやや緩やかに立ち上がっていくが、東壁と北壁は床

面からわずかに外傾しながら立ち上がっていく。床面はⅣ層で、概ね平坦である。貼り床の痕跡は確認され

なかった。圃土は9届に分届され、照褐色土主体で櫛成されている。6屑以下は自然堆穣の撤相を呈すが、

1届～5燗は多趾の土器片や炭化物粒を包含し、6層以下と比べるとしまりのない黒褐伍十主体で柵成され、

埋没過程で投げ込まれた人為的な堆欄土と思われる。出土遺物の大半はこの1層～5層で出土している。

壁際を中心に36基の柱穴を検出した。濁土は黒褐色土の単層で、指で押すと床面との違いが明瞭なほどや

わらかいものであった。これらの多くは壁柱穴で、明瞭な主柱穴と考えられるものは確認できなかった。

PP25～PP28は柱穴間が約50cmと他の柱穴間と比べるとやや広く、柱穴の配置や南西に向かって緩やかに傾

斜していることなどから出入りnの可能性が考えられる。

住居内に3基の土坑(PP37～PP39)を検出した。潤土は黒褐色土の単層で櫛成されている。

住居のほぼ中央で東西方向約50cm，南北方向約60cmの桁円形状を呈する石囲炉を検出した。扁平で細長い

－29－
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NO PP1 PP2 Pl>3 PP'1 PP5 PP6 PP7 PP8

係 26×25 14×14 14×14 17×13 16x15 16×15 16×15 16×M

深さ 17 1O 11 l4 1O 12 14 14

胸 PP10PP9 PP11 PP12 PP13 PP14 PP15 PPI6

篠 14×12 11×10 13×12 16x14 18×17 15×14 16×16 16×15

深さ 14 I5 15 15 17 l9 18 19

N《1 PP17 PP18 PI)19 PP20 PP21 PP22 PP23 PP24

隆 17×17 17×14 17×13 18×1‘！ l2×11 16×16 17×15 16×15

深さ 23 14 '1 ５ 13 7[I '6

Nq I)1)25 PP27|》|》2{i l｣l｣Z8 lJl｣29

20×20

l｣P30 PI｣31 lJI)32

隆 23×23 20×2019×17 29×2ｲI 22×2119×16 20×］8

深さ 1(） I5 l'1 '7 17 20 13 12

Nn l｣P33 PP3j1 PP35 I)1]3(1 PP37 IJI)38 PI)39

樺 19×18 21×20 22×19 2()×18 “×58 82×68 63×60

深さ 28 25 19 19 21 24 3］
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礫を素材に櫛築されている。南東側の約1／4以外では礫は確認されなかったが、礫の抜き取り痕などは確

認されなかったので、はじめからこのような状況であったと思われる。焼士の厚さは最大で7cm縄である。

炉を柵成する礫の焼土側が赤く変色しているものも確認された。個々の礫の掘り方は確認されなかった。

遺物（第42図40～第51図124、写典図版33-40～写真図版41-127)

二l器は今回の調査での約半数の遺物が出土しており、火コンテナで約6箱分になる。その出土の多くは濁

土上～中位の1～5晒中である。平而的には第17･ 18図に示したとおり住居全体から出土している。秘l:の

堆刷状況から考えて、当辿栂がある程度埋没した状況で黒褐色土とともに土器や石器などの適物を廃棄した

ものと考えられる。覆土上～中位出土の遺物は床面及び床而直上から出土した遺物と時期差が見られないこ

とから住居の埋没と遺物の塊棄は短期間に行われたと思われる。

土器は40～109、石器は110～121を褐戦した。この他に、U.F.1点、剥片.6点、砕片4点、磨石2点、｜リ

礫9点が出土している。土器や石器以外では122のミニチュア土器、123の土偶、124のスタンプ形士製品、

自然遺物(125. 126のアスファルト塊、127の木の実）が山士している。

時期出土遺物から繩文時代後期中葉と思われる。

5号住居跡

遺概（第19図、写真図版8）

調査区中央の9H～9 1グリッドに位世する。Ⅱ圃中で約130×70cmの梢円形状の焼土ブロックが確認さ

れ、掘り進めていったところ地床炉と柱穴が確認されたことにより住居跡と認定した。

規模は東西方向約4.6m、南北方向約4.0mである。平面形は北西隅がやや突出するが桁円形状を呈す。壁

は床而からわずかに外傾しながら立ち上がる。壁高は東壁15cm，幽壁8cm，南確5cm、北壁7cm前後である。

床面はⅢa臓で、中央部がややくぼんでいる。貼り床の痕跡は確認されなかった。覆土は4層に分燗され、

上位の黒魚-卜層と下位の黒褐色士舸に大別される。上位の黒色土届はⅡ層に相当するもので、Ⅱ廟との違い

は判然としない。住

居の中央に堆横する

4層は焼土粒や炭化

物粒を含む黒褐色土

価で人為的な槻相を呈す。

壁際を中心に7基の柱穴を検出した。配置については充分な検討を行っていないが、規模や深さからPP1 ･

PP5等が主柱穴を構成すると思われる。

住居のほぼ中央で東西方向約60cm，南北方向約45cmの桁III状を里す地床炉を検出した。焼土屑はかたくし

まっており、厚さは最大で8cmである。

遺物（第51図128～133、写真図版41-128～133)

128．129の土器、130～132の石器、133のミニチュア土器を褐戦した。128の土器は地床炉の南西側で'三1縁

を下にして樅かれた状態でII1上し、胴部ド半～底部直上部にかけては内illlに柚み重なるようになっていた。

臓部は出土していない。この他に脚減した土器片が数点と円礫が1点lll土している。

時期出土遺物から縄文時代後期前葉と思われる。
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9号住居跡

遺概（第20図、写典図版9)

調査区北側の5G～6Hグリッドに位圃する。当初はⅡ府中で石囲炉が検出されただけであったが、炉が

検出された面で周囲を広げたところ北東側約半分に壁が確認されたため住居跡と認定した。当遺栂は16号住

居状遺構と重複しており、濁土の堆積状況から新旧関係は（新) 16号住居状遺櫛→（旧) 9号住居跡である。

しかし、プランの確盤に先立って炉が検出されたため、炉に伴う住居の有照を砿腿することを優先して輔査

を進めてしまった。そのため、新旧関係が逆転した状態になってしまった。

削平を受けているため断定はできないが、確認された部分から推定すると規模は径5.5～6m前後、平面

形は|ﾘ形もしくは楠円形を呈すと思われる。確認された壁は北東側約半分で、床而からほぼ直線的に立ち上

がり、股大で25cmの高さを持つ。床面は南西側にやや傾斜しているが明瞭な凹凸は見られない。東側5Hグ

リッド部分では外側に一段高い面があり、もう1棟重複している可能性や住居のテラス等の施設の可能性が

考えられる。しかし、南東側の壁面が確認されなかったことや住居跡の断面にかからなかったことなどから

詳細については不明である。貼り床の痕跡は確泌されなかった。覆土はⅡ燗起源と思われる黒伝十＊体で柵

成され、床面近くではブロック状の黒褐色土が確認される。平面からはⅡ層との区別は困難であった。

柱穴は検出されなかった。

5G5eグリッドで径約1mの円形状の石囲炉を検出した。扁平で細長い亜角礫や亜円礫を素材に柵築さ

れている。南西隅には礫が確總されず、対向する北東隅には棒状の礫が立った状態で砿認された。その両脇

には扁平な礫が配されている。焼土の発達は良好で、径65cmほどの範囲にわたる。焼土の厚さは最大で13cm

である。礫の内側が赤く変色しているものも確認された。個々の礫の掘り方は確認されなかった。

遺物（第52図134～第53図144、写真図版42-134～142. 144)

134～141の土器、142･143の石器、144のミニチュア土器を褐戦した。この他には磨滅した土器片が数点

と不定形石器1点、砕片1点が出土している。

時期出土遺物から繩文時代後IW前葉と思われる。

12号住居跡

遺描（第21図、写真図版10)

淵査区中央の10Jグリッドに位磁する。Ⅱ届中で炭化物粒を含む黒褐色土届の広がりが確認されたことに

より、住居跡の存在を想定して、ベルトを設定し掘り下げを行った。炭化物粒を含む照褐色土層の確認面か

ら約15cm掘り下げたところで円形に広がる焼土（地床炉）を検出したため住居跡と認定した。当遺構は1号

住居跡aと重複しており、当辿柵が切られる事から（新）1号住居跡a→（旧）12号住居跡である。なお、

1号住居跡bとは頭複しておらず、新旧関係は不明である。

住居跡の西壁側と南壁側はすでに掘り下げてしまっていたため、規模・平面形ともに推定である。規模は

径3.5～4.0m前後、平面形は円形状もしくは楕円形状を呈すと思われる。壁は東壁と北壁が確認され、壁高

は束壁5cm、北壁25cm前後である。壁が確認される北盤から判断すると床面からほぼ垂画に立ち上がると思

われる。床面はⅡ層中で概ね平坦である。貼り床の痕跡は硫認されなかった。覆土は5届に分層され、炭化

物粒を僅かに含む黒褐色土が主体をなしている。検出而直下では僅かであるが明黄褐色土ブロックが確認さ

れる。炭化物粒が含まれていなければⅡ層との区別は困難であった。

柱穴は検出されなかった。
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第19図5号住居跡
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第20図9号住居跡
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住居跡の南西側で東西方向約60cm、南北方向約55mlの円形状を呈す地床炉を検出した。焼土の発達は良好

で、焼土の似さは最大で9cmである。掘り込みは硫認されなかった。

住居跡のほぼ中央で炭化物粒・炭化材とともに東西50cm、南北65cnlの範囲にわたって不整形の焼土を検出

した。焼土の厚さは最大で7cmである。

遺物（第53図145～147,写典図版43-145～147）

145．146の土器、147の石製品を褐戦した。この他には磨滅した土器片が数点出土している。

時期出土適物や1号住居跡aとの迩腹関係から縄文時代後期中葉と思われる。

13号住居跡

還柵（第22図、写真図版ll)

調査区中央の11J～13Kグリッドに位随する。To-Cuの水成堆穣層上面及びⅢa届上面で柱穴のみが検出

された。柱穴がほぼ全周巡る事と、出入り口と考えられる柱穴が確認できたことから住居跡と認定した。そ

の後、当迪柵周辺をクリーニングしたところ、弧状であるが更に2棟分の柱穴の配列が硴認された。先に確

認された住居跡を13号住居跡a、後に砿認された住居跡で外側のものを13号住居跡b、内側のものを13号住

居跡cとした。新旧関係は柱穴の亜複関係から（新）13号住居跡a→13号住居跡b→（旧）13号住居跡cで

ある。13号住居跡b・cは3号住居跡と亜復しており、当週柵が切られることから（新) 3号住居跡→（旧）

13号住居跡b・cである。また、13号住居跡aは2号住居跡の掘り過ぎた床面から約18函下位に位遇し、3

号住居跡とはほぼ同一面上に位圃する。これらの新旧関係をまとめると（新）2号住居跡→3号住居跡．13

号住居跡a→13号住居跡b→（旧) 13号住居跡cとなる。

13号住居跡a

壁は確認されなかったため断定はできないが、柱穴の配置から推定すると、規模は径6.5m前後、平面形

は円形もしくは楕円形を呈すと思われる。床面も確認されなかった。

柱穴は検出時点で、壁柱穴のみは把握できたが、それ以外の柱穴の把握・硫縄はできなかった。13号住居

跡に伴うものとして104基登録した。完掘時の配腫や亜複関係から、PP54-PP103-PP91-PP86の四角形

を櫛成する主柱穴とPP1～PP21・PP25～PP47の壁柱穴の配置が想定される。PP22とPP24は他の壁柱穴と

比べて非常に大きい上に間隔も約lmと広いことから、出入り口を櫛成するものと思われる。

炉は検出されなかった。

13号住居跡b

規模や平面形は13号住居跡aと同棟、推定の域をでないが、規模は径6.4m前後、平面形は円形もしくは

柵円形を呈すと思われる。壁・床面は確認されなかった。

柱穴は完掘時の配世や璽複関係から、PP84、PP90、PP92、PP98等が主住穴を、PP55～PP68が壁柱穴を

柵成していたものと考えられる。PP52とPP53は他の壁柱穴と比べると、規模が大きい上に柱穴同士の間隔

が約70cmと広いことなどから出入り口を柵成する住穴である可能性が商い。

炉は検出されなかった。

13号住居跡c

規模や平面形は13号住居跡a･bと同様、推定の域をでないが、規模は径6m前後、平面形は円形もしく

は桁円形を呈すと思われる。壁・床面は確認されなかった。

柱穴は完掘時の配閲や璽複関係から、PP97-PP89-PP95-PP96の四阿形を柵成する主柱穴とPP69~
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恥 PP1 PP2 PP3 PP4 PP5 PP6 PP7 PP8 PP9

慨 16×15 18×15 15×12 14×14 M×14 13×12 Mx13 14×12 15×15

深さ 24 16 15 18 19 21 23 18 10

恥 PP10 PP11 PP12 PP13 PP14 PP15 PP16 PP17 PP18

侭 18×16 22×18 17×16 18×15 14×12 17×16 l41×14 13×13 15×14

深さ 22 22 26 22 4 19 21 24 19

Nn PP19 PP20 PP21 PP22 PP23 PP24 PP25 PP26 PP27

径 18×14 20×16 26×20 58×57 16×M 66×57 18x17 17×16 (17)×15

深さ 23 16 25 65 8 82 17 11 5

恥 PP28 PP29 PP30 PP31 PP32 PP33 PP34 PP35 PP36

筏 18×18 17×15 15×13 21×19 19×16 l6x12 l4x12 15×14 15×15

深さ 25 21 27 19 15 17 9 lj1 20

Nq PP37 PP38 PP39 PP40 PP41 PPj12 PP43 PP414 PPI5

径 15×13 15×13 18×15 l8x15 15×14 17x16 l5x15 15×13 18x17

深さ 12 16 13 23 22 12 18 9 16

NQ PP46 PP47 PP48 PP49 PP50 PP51 PP52 PP53 PP54

径 15×15 17×17 16x14 17×17 24×(15） 17×15 32×27 (45)×34 (25)×23

深さ 20 26 16 7 22 12 22 34 35

Nq PP55 PP56 PP57 PP58 PP59 PP60 PP61 PP62 PP63

径 (15)×13 16×14 18×17 17x15 18×15 18×17 18×16 20×18 18×(16)

深さ 15 16 19 26 33 28 19 15 18

Nn PP64 PP65 PP66 PP67 PP68 PP69 PP70 PP71 PP72

僅 17×17 17×15 17×16 19x17 20×15 24×20 16×14 (17)×(6) 21x15

深さ 13 13 17 17 12 ll 5 10 ll

血 PP73 PP74 PP75 PP76 PP77 PP78 PP79 PP80 PP81

徹 16×15 16×16 21×19 20×20 22×21 20×20 (25)×24 15×13 17×14

深さ 8 1l 16 16 23 9 17 13 10

肌 PP82 PP83 PP84 PP85 PP86 PP87 PP88 PP89 PP90

筏 49×40 52×44 45×41 25×23 22×20 33×27 38×36 37×33 30×27

深さ 59 65 45 24 24 11 44 47 41

Nu PP91 PP92 PP93 PP94 PP95 PP96 PP97 PP98 PP99

微 30×26 33×27 19×18 15×14 54×50 49×38 64×37 3lx27 23×22

深さ 25 69 24 18 49 53 54 47 9



(注）表中の括弧書きのものは残存値である。

PP81の壁柱穴の配置が想定される。PP82とPP83は他の壁住穴と比べて非常に火きい上に間隔も約lmと広
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NQ PP100 PP101 PP102 PP103 PP104

繩 15×14 19×16 19×18 40×32 29×28

深さ 18 12 8 39 15



いことから、出入り口を柵成するものと思われる。

炉は検IHされなかった。

遮物（第53図148～155、写真図版43-148～155)

当遺櫛に伴うと考えられる遺物148～154の土器、155の石器を褐I雌した。153, 154はPP7の覆土下位から、

155はPP89の底面からの出土である。l50の土器には容最一杯にアスファルトが入って出土した。

時期出土遺物が少ない（特に13号住居跡b・cはない）ため断定はできないが、数少ない出上辿物と亜

襖関係から13号住居跡aは縄文時代後期II!葉、13号住居跡b･cは繩文時代後期前葉～中葉と思われる。

17号住居跡

適栂（第23．24図、写真図版11～13)

調査区北側の4F～5Gグリッドに位置する。Ⅱ層中で159の土器が逆さまの状態で出土したことと当遺

柵該当部分の土が周囲の土に比べてしまりが無かったことから、住居跡の存在を想定して、ベルトを投定し、

州り下げを行った。すると、 5Fldグリッドで焼土（地床炉）が検出されたので住居跡と縄定した。当過

柵は35号土坑と重複しており、当過柵が切っていることから (Wr) 17号住居跡→（旧)35号土坑である。

住居跡の西側が削平を受けているため、推定となってしまうが、規模は西東方向約5.8m、南北方向約5.6

mである。平面形は円形状を呈すると思われる。壁は西側～南側にかけての約1／2は削平を受けているた

め残存していない。北側～東側は床而からなだらかに立ち上がっていき、検出而近くで垂直気味に立ち上が

る。床面は断面図等には明瞭にはあらわれないが、中央部がくぼんでおり、幾分皿状になっている。掘り込

みは一部ではTo-Cuの水成恥俄IFi l:面まで行われている。貼り床の痕跡は確認されなかった。覆土は9層

に分府される。部分的に黒悶色土の堆柵刑がみられるが、黒色12－に体で柵成される。l～3燗は炭化物粒や

砂の混入がみられ、人為的な堆柵の様相を呈す。覆土の大部分を占める4層にも僅かであるが炭化物粒の混

入がみられ、人為的な堆積かと思われる。

壁際を中心に44基の柱穴を検出した。個土は黒～黒褐色-1:の叩燗である。調査時に明瞭な住配例は認識で

きなかったが、完掘時の配悩等からPP36･PP41･PP45･PP46等は主柱穴、PPl～PP35は壁住穴を柵成し

ていたものと考えられる。

当遺櫛に伴うと思われる大小4鵬の土坑(PP43・PP44･PP47･PP48)を検出した。PP47の底面近くか

らは灰白色の粘土がまとまって山一|:しており、粘土を一時的に貯蔵するための上坑の可能性が考えられる。

悩土や規模は第23図を参照していただきたい。

住居跡のほぼ中央部分で東西方向約70cnl，南北方向約105cmの不整に広がる地床炉を検出した。焼土は他

の住居跡と比較すると比較的発述しており、厚さは最大6cmである。掘り込みは確認されなかった。

これらの他に北東隅の壁付近で砂塊が検出された。長袖が45cm、短判IIが30cmの梢III形状を呈す。晒厚は岐

大9cmである。4層から柵成されており、非常にかたくしまっている。用途等は不明である。

遺物（第54図156～第55図166、写真図版43-156～写真図版44-166)

156～166の土器を掲峨した。160は床面からlll土した注ll l:器である。159は床曲直上で、縁部illlを下にし

て囮かれたように出土した。硫認時点では底部は欠けていた。この他には磨滅した土器片数点と砺墹の原石

が1点出土している。

時期出土遺物から繩文時代後期後葉と思われる。

－43－
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『17号住居跡

1 10YR2/1照シルト帖itl.中し1り弱磁I()'～【i()"Iの亜胸磯巾罰泥人、木II鯵く湘人
2 1(}Y112/2M(柵砂簡シル1，粘性刺L蝋りり）j伐色砂移駄拠人
3 10YI(2/L猟シルトWI;BII LJり制炭化物弛移風混入、木11感賦混入、；侭‘ノポ･ﾉしてt
4 10YR2/1|鮒ｼﾙﾄ帖性O18Lより巾炭化物靴徴俄、撮10~30"の蛆川蹄夢､雌人
5 10YR2/2黒禍シルト枯性巾しまりll】オレンジ色パミス少量混入
610YR2/1黒シルト粘性BI『しまり刺
710YR3/2黒禍シルト粘性中しまり弱オレンジ色パミス多量混入
810YR3/4!時褐シルト粘性中しまり!#,
910YR3/4硝褐シルト粘性叩Iしまり強

PP44

PP43 gcL 231M)m.g

る

17号住居跡PP48
往肥ぱL
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0 1． 231．8側me

PP45

231.8”m
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~こう－ フこう
ｂ
昔

５1.型1．師1m

17号住屈跡PP44．45．47

1 10YR2/2別掲シルト帖性申し.こりGI'炭化物位微鼠混入、砥10"以下の町卿I1'駄椛人
2 10YR2/3|肌旧シルトM性巾し.Eり巾'1,,､Cll微量混入、搬帥3mまでの角騰少賦脱人
3 10YM/1灰白Wi l: Wi'眺強L成り強

'l lOVR'/2.5叫旧シルl･粘性巾Lより伽炭化物粒微駄枇人、徹10mm以ドの川州kl｣&混入

巾炭化物枚少駄、To-Nb少哉、侭101nm以ドの鮒少量汎人
化物枇微･俄、To-Nb少量、径150mmまでのIII磯少湿混人
倫柵色シルトブロザク少量、恥-Nb少餓混人

･､' …'‐'.'‘,､､,寺 一 一 ． ”” ｰｰ′'罰．､ ",'‘,.，.…､'."'､、 ，…，""嫁（’‐~'･･勾、17号住居跡PP43
l lOYR2/1.5黒～照禍シルト柚性IIJしまり巾炭化物枚少駄、To-Nb少哉、侭101nm以ドの鮒少量汎人
210YR2/2黒褐シルト粘性中し虹》11'炭化物枇微･域、To-Nb少量、径150mmまでのIII磯少湿浪人
310YR2.5/2黒褐シルト柚ﾔl:|強しまり'1』的褐色シルトプロック少量、恥-Nb少蹴鵡人

係10皿以1rの伽離少斌況人
4 1(IYR3/3略旧ジルト帖桃tl' L1り'#』 0 1:50 2m
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17号住居跡焼土

9_ 1, 231.800m 9
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17号住居跡
l lOYR2ﾉ2

27．5YR5/8

焼土

川Mシルト帖性中しまり刺胆化物,#噸、焼k徴射混入
EInnm以Fの伽砲少量碇人

叶I褐シルト粘性弱しまり強焼上n･。､Nb座微量
"10mm以下の角蹄少勤混入

砂塊

i L=231.800m i'

、込凄宇争/必､4
1ij

且． L 231.800m
2

且
1

一一一一
17号住居跡砂塊
1 1()YM/2灰蘭柵砂粘性弱しまり強非常に力,たくし我司ている
22,5YR2/2椛賄亦褐砂粘性射しまり強非常にかたくしまやている
32､5YH,1/2灰が砂粘性弱しまり強J似淋にかたくしまって(､る
l5YR‘I/2灰出砂粘性弱し態ﾄ)熟卵榊にかた<Lfてh,る

17号住居跡炉
l lOYM/2珊柵
275YR5/8明梱

しまり鋤災化物弛徹賦混人
しまり強焼t
To剛》麗微量、股IO睡以Fの肋磯少量腱人

シルト粘性中
シルト帖性蜘

1:25 1m0

第24図17号住居跡C

PP9PP5 PP6 PP7 PP8N(l PPl
－

27x27

PP2
－

20×18

|》I》3 P1．4

18×17 15x15 19×15 1‘1×13iモ 17×(11) I8x1818×18

25深さ 25 29

PP18PP16 PP17PP13 PP14 PP15脱 PP10 PPll PP12

IIx29 29×27 25×2‘1l6×15 18×18 23×22儲 l9x18 15×1419×18

353424深さ 19 19 12 1(）11

PP25 PP26 PP27PP24PP20 PP2] PP22 PP23
－

18×18

No PP19

l9×172'1×23 17×16 18x18編 '9×18 18×16(22)×2(〕 3』1×（3()）

22 23 2917 12深さ 12 12 12 14

PP36PP34 PP35PP30 PP31 PP32 PP33NH PP28 PP29

23×2123×22 31×31 30×29侭 19×18 13×1217×16 28×26 16×16

351522 20 l9深さ 20 21 24

PP45PP42 PP43 PP44PP39 PP40 PP41NO PP37 PP38

11x35153×99 52×51係 18×18 35×34 ‘1‘1×'10121×33 18×17 22×21

1617 '7 1627 22深さ 10 29

伽 PP46 PP47 PPJ18

82×72係 (58）×22 64×55

26深さ 26 61）
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18号住居跡

遺柵（第25棚、写真図版13)

洲査区.|上lll1の6H・ 6 1グリッドに位世する。当初は111酋中で焼上が検出されただけで住居跡との認識は

なかったが、焼土の周囲を広げたところ、北東側で壁が確認されたため住居跡と認定した。

｛抑卜跡の約3／4が確認されなかったため断定はできないが、炉と確認された蝋から推定すると、規模は

iK5m前後、平面形は円形もしくは柵l'1形を呈すと思われる。壁が砿認された部分は,|上東lllI約1/'lのみで、

床【mからほぼ垂直に立ち上がる。床面は壁際で硴認され、概ね平坦であったが、全体の様相は不明である。

床而の掘り込みはⅡ層巾である。覆土は北東側の購際のみで確認されている｡ 4層に分l苗され、黒色-f主体

で櫛成される。

柱穴は検出されなかった。

北東隅で当遺織に伴うと思われる土坑を1基検出した。規模は右のとおりである。

覆上は暗褐色土の単層である。

住居の中央と思われる部分で東西方161約55cm、I制上方向約50cmの円形状の地床炉2住居の中央と思われる部分で東西方向約55cm、南北方向約50cmの円形状の地床炉を検出した。焼土の厚さ

は股火で7cmである。掘り込みは確認されなかった。

遺物（第55図167、写真図版44-167)

住居跡と認定した||寺点で当遺柵に伴うと判|＃iできた辿物は167の上器のみである。検出時の状況を考える

と6Hグリッド．Ⅱ屑で出土した遺物は当辿柵に{'|:う可能性が:慧えられる。

時期出土遺物から縄文時代後期前葉と思われる。
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18号住居跡
I IOYRII/1

2 10YIt4/3

3 10YR2/1

1 1{)YIMl/2

IM柵シルl･粘性巾しまり弱径】()gm侭の亜ﾘｩ側少里混人
にぷい的旧粘|:質シルト粘性強しまり巾ノ川也シルト少賦朋人、伽OmMI州のlI1|洲蹄少鼠混人
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19号住居跡

遺描（第26図、写真図版14)

洲森区"lllﾘの15K･ 15Lグリッドに位世する。当初はTo Cuの水成ﾅ1噸層及び一次唯儲I曾除去後Ⅲcli

中で焼土が検出されただけで住居跡との認識はなかったが、周囲を広げたところ南西側で僅かであるが壁力

確認されたため住居跡と認定した。

地床炉と壁の極一部が確潔されただけであるため、規模・平面形は不iﾘlである。南東側の壁の極一部が、

認されたが詳細は不明である。床面は中央部が一番低く外に向かって緩やかに高くなっている。床而の掘’

込みはⅢc層～Ⅳ層である。覆土は碓認されなかった。

柱穴は検出されなかった。

15K3dグリッドで南西－，|上東方向約73cnl、北西一南東方向約56ci川の怖円形状の地床炉を検出した。焼｜

の発達は悪い。焼土の厚さは最大で約6cⅢである。掘り込みは硴認されなかった。

遺物

出土していない。

時期遺物は出土していないが、検出状況から縄文時代前期中葉以前と思われる。

Cuの水成埖俄層及び一次唯儲I衝除去後ⅢcM

周囲を広げたところ南西側で僅かであるが壁が

l櫛東側の壁の慨一部が腋

なっている。床而の掘り

19号住居跡炉

19号住居跡
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4号住居状遺構

遺櫛（第27図、写真図版15)

"ff区中央の9H～101グリッドに位間し、I櫛西側は洲査区外に広がっている。Ⅲa脳で|xl形状の黒色土

の広がりによって確認された。柱穴が1選確認されたものの炉は確認されなかったため、住居状遺柵とした。

南西Ⅲﾘは捌堂区外に広がっているが、硴總される部分での規模は東西方向約3.7m、南北方向約5mであ

る。平面形は南北方向に長い橘''1形を呈すと恩われる。壁は北盤からi判壁が確認されており、底面から外傾

しながら立ち上がっている。壁高は東壁で9.0cnl、南壁で12.0cm、北壁で13.0cmである。床面は概ね平坦であ

るが、北東側がやや高くなっている。覆土は3屑に分層され、黒色土主体で構成される。

床而隙や壁際では炭化物粒の混入する黒褐色土が腋認される。

1判東壁際で1盤の柱穴を検出した。規摸は右のとおりである。捜土は黒色土主体で構

成される。
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遺物（第55図168～170、写真図版45-168～170)

出土した遺物は土器片のみであり、168と169が糧土中から、170が柱穴の臘土【|』から出土している。

時期出土遺物が数点の土器片だけであるため断定はできないが、繩文時代後期と思われる。

6号住居状遺構

遺構（第28図、写真図版16）

調査区中央の8H～8Iグリッドに位世する。Ⅱ層で円形状の黒褐色土の広がりによって確認された。当

遺櫛は34号土坑と172号柱穴状土坑と頭複しており、34号土坑と172号柱穴状土坑を切っている事から新旧関

係は（新）6号住居状遺柵→（旧）34号土坑・172号柱穴状上坑である。

平面形は南東隅が突IHする洋梨状を呈しており、規模は長軸で約3.72m、短岫で約3.32mである。壁は南

壁を除いて確認されている。南壁は平面では確認できなかったが、断而観察で確認されたので破線で表現し

ている。確認された壁のうち西壁から北壁にかけてはほぼ垂直に立ち上がり、東壁はなだらかに内傾しなが

ら立ち上がっている。床面は東から西かけて傾斜しているが目立った凹凸は

見られない。覆土は黒褐Z十主体で櫛成される。

当週栂に伴うと考えられる柱穴が2基検出された。規模は右のとおりであ

る。個土は黒～黒褐色土主体で柵成される。
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6号住居状逓構

1 10YR2/l照 シルト帖性弱
しまり弱水柵肥人､(11個棚?9i l:)

2 10YR2/2 IMIUシルト粘性'ID
しまり中蝋褐色（10YI(2/3）
シルトしみ状にみられる

3 10YR2/3測褐シルト粘性刺
しまり中径10鮠前後の蝋町独少獣鵬人
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遺物（第56図171～173、写真図版45-171～173)

凋士から171の土器と172. 173の石器が出土している。

時期出土遺物が少ないため断定はできないが、縄文時代後lﾘlと思われる。

14号住居状遺構

通描（第29図、写典図版17)

調査区中央の11L～12Lグリッドに位置し、北側から東側にかけての部分は調査区外に広がっている。Ⅳ

府中で黒色土の広がりとして確認されたが、12L東壁を観察すると実際にはⅢa層直下から掘り込まれてい

るのが碓認された。

大部分が調査区外に広がっているため、全体の平面形は不Iﾘlであるが、少なくとも2つの隅があることは

確認された。部分であるが確認された規模は東西方向2.62m、南北方向2.40mである。壁は床而からほぼ垂

I尚に立ち上がり、床面は概ね平坦である。覆土は黒色土の単屑で櫛成され、To-Nbが微量混入する。

柱穴は検出されなかった。

通物

出土していない。

時期出土適物がないため断定はできないが、掘り込まれている墹位から判断すると縄文時代前期以liijに

属すると思われる。
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16号住居状遮櫛

遺柵（第30図、‘写真図版17)

渦査区北側の5H～6Hグリッドに位置する。9号住居跡の壁を確認するためにベルトを設定して掘り下

げたところ、9号住居跡の床面より約25cm上位で平坦な部分が確認されるとともに東側で壁が確認されたの

で住居状迩柵として登録した。9号住居跡の檀土中に当遺柵の床面と同レベルの焼土が確認されているので、

住居跡であった可能性がIgiい。当遺柵は9号住居跡の梢査後に確認されたが、断面を観察すると当遺柵が9

号住居跡を切っているので、新旧関係は精査の順序とは逆で（新) 16号住居状過柵→（旧) 9号住居跡であ

る。

床而の一部と壁の一部が硴鰡されているだけなので、平面形・規模とも'fI川である。壁は東壁のみ硫認さ

れており、床而からほぼ直線的に開きながら立ち上がっている。確偲された床面は概ね平坦である。覆土は

9屑に分刷され、黒色士～黒褐伍＋主体で構成されている。

柱穴は検出されなかった。

遺物（第56図174、写真図版45-174)

174の土器片が覆土中から出土している。

時期出土過物が少ないため断定はできないが、9号住居跡との電複関係から繩文時代後期前葉以降に位

凹付けられる。

イ

旦

一望〔．
､昼佳隅跡I

状遺栂

16号住用状週欄

1 7･5YRL7/1肌シルト粘性01』しまり弱 I層棚当士（表土）
27．5YR2/2 1M柵シルト帖性【#】しまり【12灰焼畑色シルト少量、征10mm師役の小確少量1M人

;1 1(jR2/I 川シルト粘性110 しまり強6層プロフク散愚、催10面萌彼の小蹄少量呪人
炭化物唖散射瀧人

l 10R3/2川褐シルト帖性01, しまり0ID iKI0国獅磁の小殿少域、炭化物↑&微域瀧人

5 10R2/2測柵シルト粘性強しまり中To-Nb微量、礎10口酬後の小雛少量腱人
610R5/3にぶい跳叫シルト粘性巾しまり巾径10＝前後の小礫少量混入

7 10R3/1"8シルト帖性中しまり封唖10豆前後の小磯少蛍混入、6層がモ1･状に混入
8 10R2/3川喝シルト帖ﾔtGIウ しまり強i瓢0＝前後の小雛少壁混入、6清かプロ，ク状に少風14人

炭化物極微量浪人

97．5YI《2/2蝋叫帖1画シルト地lll伯'し畦、iF10函荊撞のf砿が'し鐘混人

0 1:50 2m
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第30図 16号住居状遺構
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2．土坑

土坑として36基登録している。淵斑区の中央部から南側にかけて検出された。大半の土坑の平面形は円形

もしくは楕円形である。検出された36基のうちフラスコ状土坑は4基であるが、15K～16Lグリッドに集中

している。土坑の帰属する時代・時期は、出土適物がないものが多いため、確定できたものは非常に少ない。

21号土坑や遺物の出土する土坑、他の遮櫛との繭複関係がある土坑以外の土坑は検出面から縄文時代に属す

と判断したが、あくまでもその可能性が高いということで報告している。

1号土坑（第31.56図、写真図版18.45）

20M～20Nグリッドに位固し、Ⅱ燗除去後Ⅶ価上面で円形状の黒褐色土の広がりによって検出された。平

面形は楕円形状を呈し、規模は開口部で178.0×154.0cm、底部で139.0×122.Ocm、深さは般大で37.0mである。

底面は断面図には表れないが中央部分が匝かにくぼむ。この他に南西側の壁際には大小数個の礫が確認され、

礫は縦かであるが火を受けていた。中央部では炭化材や炭化物粒が僅かに鯉められる。覆土は6厨に分層さ

れ、黒褐価.-|→士体で柵成される。南雌際には崩落したと思われる明褐色土が混入する。遺物は濁士下位から

175.176の繩文土器片と177･178の石器が出土した。時期は出土遺物が少ないため断定はできないが、縄文

時代早期中葉と思われる。

2号土坑（第31図）

llKグリッドに位置し、3号住居跡輔査終了後約5m下位のⅣ層上面で、黒褐色土中に含まれるTo-Nbの

髄の多寡やしまりの違いによって認識した。平面形は円形を呈し、規模は開口部で44.0×44.0cm、底部で33.0

x31.0cnl、深さは肢大で17.5"である。底面は概ね平坦で、目立った凹凸は見られない。覆土は黒～黒褐色

土の単層でしまりはなくボソボソしている。To-CuブロックやTo-Nbが少最混入する。遺物は出土してい

ない。時期は3号住居跡との重複関係から縄文時代後期中葉以前と思われる。

3号土坑（第31図、写真図版18)

llKグリッドに位置し、3号住居跡精査終了後約10cm下位のⅣ層上面で円形状の黒色土の広がりによって

検出された。平面形は円形を呈し、規模は開口部で55.0×52.Ocm，底部で45.0×41.OCm，深さは最大で18.4cm

である。底面は概ね平坦で、目立つ凹凸は見られない。覆土は黒色土の単噛でTo-Nbが混入する。遺物は出

土していない。時期は3号住居跡との亜複関係から縄文時代後期中葉以前と思われる。

4号土坑（第31図、写真図版18）

11Kグリッドに位世し、Ⅲc層除去後Ⅳ晒上Ⅲiで円形状の黒色土の広がりによって検出された。平面形は

南西側がやや張り出す円形状で、規模は開口部で92.0×87.0cm、底部で79.0×72.0cm、深さは最大で16.0cmで

ある。底面は中央部が倣かにくぼみ、丸みを帯びている。東側では瀧状に一段深い部分が見られる。覆土は

黒世t主体で柵成され、全体的にしまっている。To-Nbの多寡で4職に分圃された。下悩の方が多く含まれ

ている。遺物は出土していない。時期の詳細は出土遺物がないため不明である。

5号土坑（第31図、写貞図版18)

16Kグリッドに位置し、Ⅱ層除去後Ⅲc届上而で円形状のTo-Cuの広がりによって検IIIされた。平面形は
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楕円形を呈し、東西方向が長い。断面形はフラスコ状を呈す。規模は開口部で87.0×81.0cm、底部で125.0x

109.0cnl、深さは般大で64.0cmである。底而は概ね平烟である。覆土は51門に分燗され、黒～黒褐色土混じり

のTo-Cu価の上晒、To-CUの2次堆柚層と思われる中層、To-Cuの1次堆柵屑である下胴、黒褐色士に褐色

土が混入する最下層で構成される。遺物は出土していない。時期は領土下層にTo-Cuの1次堆積層が確認さ

れることから縄文時代前期以前と思われる。

6号土坑（第31図、写真図版19)

16Lグリッドに位齪し、Ⅲc層中～下面で円形状の黒褐色上の広がりによって検出された。なお、調査担

当者のミスで個土上面は掘り下げてしまっている。平面形は111形状を呈し、断面形はフラスコ状を呈す。規

模は開口部で107.0×107.0cm、底部で123.0×116.0、深さは蛾大で36.0cmである。底面は概ね平坦であるが西

側が高くなっている。覆土は5層に分層された。上舸は上記の通り断面記録を欠くが黒褐角＋主体であった。

中屑は暗褐色土主体で、下刷は黒褐色土主体で柵成される。遺物は溌latl1から磨滅した繩文土器片が出土し

た。時期の詳細は判断できるだけの出土過物がないため不Ulである。

7号土坑（第31図、写真図版19)

11Kグリッドに位磁し、3号住居跡の下位約10cm、Ⅳ屑上面で111形状の蝋色上の広がりによって検出され

た。平面形は円形状を呈し、規模は開口部で79.0×75.0cm、底部は長袖63.0cm、短紬48.0cmである。深さは

最大で46.0cmである。底面は概ね平坦である。覆土は6廟に分晒され、黒色土主体の上層と黒褐色土主体の

【'1～下屑で櫛成される。中～下屑にはTo-Nbが混入する。遺物は出土していない。時期は出土遺物がなく、

断定はできないが3号住居跡との砿複関係から繩文時代後期中葉以前と思われる。

8号土坑（第32図、写真図版19)

15L～16Lグリッドに位、し、Ⅱ価除去後IⅡc職|価で柵円形状の黒褐色土の広がりによって検出された。

平面形は隅丸張胴形を呈し、規模は開口部で99.0×87,0cm，底部で75.0×69.0cm、深さは最大で43.0cmである。

底面は概ね平坦で、目立った凹凸は見られない。覆土は黒褐色上を主体に櫛成され、3層に分層される。中

～下層にはTo-Cuが混入する。遺物は潤士II'燗から勝減した繩文_l1器片が出土した。時期の詳細は判断でき

るだけの出土遺物がないため不l川である。

9号土坑（第32図、写真図版19）

15K～16Kグリッドに位仙し、Ⅱ届除去後Ⅲcri上面で円形状の照色士の広がりによって検出された。直

下には31号土坑があり、この土坑の大部分が埋没した後で当辿柵は柵築されている。平面形は円形を呈し、

規模は開口部で96.0×96.0cnl、底部で44.0×33.0cm、深さは最大で68.0cmである。底面は開口部に比べて極端

に小さく、中央部がややくぼみ丸みを粥びている。覆土は黒色士主体の上刑と照褐色土主体の中～下厨で柵

成され、5屑に分刷される。！↑'届にはrl，o-Cuが混入する。適物は出上していない。時期の詳細は出土遺物が

ないため不明である。

10号土坑（第32図、写典図版20)

15K～16Kグリッドに位脱する。掘り込みはⅢc雌上而から行われているが確鰡できず、5～10cm下位で
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円形状の黒色土の広がりによって検出された。南西側は調資IX外に広がっている。確認された部分から判断

すると平面形は円形を呈すと思われる。規模は開口部で92.0×(68.0)cnl、底部で860×(65.0)"、深さは般

大で26.0cmである。底面は概ね平坦で、目立ったlul凸は見られない。底Ⅲiで大小7個の礫が確認されたが、

使用の痕跡はみられなかった。覆土は黒色土主体で柵成され、全体にTo-CUが混入する。礫以外の遺物は出

土していない。時期の詳細は出土遺物がないため不明である。

11号土坑（第32図、写真図版20)

15Lグリッドに位間し、Ⅱ層除去後Ⅲc層上面でI'1形状のM(褐色tの広がりによって検出された。平面形

は桁111形を呈し、規模は開口部で70.0×60.0cm，底部で61.0×5().0cm、深さは股火で12.0cmである。底面は概

ね平坦で、目立ったIMI凸は見られない。覆土は黒褐色土の単I簡で柵成され、黒色土ブロックが混入する。遺

物は糧士中から磨賊した縄文土器片が出土した。時期の詳細は判断できるだけの出土遺物がないため不明で

ある。

12号土坑（第32IXI、写真図版20)

141』～151』グリッドに位置し、Ⅱ層除去後Ⅲc層上面で円形状の黒褐色土の広がりによって検出された。

平面形は削丸張胴形を呈し、規模は開口部で55.0×54.0cm､底部で50.0×49.Ocm，深さは最大で22.0cnlである。

底面は概ね平坦で、目立った凹凸は見られない。溜土は照褐色上の叩価で櫛成され、暗褐色土粒が混入する。

遺物は出土していない。時期の詳細は出土遺物がないため不明である。

13号土坑("32IXI，写典IXI版20)

14Kグリッドに位慨し、Ⅲc層上面で楕円形状の黒褐色上の広がりによって検出された。平面形は梢円形

を呈し、規模は開口部で69.0×58.0cm、底部で51.0×51.0cm、深さは岐大で17.0cmである。底面は中央部が僅

かにくぼみ、丸みを柵びている。覆土は黒褐色土主体で柵成され、底面壁際には崩落したと思われるTo.Cu

混じりの暗褐色ﾆﾋが混入する。遺物は週土中から磨滅した繩文上器片が出土した。時期の詳細は判断できる

だけの出土遺物がないため不明である。

14号土坑（鋪32図、写真Ixl版21）

12Lグリッドの調査区際に位磁し、V層上面で円形状の蝋色上の広がりによって検出された。東側は調査

区外に広がっている。調査区際の断面からはⅢc層上面からの掘り込みが確認できるが、検出時には確認で

きなかった。東側が凋査区外に広がるため全体の形は判然としないが、硫認された部分から平面形は円形も

しくは梢l'l形を塁すと思われる。規模は開口部で(80.0)×(38.0)cm、底部で(69.0)×(29.0)cm、調査区際の

断面からわかる最大の深さは75.0cmである。底面は丸みを帯びている。溜土は黒色土主体で概成される。北

盤際には肋落したと思われるTo-Nb混じりの暗褐色上が混入する。遺物は出上していない。時期の詳細は

出上辿物がないため、断定はできないが、則り込まれている届位から判断すると、繩文時代前期に属すると

思われる。

15号土坑（第32図、写真図版21）

13Lグリッドに位世し、Ⅲc層上面で円形状の黒褐色土の広がりによって検出された。平面形は椿円形を
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呈し、規模は開口部で61.0×53.0cm、底部で54.0×43.0cm、深さは最大で18.0cmである。底面は概ね平坦で、

目立った凹凸は見られない。覆土は照掲色-I:の蝋府である。遺物はlll-|:していない。時期の祥細はlll土辿物

がないため不明である。

16号土坑（第32図、写真IXI版21)

13Jグリッドに位慨し、Ⅲa職で梢円形状の黒色-kの広がりによって検出された。西側の一部が淵査区外

に広がっている。平面形は長梢|ﾘ形を呈し、規模は開[1部で139.0×(88.0)cm，底部で127,0×(77.0)cm，深さ

は最大で28.0cmである。底面は概ね平坦で、目立った凹凸は見られない。覆土は黒色士の単屑である。遺物

は出土していない。時期の詳細は出l:適物がないためfUIである。

17号土坑（第32.57図、写真図版21.45）

8Hグリッドに位置し、Ⅲa胴でlﾘ形状の鼠色tの広がりによって検出された。平面形はIII形を呈し、規

模は開口部で99.0×89.0cm、底部で86.0×78.0cm，深さは股大で23.0cmである。底面は概ね平坦で、目立った

凹凸は見られない。覆土は黒色土主体の上層と黒褐価十主体の下層で柵成される。全体に黄侭色パミスが混

入する。遺物は覆土中から179.180の縄文上器片が出土した。時期は出土遺物が少ないため断定はできない

が、繩文時代後期と思われる。

18号土坑（第33.57図、写真図版22.45）

7H～8Hグリッドに位置し、ma屑で円形状の黒色土の広がりによって検出された。平面形は円形状を

呈し、規模は開口部で119.0×lO5.0Cm、底部で103.0×93.0cm、深さは雌大で9.0cmである。底面はややlul凸が

見られる。調査員の手違いによって注記を欠くが、覆土は黒色士の単屑であった。遺物は掴t巾から181の

石器が出土した。時期の詳細は判断できるだけの出t遺物がないため不明である。

19号土坑（第33.57図、写真図版22.45）

14Jグリッドに位置する。実際の掘り込みはⅡ層から行われているが、確認できず約20cm下位で方形状の

暗褐色土の広がりとして検IIIされた。西側は調査区外に広がっている。令体像は不明であるが、確認された

部分から判断すると平面形は隅丸方形もしくは隅丸長方形を果すと思われる。規模は開口部で(49.0)×78.0

cm，底部で(42.0)×64.0cm、深さは最大で24.0cmである。底面は概ね平坦である。覆土は暗褐色士主体で柵

成される。上位には褐色土ブロックが混入する。遺物は闇土中から182の繩文土器が出土した。時期は出土

適物が少ないため断定はできないが、縄文時代後期と思われる。

20号土坑（第33図、写真図版22)

101グリッドに位圃し、4号住居状遺柵の輔査終r後、床而1点ドでl'l形状の熟褐色-tの広がりによって検

出された。4号住居状過櫛に伴う可能性も考えられる。平面形は梢円形を呈し、規模は開口部で134.0×118.0

cm､底部で125.0×110.0cm，深さは般大で15.0cmである。底面には中央にやや浅い窪みが2箇所確認される。

木根などの攪乱の可能性がある。覆土は黒褐色士の単層である。遺物は出士していない。時期は出土遺物が

ないため断定はできないが、4号住居状過柵との萠複関係から繩文時代後IUIと思われる。
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21号土坑（第33図、写真図版23）

8 I～8Jグリッドに位世する。我士除去後Ⅶ屑で10～30mmの磯の粟中とともに|ﾘ形状の鼎褐色土の広が

りによって検出された。平面形はひょうたん形を呈し、規模は開口部の長袖が345.0cm、北西側の短軸が146.0

cm、南東側の短軸が116.0cmで、底部の艮軸が330.0cm、北西側の短軸が125.0cm、南西側の短軸が116.0cmであ

る。深さは最大で28.0cmである。底面は東側が一段扇ぐなっているが、目立った凹凸は見られない。覆土は

6層に分厨され、照褐色土主体で柵成される。中央のくびれ部分では礫とともに略褐色土の堆柚が砿總され

る。遺物は西側の部分と東側の部分の境で自然礫とともにイノシシと思われる獣骨（馴骨一個分の小破片数

点、左右下顎犬歯各1点、左第三後臼歯1点、後臼歯破片1点）が出土した。時期は礫とともに出土した欺

骨から近世以降と思われる。

22号土坑（第33.57図、写真図版22.45）

7Hグリ･ソドに位遭する。Ⅲa屑で半円状の黒色土の広がりによって検出されたが、第1トレンチの断面

を観察すると、実際の掘り込みはⅡ価から行われていることが確脇された。西側半分はトレンチによって底

面直上まで削られてしまっている。覆土は調査員の手通いによって上届は削られてしまって記録は残ってい

ないが、黒色土主体で構成されている。平面形は楕円形を呈す。規模は西側がトレンチによって削られてし

まったため推定であるが、開口部で(118.0)×(102.0)cm，底部で104.0×91.0cm，深さは岐大で18.0cnlである。

底面は東側がやや淡く窪んでいる。遺物は渦土中から183～188の繩文土器片が出土した。時期は出土迩物が

少ないため断定はできないが、縄文時代後期中葉～後葉と思われる。

23号土坑（第33図、写真図版23）

14Lグリッドに位置し、Ⅲa層で円形状の黒褐色土の広がりによって検出された。平面形は隅丸胴張形を

呈し、規模は開口部で63.0×61.0ql、底部で52.0×50.0cm、深さは最大で16.0cmである。底面は'l!央が若干く

ぼんでいる。覆土は黒褐色土で柵成され、To-Nbの多寡によって2屑に分屑される。遺物は出土していない。

時期の詳細は出土遺物がないため不明である。

24号土坑（第33図、写真図版23）

14Lグリッドに位世し、Ⅲa刑でIII形状の照褐色土の広がりによって検出された。平面形は円形を呈し、

規模は開口部で53.0×51.0cm、底部で48.0×45.0cm、深さは最大で15.0cmである。床面は概ね平坦である。覆

土は黒褐色土で構成され、To-Nbの多寡によって3層に分層される。遺物は出土していない。時期の詳細は

出土遺物がないため不明である。

25号土坑（第33図、写真図版24）

14Lグリッドに位置し、Ⅲa層で円形状の暗褐色上の広がりによって検出された。平面形は隅丸方形状を

呈し、規模は開口部で68.0×60.0cm、底部で60.0×50.0cm、深さは股大で21.OCmである。底面には南西側が一

段低くなる部分が見られる。覆土は3層に分層され、上層は暗褐色土、下崎は照褐色土で櫛成される。全体

にTo-Nbが混入する。遺物は出土していない。時期の詳細は出土遺物がないため不明である。

－56－



26号土坑（第33.57図、写真図版24.46）

10Kグリッドに位慨し、Ⅳ屑で円形状の照褐色上の広がりによって検出された。平面形は円形を呈し、規

模は開口部で57.0×53.0cm、底部で52.0×44.0cm、深さは股大で8.Ocmである。底面は概ね平坦で、目立った

凹凸はみられない。覆土は黒褐色土の単層で構成される。遺物は覆上最上位から189の土器が出土した。189

はⅣ群3類aの土器で、十腰内Ⅲ式に相当する土器である。時期は出土遺物から繩文時代後期中葉と思われる。

27号土坑（第33図、写真図版24）

10K～11Kグリッドに位置し、Ⅳ層で円形状の黒褐色土の広がりによって検出された。平面形は円形を呈

し、規模は開口部で56.0×52.0cm、底部で45.0×44.0cm、深さは股大で16.0cmである。底面は概ね平坦で、目

立った凹凸はみられない。覆土は黒褐色上の単層で柵成される。遺物は出土していない。時期は出土遮物が

ないため断定はできないが、26号土坑に形態が頚似することから縄文時代後期中葉と思われる。

28号土坑（第33図、写真図版24）

11Kグリッドに位置し、Ⅳ屑で円形状の黒褐色土の唾がりによって検出された。平面形は円形を呈し、規

模は開口部で52.0×49.0cm，底部で45.0×39.Oc田、深さは最大で19.0cmである。底面は概ね平坦である。碩土

は黒褐色土の単隔で柵成される。遺物はHI二tしていない。時期は出土通物がないため断定はできないが、27

号土坑と同様、26号土坑に形態が類似することから繩文時代後期中葉と思われる。

29号土坑（第34.57図、写真図版25．46）

11Jグリッドに位趾し、3号住居跡の輔査終了後、床而から約5cm下位のⅣ届でI'I形状の蝋褐色土の広が

りによって検出された。平面形は円形を呈し、規模は開口部で104.0×100.0cm、底部で99.0×95.0cm、深さは

最大で21.0cmである。底面は概ね平坦である。覆土は黒褐色土主体で柵成され、To-Nbの多寡によって3届

に分冊される。遺物は個土下位から190～193の繩文土器片が出土した。時期は出土遺物が少ないため断定は

できないが、3号住居跡より下層で検出されていることから縄文時代後期中砿以前と思われる。

30号土坑（第34･57図、写真図版25･46)

14Kグリ.ソドに位世し、Ⅲa厨で円形状の黒褐色上の広がりによって検出された。平面形は円形を呈し、

規模は開口部で56.0×50.0cm、底部で42.0×39.0cm、深さは最大で18.0cmである。床面は概ね平坦で、西側に

やや傾斜している。覆土は黒褐色土の単暦で柵成される。遺物は覆士上位で垂直に立てられたように194と

195の土器片が出土した。194. 195ともに棚製の深鉢の口縁部片である。時期は出土迪物から縄文時代後期

と思われる。

31号土坑（第34図、写真図版25）

15K～16Kグリッドに位世する。15K・16Kグリ･ソド間の断而に立ち上がりが確泌できたためにⅣ断上面

で広げたところ、暗褐色土の広がりによって検出された。9号土坑は当週柵の埋没後に柵築されていること

から（新）9号土坑→（旧）31号土坑である。平面形は円形を呈し、断而形はフラスコ状を呈す。規模はI淵

口部で120.0×112.0qn，底部で120.0×120.0cm、深さは岐大で70.0cmである。上半部の唯は一部が崩落してい

るため凸凹している。底面は概ね平坦である。溜土は8燗に分舸され、壁の崩落土である上屑と照褐色l:gli
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体で構成される下層に大きく分けられる。下屑の黒褐色上にはさまれて'l,o-CUの1次堆積燗が確認される。

遺物はil}土していない。時期は測土の堆悩状況から繩文時代liil期巾紫以liijと思われる。

32号土坑（第34図、写真図版25）

16Lグリッドに位慨し、Ⅵ層で円形状の鼎色土の広がりによって検出された。平面形は円形を呈し、断面

形はフラスコ状を呈す。規模は開口部で128.()×116.0cm、底部で138.0×136.0cm，深さは股大で63.0cmである。

底面は概ね平坦で、中央に団l1穴を1基伴う。副穴の規模は開I I部で24.0×20.0Cmである。覆土は13脳に分脳

される。上層は黒～照褐色士、'iJ層は暗褐色土、下層は黒褐色上主体で柵成される。遺物は攪土中から剥片

が1点出土した。時期の詳細は判断できるだけの出土適物がないため不明である。

33号土坑（第34図、写真図版26）

7H～8Hグリッドに位慨し、Ⅲa屑で桁l'l形状の照色土の広がりによって検出された。平面形は隅丸長

方形状を呈す。規模は開口部で116.0×74.0cm、底部で110.0×74.Ocm、深さは岐大で18.0cnlである。底面はや

や凹凸が見られる。覆土は黒色士の単屑で構成される。遺物は出土していない。時期の詳細は出土過物がな

いため不明である。

34号土坑（第34.57IXI、写真図版26.46)

81グリッドに位置する。6号住居状遺柵の精査終了後、Ⅲa耐で黒色土の広がりとして検出された。6

号住居状遺柵と重複しており、当遺棡が切られている事から（新）6号住居状適柵→（旧）34号土坑である。

平面形は桁円形を呈し、規模は開口部で135.0×112.0ml、底部で125.0×101.0cm，深さは雌大で15.0cmである。

底面は概ね平坦である。覆土は黒色士の単層で柵成される。底面から檀上下位にかけては二l器片とともにこ

ぶし大の亜角礫の混入が確認された。遺物は底面から榎土下位にかけて196の1器が出土した。時期は6号

住居状遺柵との咽複関係から繩文時代後期前葉～中砿と思われる。

35号土坑（第34図、写真図版26）

5Fグリッドに位週する。17号住居跡の炉の輔査終了後、価~ドで梢I】l形状の熟色士の広がりとして検出さ

れた。17号住居跡と亜腹しており、当適櫛が切られている叩から（新）17号住居跡一・（旧）35号土坑である。

平面形は楕円形を呈し、規模は開口部で107.0×81.0ml，底部で71.0×47.0cm，深さは岐大で66.0cmである。

底面は北側で一段低くなっている。覆土は調査員の手通いにより記録を欠くが、照色土主体で柵成される。

遺物は出土していない。時期は17号住居跡との煎複関係から繩文時代後期後葉以liijと思われる。

36号土坑（第34.57図、写真図版26.46）

11Jグリッドに位慨し、3号住居跡梢査終r後、Ⅲa届で黒色土の広がりとして検出された。3号住居跡

に当週櫛が切られているﾘIから（新） 3号住居跡→（Ⅱ|）36号土坑である。平面形は円形を呈し、規模は開

U部で93.0×80.0qn、底部で85.0×73.0cm、深さは妓大で36.0cmである。底面はIII央が若干くぼんでいる。覆

土は3層に分燗され、黒色＋主体で柵成される。遺物は掴fII1から197の石器が出土した。時期は出土遺物

が少ないため断定はできないが、3号{:l括跡との亜襖関係から繩文時代後期中蝋以前と思われる。
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3．焼土遺構

9鱗を職録している。調査区北側の4H～5Hグリッドで3雌、中央部の12Lグリッドで2基、南側の17

L～20Mグリッドで4麩検出した（遺柵図版内では○号焼土と及記)。

1号焼土通櫛（第35図、写真図版27）

洲侮区中央部の12Lグリッドに位磁し、Ⅲa砺上ihiで検出された。焼上は37.0×35.0cmの範囲に不整形に

広がり、かたくしまっている。焼土の発達は良好で、哩さは般大6.OcInである。遺物は出土していない。時

期の詳細は遺物が伴わないため不明である。

2号焼土遺柵（第35図、写真図版27）

調査区中央部の12Lグリッドに位置し、Ⅱ屑で検出された。焼上は27.0×24.Ocmの範囲に楕円形状に広が

り、かたくしまっている。焼土の発達は良好で、厚さは般大3.0cmである。焼上層に21.0×11.0cmの礫がはり

ついてlll土した。この礫には使用痕跡は鑓められなかった。この礫以外には、遺物は出土していない。時期

の詳細は過物が伴わないため不明である。

3号焼士遺概（節35図、写真図版27）

調査区北側の5Hグリッドに位置し、Ⅱ価で検出された。焼-kは59.0×28.0cmの範囲に不整形に広がり、

しまっている。焼土の厚さは最大11.0cmで、焼土の発達あまり良好ではない。当遺構は5H～6Hグリッド

で検出された16号住居状遺柵のプラン内に存在し、床而と|両lレベルl:に位i趾することから16号住居状遺柵に

伴う可能性が尚い・適物はIH上していない。時期は16号住居状過柵との関係から縄文時代後期前紫以降に位

慨付けられる。

4号焼土遺柵（第35図、写真図版27）

淵査区北mllの5Hグリッドに位世し、Ⅱ層で検出された。焼l:は42.0×34.0cmの範囲に不穣形に広がり、

しまっている。焼土の厚さは最大6.0qnで、焼土の発達はあまり良好ではない。当遺構は16号住居状遺櫛の

プラン内に存在し、床而と同レベル上に位髄することからl6号住居状適柵に伴う可能性が高い。遺物は出-t

していない。時期は16号住居状適柵との関係から繩文時代後期前葉以降に位世付けられる。

5号焼土遺構（第35図、写真図版28）

洲奇区北側の4Hグリッドに位置し、Ⅱ厨で検出された。焼土は25.0×19.0cmの範囲に梢円形状に広がり、

しまっている。焼土の厚さは股大4.0cmで、焼土の発述はあまり良好ではない。適物は出土していない。時

期の詳細は遺物が伴わないため不明である。

6号焼土適櫛（第35悩1，写真図版28）

調査区南側の20Lグリッドに位置し、Ⅶ層で検出された。焼土は112.0×57.0cmの範囲に長梢円形に広がり、

厚さは断而図では表現できないほど薄い。暗褐色土に混じってブロックで散在しており、当地に廃棄された

湿地性の焼|:と思われる。遺物は出土していない。時期の沸細は辿物が{､|<わないため不明である。
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7号焼土遺概（第35図、写真図版28）

調査区南側の19L～19Mグリッドに位慨し、Ⅵ届で検出された。焼土は103.0×53.0cmの範囲に艮柵円形に

広がり、厚さは断面図では表現できないほど薄い。黒褐色土に混じってブロックで散在しており、当地に廃

棄された異地性の焼土と思われる。遺物は出土していない。時期の詳細は遺物が伴わないため不明である。

8号焼土遺栂（第35図、写奥図版28）

調査区南側の17Lグリッドに位慨し、 mc層上面で検出された。焼土は58.0×46.Ocmの範囲に楕円形に広

がり、厚さは断面図では表現できないほど薄い。黒褐色土に混じってブロックで散在しており、当地に廃棄

された異地性の焼土と思われる。遺物は出士していない。時期の詳細は遺物が伴わないため不明である。

9号焼土遺構（第35図、写真図版28）

調査区南側の17L～17Mグリッドに位間し、Ⅲc層上面で検出された。焼土は54.0×47.0cmの範囲に桁円

形に広がり、厚さは断面図では炎現できないほど薄い。黒褐色士に混じってブロックで散在しており、当地

に廃棄された異地性の焼土と思われる。遺物は出土していない。時期の詳細は遺物が伴わないため不明であ

る。

4．埋設土器遺構

1号埋設土器遺構（第36.58図、写真図版30.47）

調査区北側の7Hグリッドに位世し、Ⅱ届で検出された。土器の胴部下半が正位の状態で埋投されている。

敵機による表土除去時に土器の上部を塊してしまっており、本来は完形の土器が埋設されていた可能性が高

い。掘りすぎにより西側の一部を失っているが、楕円形の掘り方が確認された。掘り方の規模は45.0×34.0

Cm，深さは最大で16.0cmである。土器内部は黒色土、

掘り方の佃土は黒褐色土で櫛成されている。遺物は埋

設されていた土器(205)だけである。胴部に般大経

を持つ算盤球のような形の壷で、頚部全周に外面側か

く1号埋股土器遺構畠の暦;耐工IJ2舗縦一子1.,ス I志創、＋ややJ1典左』盤7Kテ些らの貫通孔が巡っている。底部はやや丸みを帯びてお －ミ

リ、埋設するのに適した形をしている。口縁から胴部

下半は縄文(RL)が横位方向に施文される。底部外 一△ィ

面は横位方向のミガキ調彊痕が観察される。内面も丁

寧なミガキ調甚が行われている。

時期は頬似する土器の出土馴例が少ないため断定は

半11。

卜A皇

-AJL=231･5mm #A=
できないが、検出面等から繩文時代中期末以降と思わ

‐回れる。

S=1/20

1号埋鮎士袈遺構

l 10YR2/1黒シルト粘性弱しまり弱黄褐色シルト微量il&人

2 10YR2/2黒褐シルト粘性弱しまり射水眼微蹟漉人

第36図 1号埋設土器遺構
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5．柱穴状土坑（第37．38図第4表）
住居跡等の柱穴に顛似するが迩物跡等にはならない士坑である。全部で158蕊を溌録しており、Ⅱ届で6

基、Ⅲa価で41域、Ⅲc間で29基、m①燗で8雄、Ⅲ②暦で5基、IV層で45基、V層で8基、Ⅵ暦で15賭、

Ⅶ層で1基検出された。調査区の南側ではⅢc層やⅣ層で検出されたものが多くみられるが、これはⅣ屑よ

り上位の届がないか極端に薄いためであり、本来はⅡ層から掘り込まれたものと思われる。まとまって検出

されているが住居跡等に認定することはできなかった。調査区の北側から中央部にかけてはⅢa届で検出さ

れたものが多い。こちらも南側と同棟住居跡等に認定することはできなかったが、5号、6号、23号、29号

の4基に関しては他の柱穴状土坑に比べて規模が大きく、掘立柱建物等の遺構になる可能性がある。なお、

住穴状上坑個々の規模や個土は第4表に記城してあるので参照していただきたい。

住穴状上坑から出土した遺物は第58図と写真IXI版46に褐戦している。4号、6号、25号、48号柱穴状上坑

の覆土からは縄文土器片が、112号柱穴状土坑からは不定形石器が、128号柱穴状土坑からは銅銭が出土した。

6．遺物包含層

北側遺物包含層（鋪39図、写真図版3）

5E･5Fグリッド（以下北西部）と6F・7F・7Gグリッド（以下南東部）の2箇所に分かれて形成

されている。地形図からの概算であるが、面脳は約28㎡、深さは妓大で約60cmである。5G.5H・6IIグ

リッドは比較的平坦な部分であるが、そこから7Eグリッド側に向かって傾斜している。調査区外との境界

からも上器片が出土しており、当包含燗の範囲は南西側の調査区外にも広がっていることが推測される。

北側包含価はJ聾本岡序のⅡ屑とした蝋色上を主体としているが、北西部では若干差異が見られ、幾分彩度

のある黒褐色土を主体としている。この他に部分的であるが暗褐色上層やにぶい黄褐色土層が混入する。し

かし、焼土や炭化物などの混入は観察されず、1層から5屑までの単純な分層に止まってしまった。このた

めI蒐粟巾位の把握は不可能であった。過物の取り上げは単純に出土地点と出土屑位を記録して行っている。

遺物(206～243第59～62図、写興|叉|版48～51)

北西部からは206～210の土器と211～214の石器が出土している。出土した遺物の大半は1層（黒色土屑）

からの出土である。211の尖頭器が2胴（黙褐色士層）から出土している。出土した土器はⅣ群3頚から5

薊である。地文及び人細文を柵成する帯状文内には2棚の脱体を用いて、羽状に施文している土器が多い。

南東部からは215～239の上器と240～242のfi器、243の土製品（ミニチュア土器）が出土している。1個

から3層まで遺物はIII土しているが、【|!心は2層の黒色土層である。Ⅳ群1類、2類の土器が若干出土する

がj皇体はⅣ群3頚から5噸の土器である。

時期北西部、1判東部ともⅣ群3噸から5噸の土器が出土しており、後期中葉から後期後葉にかけての短

い間に形成されたものと思われる。
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坑観察表
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胸 他 箇 検出阿位I 間｢】郷(画） 振さ(画）1 1ⅧiL・混入初の状l兇 侭 錆

1 曲Ⅱ4Cod 11廟I 137．0×･'0．0 不I訓IIIOYR2/】肌色･I：

2

3

、11m

10K鼬

II圏I

11屑」

ロ⑪h、シqnn

I3LO×弱.0

7,3IIOYH2/1靴他士7,$I IlOYH2/1靴他士

31.9IIOYH2/1肌色士

Ⅱ ロ■■ 』

4 llK3b 11燭I 133‘O×粥.0 37.2 IlOYR2/1無色-k ．t器片(】蝿〕
一
コ 的II2d 11層.ド 132.0×40.0 51．31 YR2/3肌褐色士

6 的1lb 11層下 13.1.0×‘10．0 認‘91 YR2/2烈掴髄-悟 土器I;･(1”)(鋤）
写
Ｐ O7G5e m81 1 17.0×17.0 25,91 YR2/2期旧色昌I

8 0711:1， ma IZ2‘O×22.0 9．7 1 YR2/2肌1M世 1

9 07Ⅱ3b 、、 1 21．0×21．0 26,3 1 YR2/2HMu世:1

0 07H洗 m【1 1 23．0×22.0 24‘5 1 YR2/2鯉描色」

】07114皿 、、 1 2，1．0×’9-(1 16-2 1 V画⑨ノリ11M胆細』

２
－
３

O7II,畑

O7H5a

mn ’ 15厚0×15．0

m88 1 20.0×22.0

6．01

28.01 X邸Z/丑晶ﾓf哲屈壬

O7H5a m、 1 16.0×18.(1 3M 10YR2/3鼎栂唖士

5 081 】b mil ’ 2:M)×22.0 15．．1 1 YR2/3肌脳色士

6 081 1b 、51 1 21，0×23.0 21,3 1 V、ロノ1mM的･I。

7 081 lb 、、 1 22．0×27.【1 29･OI YR2/1肌也上
8 蝿I 21） nIn l35‘O×29.0 25,6 1 YR2/2肌川世化

9 脇I :Ih m、 1 22．0×29．0 3，6 1 YR2/2肌褐色士
0 081 杣 m13 1 16.0×14.0 6，2 1 YIR2/2鼎梱画･fq

I 081 51》 Ⅲ、 1 22．0×24．0 15,4 1 YR2/3蝿褐色士
22 側I ]l》 mfl l 12.0×12.0 5，01 YR2/3黒梱髄モ

23 0911]他 m81 1棚,0×,i().(、 ･18,3 1 YR2/3肌旧色土

的Ⅱ2c 、Ⅲ ｜L1,0×16.(I 6，2 1 YR2/3MWU色 上
25 側Ⅱ20 、、 1 27.1)×27.{1 棚,8 1 OYn2/2MWu色 k，飛》･Cuが染み状にlLられる． ．':淵淵.(201》
26 側H3c mzl l 16.0×17.{， 16‘2 1 OYn2/2MW凹世 世

27 側H3c mil l l1M)×21．0 6．4 1 OYR2/2叫旧色 世

28 的H3c 、a l l5．0×15.0 17.4 1 OYR2/2認鳩色 I：
29 的Ⅱ3⑪ ma 1 29．0×38.0 ,13.2 1 OYR2/2肌褐色士、To-Cu中ブロック少域禽む。
30 的Ⅲ‘IC m、 1 16．0×15.0 13.8 1 OYR2/2黒肥髄壬

31 的11.1c 、皿 ’ 11．0× 1.0 12,5 1 OYR2/3照褐色I
32 卿Ⅱ恥 mn l l7‘o× 5.0 7，8 1 OYl(2/:】肌川色:1

鋼 的Ⅱ5e mEL ’ 13．0×‘1.0 5.:1 1 OYR2/2mM凹勉_I

【側 的I3b mn l l7‘O× 8.U 14.4 1 OYR2/2剛胆色･I
鯛 的14.釦 、、 1 16.0× 7.0 15.61 OYR2/I皿『h十

錨 的14.5h 、a 1 26.0× 8.0 20.81 OYR2/Z黒把世士

抑 的14値 ma l l5.0x 6.0 7．21 OYR〃3理旧色士

棚I的I5b･10Ⅱb ma 1 20.0× 7.0 8－4 1 OYR2/I皿『h十

391的I鼬 圃、 1 1‘1.0× .0 13-01 OYH2/3鯉肥鼬-1色

‘101 1b Ⅲ、 1 16．0× 9.0 13.31 OYR2/1肌也12

411 仇I Ⅲ&’ 1 28．0×26.U 10-4 1 OYR2/3鯉出世 ■
ａ

421 鋤 ロa 132．0×鋤.U 24.21 nV8秒/評1M阻紬. 守
一

431 4． 、、 1 21.0×22.0 23.1 1 OYR2ﾉ2鯉旧色：●
《

判I 4e 、a 1 19．0×20.0 26.61 OYR2/2黙褐色：

451 J1、 Ⅲa 1 16.0×16.0 18.91 OYR2/2黒褐色 2、炭1％含む。

461 J1、 、、 1 20.0×】8.0 17.9 1 OYR2/2鼎旧色：2．両側にTb､CIzが兇られろ｡ 半分残が

471 K11》 ロ、 1 15.0×16.0 16.01 OYR2/1熱色土

481 K4《I 旧几 1 2，．0×25‘(） 40.9 1 OYR3/3蹄18色土、10YIR2/2洲棚仏土を枇伏'二念じ、 l:欝片･(202）
‘101 K恥 、皿 1 2捌ｰ(1×ZM】 盤_5 1 oYR3/3蹄把仙・1.. 10YR2/2MI梱仙1.華愚舟心会

釦I

511

K恥

K1C

IpJl l”.O×22．1）

Ⅲ』1 1 19.0×2【M）

37.3 1

郷.9 1

l0YR3/3蜥拠唖士

,5Y7/8街色砂質シルトが薄く分布。

521 K:IC 、ハ 1 25．0×23.1） 釦.1 1 OYR2/2黒褐色土、箭価十ｵｾ含む．

鄙’ K2cｩ。 、、 132．0×31．0 50.5 1 oYR3/2熟掴世÷、石・前徴一般粒含む、

５ L“ ml1 1 2(i､0×27.0 32.6 1 OYR2/3鯉鵜色12，T⑨､Nb角む。
55 l7L2h Inn l 31).(lx3IM） 36-8 1 OYR2/2熟拙陞土．T､．Nh含む｡

56 l3L IⅡ』1 1 4#.O×5[M） 17.0 1 OYR2/3期柵幽12，'r⑨.Nb少夙禽む。
57 1IIM5c､19M1囮 1,』’ l :12.{l×郷.I） 19.2 1 WR2/2肌柵也菖12、脱色上粒撤斌代む。

581

弱’

9L2b

9Ij2b

lnJ1 122.(j×21.1）

Inn I 25･Ox12‘0

13.8 1

12.7 1

OYR2/2肌細陞･I:、歯色I:粒微域代む。

OYR2/2鯏柵也士 半分眠弾

IXI1 91,2c IⅡハ 1 26．0×25,0 15.6 1 OYR2/3照拠唖士

611 I)me Ic l23.0×20,0 7．5 1 OYR2/3黒褐色士

621 I)}12G.1012m ⅢC I I7.0×18.0 7．2 1 OYIt2/3鼎梱仏十

蝿’0恥I 、c 1 16．0×16,0 7．8 1 l0YR2/3期柵仏,I且

611 UI3b 、仁 1 15．0×l‘1.0 側.’’10YR2ﾉ3蝋拠也12

閲’Ⅲ側 Inc I鋤.Ux22‘0 10．7 1 l0YR2/31M拙睡･I目

髄’IM5a 、C l22．0×2,1.(） 13..1 ’10YR2/3Ml郷随･I．

671 N5a mc Izo.u×18塔0 17.2 1 lOYR2/1蝋色士

681 nl釦 、c 122．0×20.0 16-9110YR2ハ黙侭･卜

691 6Klb 、C l30．0×鰯.0 32.9 1 l0YR2/1黙角七

禰I 6K2b ⅢC l 0．0×柵.0 19.8 1 OYR2/2煕擢睦生、猫.Cu。Tn.Nb含むの

711 6K2． ロC l 9．0×:19.0 22.3 1
二
ａ
Ⅱ
四 OYR2/3蝿拠伍･I． 10YR2/1肌色MO思念む分

721 6K狐 m砥 I 8.0×2品(〕 52.5 1
■

■

Ⅱ

■ OYR2/l測色I鳥、 勅．Nb暑旺tHi近くに念心命

731 6K割1K1 、値 I 2.0×抑.(〕 .11.8 1
■

■

Ⅱ

８ OYR2ﾉ1肌色_l:、 OYR2/3川Iu也土rlU風含む。

741

751

6K5c

61‘2b

mc 1 .16.u×5-1.0

mc IZ‘1.0×2‘1.(〕

11．4 1

ⅢⅢⅢ

』』』

17.1 ’ 111

OYR2ﾉ3珊棚色･t

OYR2/2無裡唖士

n.Nb中域食む。

lOYR3/4諦I箇色士を念むの
76 16L2.3b 、全 I⑨ワ、v①f、 麓.8 1

■
Ⅱ
日
■
召■

OYR2/2鯉櫓僅-19 10YR3/4歸旧世笹握禽心争
再一

J』

78

161"洗

16Mb

mc I27.U×Z7.0
祠、 ロ 旬、、萱dMEn

必f旬u I
Ⅱ

■

■

ａ

1

■
Ⅱ
■
■
ａ

1

■
Ⅱ
■
■
ａ

I
凸

割.5 1

OYR2ﾉ2潔裡唖士
一口■一晶凸一面■ユ毎＝一缶

1OYRZﾉ2照鴻唖士 10YR5/6両潤色l:が哩謡に;Iと人。
79 16Mbec mE 130．0×30.0 19.9 1 1 OYRZ/2剛榴也．！： l0YR5/6前畑色12ブ叩・，ク念む。
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Ⅲ 間 桧H1層位I 間1ｺ部(画） 深さ(直） 蝿上｡ 肥人物の帆況 債 券

17K《IDe 、C l ：1,1-0×66．0 20.91 OYR2/3期匝亘:、！(IYI12/1川世 :多噴含む。

17K 〔I ､IC I‘17.(l×･18.0 邸.7 1【】YR2/2IMl Ｆ
■

17K 催 mc l 2‘1.0×60．0 郷.61 nVmツノ刎M1唾 、‘1℃･Nb'#U量含む。

17K e mc 1 24．0×23．0 21.31 nVI鞭/1FⅡ’

171.1 凪 、C l34．0×3‘1.0 抑.01 OYR2/2期I
－

8世I
D■~1
＝

型

:、睡郎I 細]かって1t》･MDの肥人が強くなる。

】7Ll、 ⅢC l 20，0×21-0 16．7 1 nV『”ノ伽111M ．！
一

一

:、睡郎I 1m】かって、.M)の肥人が強くなる。

l7LI a mc l36,0×妬.(〕 16.31 OYR2/2M%Ⅲ 蛙:
■
、旺郎I 1&】か．’てT⑨｡Nbの泄人が強くなる。

171』I b ⅢC l洲.0×2‘1.(〕 鰯.0 1 OYR”2肌Iul
曲

面童
冨冨

171J171J

171J171J

仏

a･b

、C l‘10,0×:18.(）

mC l30.0×28.0

42.31

33,01

OYR2/2肌IHI
曲
一一一
曲
一一一

OYR2/2肌Ⅲ（堅
一
一
堅璽璽 堅
一
一
堅
一

cT℃･Nb少量含む｡

、1℃､N12含む。

10K2m Ⅳ脳 1 25.0×53.0 ”.81 OYIi2ﾉ3肌IU
此

一

一
此
一

画10K2m Ⅳ層 1 29．0×27.0 19.91 0Y肱2/3肌梱
一､
睦一戸ロ

｜辿哩

蔵61息b Ⅳ暦 125.0×28.0 27.5 1 ﾛﾛV､笹亥"亥ｴ且10肌

＝

一壷一四
“一》

砒宇伊

､耐.Nb含む。

7K1． Ⅳ層 127－0×Z5-O 12‘7 1 OYR2/2肌Ⅲ 出

盃

｡T⑨｡Nb念む。

7Xld･E Ⅳ屑 131．0×38.0 12,8 1 nV断りノ剋皿Ⅷ
垂旦

也･’
一

空・小田『

茜

当
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南側遺物包含層（第39図、写真図版3 .29）

調査区南西端の21L・21Mグリッドに約16㎡にわたって包含肘が形成されている。深さは最大76cmで、平

均化すると約30cmである。調査前の現況地形からはわからなか‐)たが、旧地形は現況地形の標高で229.0m

付近から南側（高家川とその支流のオリバ川下流）に向かって急激に落ち込んでいることが調査によって判

別した。包含燗の範囲は南側の調査区外（道路予定地のド）にも広がっていることが土層観察から明らかに

なった。

包含層は埜本二|掴のI屑．Ⅱ屑．Ⅳ層に相当する唯悩土が硴認されたが、Ⅲa層に相当するTo-CUを含む

堆欄土は確認されなかった。当包含層の主体となる隔は31両で、蝋本IFi序では、層に相当する黒色土である。

この届より上位はl層相当の暗褐色士と照褐色l:の唯柵が陥認されたが、遺物はほとんど出土しなかった。

下刑はﾉ山本I梛序のⅣ燗に相当するTo-Nbを含む黒褐色土刷と暗褐色土屑、褐色士である。蕊本屑序IV届に相

当する4厨からも遺物が出土している。層の堆積状況から、淵侮区側から調査区外に向かって（北側から南

側に向かって）廃棄が行われていたと港えられる。しかし、後側)の-t器の下位から弥生土器が出土するなど、

必ずしも古いものから順に堆積している訳ではないようである。

遺物（244～285第63～66図、写真図版51～53)

244～283の土器と284,285の石器が出土している。各層ともⅣ群（後期）の土器の出土が目立つ。4層から

5価の間では241（Ⅳ群1類：繩文時代後期前紫相当）と2‘15の士器が出土している。 4屑からは246のWIl製

土器しか出土していない。3暦からは247～253の土器が出土しており、252のⅣ群3顔（後期II'葉相当)、247,

248などの後期の粗製土器に混じって249～251のV群（弥生時代後期）の土器が出土している。2層からは

259のⅣ群3頬の土器と262のⅣ群4類（後期後葉相当）の十器が出士している。1層からは粗製土器しか出

lもしていない。なお、燗位不明のもののなかにはI群の272が出上している。泄物個々については実illﾘ|鷲|や

観察表を参照していただきたい。

時期Ⅳ群の土器が中心であるが、Ⅳ群の土器とともにV群の土器もIH土している。このことから縄文時

代後期から弥生時代にかけて断続的にやや長期にわたって形成されたものと思われる。
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V.出土した遺物

今回の発掘調査で出土した遺物は縄文土器、弥生土器、石器、土製品、石製品、金胴製品、銭貨、陶磁器

類、アスファルト塊、動物遺存体（獣骨)、植物遺存体（炭化種実）である。

1 ．縄文土器・弥生土器

当遺跡では遺栂内・外合わせて、大コンテナで約13箱出土している。そのうち3号住居跡と南側遺物包含

層(21M．21N)で約8割を占めている。出土した土器の時期は縄文時代早期、前期、中期、後期、弥生時

代後期で、縄文時代後期の土器が大半を占める。土器の分顛は沮柵内・外を含め、時期毎に繩文時代早期を

I群、前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、弥生時代をv群、その他をⅥ群として区分を行い、従来の土

器型式に準拠して細分を行った。

I群の土器

縄文時代早期に属する土器群である。すべて早期中葉の貝殻沈線文系の土器である。破片資料が多く、全

体の様子を窺える資料は290,302の2点のみである。18M･19Mグリッドに染巾して出土している。文櫛の

種類などによって6類に細分される。

I群1類（272,286, 302第65．67･68図、写真図版53～55)

口縁部に数条の連続刺突列が施文される土器群である。272は上半には縄文施文後にD字状の刺突文が5

条以上施文される。下半は沈線文が施文されており、やや古い様相を呈す。286は口緑部資料である。爪形

状の刺突文が4条以上施文される。302は爪形状の刺突文が3条以上施文される。下半は縦位の丁寧な器而

調整のみである。白浜式に相当する土器群である。

I群2類（287,290,297, 361第67･73図、写真図版54．59)

縦位の器面調整のみで無文の土器群である。白浜式に相当すると思われる土器群である。

I群3類（299～301,305第65図、写典図版55)

貝殻腹縁圧痕文を羽状（横位）に施文している土器群である。焼成はあまり良くなく、土器は非常にやわ

らかい。300は口縁端部に1条の沈線を巡らせ、沈線の下から貝殻腹縁圧痕文を施文している。口唇部には

刻みが施される。鳥木沢式、蛍沢AⅡ式に相当する土器群である。

I群4類(175, 176, 288, 291, 293～296, 298, 362第56．67．73図、写真図版45．54･59)

貝殻条痕文が施文された土器を一括した。土器の焼成は良好で、かたくしまっているものが多い。他のI

群の土器に比べると薄手である。175は繩文が施文される。176,362は表裏両而ともに貝殻条痕文が施文さ

れており、口唇部には刻みが施される。291,293～295も口唇部に刻みが施される。

I群5類（44，47，67，106，289，303，335第42･45･50･67･68･71図、写真図版34･36．40･54･55･

58）

3頚以外の貝殻腹縁圧痕文が施文された土器群である。44，47，106は3顛に比べると焼成は良好で、か

たくしまっている。44･67･ 106は山形状に、47･289は縦位と斜位に施文されている。67は3頚に近い胎土

であり、やわらかい。口唇部には貝殻による刻みが施される。303は3類に近い胎土である。外面には横位

の、口縁部内面には斜位の圧痕文が施文されている。口唇部は貝殻による圧痕がなされる。頚部には刺突が

施される。335は斜位に施文されている。
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I群6類（292第67図、写真図版54）

乳房状の底部片である。

Ⅱ群の土器（306～309.337.341.356.357第68．71．72図、写真図版55.58.59）

前期の円筒下層式に属すると思われる土器群である。すべて破片資料である。調査区中央のllL～16Lの

Ⅲc刑中心に出土している。306，307，337，341･356･357は胎士に繊維が含まれている。外miの文様は斜

縄文が用いられることが多いが、357は口縁部に結び目縄文（綾繰文）が施文されている。308, 309は外面

の文様は網目状撚糸文が施文される。胎土に繊維は含まれない。

Ⅲ群の土器（322第70図、写真図版56)

322の1個体のみ、調査区北側の6Hで出土した。頚部全周に辿統刺突文が巡り、刺突文直下のみI司一原

体による羽状繩文が施文される。胴部は縄文(RL)が縦位に施文される。繩文時代中期末葉の股花式に扣

当する土器である。

Ⅳ群の土器

後期前葉から後葉にわたる土器群である。当週跡で出土した-|器の!IIで雌も多い。分瑚は従来の土器型式

を参考にして行っているが、断片的な盗料については資料が持ちうる刻目帯の有無や地文の梱類等の外而的

特徴を抽出して行った。粗製土器や半粗製土器については鈴木克彦氏の編年案（2001）を参考に行った。

＜Ⅳ群1類＞

後期前紫に位世付けられ、十腰内I式に比定される土器群である。淵査区北側の9号住居跡･ 18号住居跡

やその周辺、中央部の5号住居跡で出土している。粗製土器以外は口縁部の破片資料で全体の梯子を窺える

資料は出土していない。波状の入組文や沈線によって方形や三角形に区画された文械をもつ土器が多い。施

文されている文槻や器形などによってa～fの6つに細分される。

Ⅳ群1類a (135,324第52.70図、写真図版42･57)

文様帯が波状の人組文で機成される土器群である。口縁部のみで全体を窺える箇料は出土しなかった。

Ⅳ群1類b (141,320第53．70図、写真図版42･56)

方形を主体とした沈線による区画をｲjする土器群である。口緑部のみで全体を窺える闘料は出土しなかった。

Ⅳ群1類c (310第69図、写真図版55)

三角形を主体とした沈線による区画を有する土器群である。口縁部のみで全体を窺える資料は出土しなかった。

Ⅳ群1類d (329,332第71図、写真|叉1版58)

折り返し口縁になっている土器を一括した。破片資料のみである。

Ⅳ群1類e (3，6，96，128，129，134，137，167,220,232, 234,257，321，346第40．51．52･55･

60･62．64･70･72図、写真図版32･41．42．44･49･50･52．56･58)

口縁の断面形が「く」の字状を呈す粗製土器及び半粗製土器を一括した。口緑端部がやや尖る土器が多い。

Ⅳ群1類f (244,245第63図、写真図版51･52)

撚糸文が施文される粗製土器である。1個体分出土した。器穂は深鉢である。245は無文であるが244と同

一個体の底部であるため当瀬に含めた。
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＜Ⅳ群2類（232第61図、写真図版50）＞

後期前葉から巾葉に位慨付けられる土器である。洲査区北側で1点のみlll土している。口緑部宙料である。

頚部には沈線が少なくとも2条巡る。口緑部は左右JI§対象な波状を呈す。

＜Ⅳ群3類＞

後期中葉に位慨付けられ、‐|腰内Ⅲ式に比定される上器群である。、01追跡のなかで雌も出土価が多い。調

査区のほぼ全体で出土しているが、なかでも3号住居跡、1判北2簡所の避物包含層からの出土が多い。文槻

は入組文を主体とし、鍵状やC字状、もしくは鍵状にC字状を組合せたものなどのモチーフがみられる。後

期の土器のなかでは他の類に比べて滞形全体の槻子が窺える資料が多い。器椰は鉢、深鉢、壷、注口、WL

土器などである。施文されている文搬などによってa～iの9つに細分される。

Ⅳ群3類a (4，52，57，71，75，76，90、104，108，189，225，235，259，273第40･43･45･47･49･

50．57．60．62．64･65図、写真図版32･34～36･38．40．46．49･50･52･53)

文棟帯が入組文で柵成される土器群である。モチーフには腱状、C字状などがみられる。入組文を柵成す

る帯状文内が1種の原体を異方向に回転させて施文する、いわゆる異方向羽状繩文のものを一括した。この

なかには当類に属すると思われる破片資料も含めている。口縁部や頚部に刻目帯を有する土器ともたない土

器はほぼ同数である。原体にはRLの0段多条を用いることが多いようである。

Ⅳ群3類b (34，49，55，72～74，91，206，238，316，350第41･ &13．45･ '17･59．62．69．72図、写真

図版33．34．36･38･48･50．56．58)

文様帯が入組文で柵成される士器群である。モチーフには鍵状、C字状などがみられる。人細文を櫛成す

る帯状文内が2棚の原体で羽状に施文されているものを一柄した。ll緑端部に典ll『I柵を有する土器が多い。

原体には0段多条が多用される。

Ⅳ群3類c (53, 226, 227, 252、266，317，358第43･60･61･63･65･69．73図、写真図版34･49･51･

53．56．59）

文様帯が人組文で柵成される土器群である。モチーフには腱状、C字状などがみられる。入組文を柵成す

る帯状文内が羽状にならないものを一括した。口縁端部や頚部に刻目帯を有する土器が多い。原体にはRL

の0段多条が多用される。

Ⅳ群3類d (56，94，95，171，237，315第43．48．56．62．69図写興図版34･38．45．50．56)

文棟帯が直線的な帯状文で柵成される土器群である。柵状文内はl棚のll;(体による>1>l状繩文が施文されて

いる。磨消手法による無文帯が帯状に巡るものが多い。56，94は口唇が肥厚する。95は94と同一個体である。

237は胴部破片である。

Ⅳ群3類e (9，12，33，48，71，84，92，97，164, 166, 169, 217, 228，229，236，276，354，360第

40～42．45．47．48．55．60～62．66．72．73図、写典図版32～34．36．38．39．44．48～50･53･59)

口縁端部もしくは頚部（一部に胴部）に資ll目帯を有する土器を一括した。’三I縁部に刻目帯を有する土器に

は1条のもの（33，71，97，166，228，236、354)と2条以上のもの(84, 169, 360)がある。12, 92, 164,

217, 229, 276は頚部に、9，48は休部に刻[1補を有する上器である。48は外面に貼撤を有する。Ⅳ群4類

(後期後葉）の土器を多分に含んでいる可能性がある。

Ⅳ群3類f (8，264第40．65図、写真図版32．53)

’二1縁部に刻'三l補をもたない土器を－II\した。 8はI_1唇部に小突起がつく。264は口樗部が肥厚する。無文
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帯より一段高くして縄文を充填している。

Ⅳ群3類9(153第53図、写真図版43)

単孔土器である。直線と弧状の刻目帯を用いて施文している。文槻は穿孔部を中心に展開している。

Ⅳ群3類h (15，68，69，224第40･45･60図、写真図版32･36．39)

注口部のみの土器を一括した。69は外面に黒光りするほどミガキ調整を行っている。15と69には割れ口に

アスファルトと思われる物質が付肴している。

Ⅳ群3類i (42，60，77～80,83,99, 138, 139, 145、319，325，327第42･44．46047．49．52･53･

70．71図、写真図版34．35･37～39．42･43･56･57)

土器の体部上半が外反し、口径と比べて底径が極端に小さい粗製土器及び半粗製土器を一括した。77，99

は口縁端部が肥厚する。原体はLRを用いるものが多い。

＜Ⅳ群4類＞

後期後葉に位岡付けられ、十腰内Ⅳ式に比定される土器群である。調査区北側の17号住居跡及びその周辺、

南側遺物包含暦で出土している。文禄は入組文を主体とし、柳掛け状や木葉状などのモチーフがみられる。

器種は鉢、深鉢、壷、注口などである。施文されている文様などによってa～fの6つに細分される。

Ⅳ群4類a (10第40図、写真図版32)

文槻帯が細掛け状の入組文で櫛成され、口縁部が無文になる土器である。口緑端部と頚部に刻目帯を有し、

刻目帯にはさまれた口縁部が無文になる。入組文を柵成する帯状文内は2種の原体による羽状縄文を充填手

法で施文している。

Ⅳ群4類b (31, 158～161, 165, 186,207,312第41･54．55･57･59．69図、写典図版33.43～45.48･

56）

文様帯が裸掛け状の入組文で栂成される土器群である。入組文を櫛成する帯状文内は2種の原体による羽

状繩文か斜縄文を施文する。施文の手法は充墹のものが多いようである。

Ⅳ群4類c (210, 262, 274, 275第59．64～66図、写真図版48･52．53)

文様帯が木葉状の入組文で構成される土器群である。入組文を櫛成する帯状文内は2種の原体によるもの

で、充填手法が主である。262の口緑は5単位の波状口緑で、頂上部に大突起が付き、一番低い部分に小突

起が付く。274, 275は口緑端部や頚部に刻目柵を有する。

Ⅳ群4類d (35，93第41．47図、写典図版33．38)

突起を有する口縁部資料を一括した。

Ⅳ群4類e (187第57図、写翼図版45)

貼棚を有する費料を一括した。187の1点のみで胴部資料である。

Ⅳ群4類f (102, 156, 233, 256,263、313，326第49．54．61．64．65．69．71図、写真図版40．43･

50･52･56･57)

体部が丸みを糊び、口縁部が内傾する粗製土器及び半粗製土器を一括した。斜縄文が施文される土器の原

体はRLを用いるものが多い。156, 263の外面はミガキ淵整のみである。233,313は口縁端部が肥厚する。

256は丸底状で、2種の原体による羽状縄文が施文される。313は口縁端部の内側が殺がれて傾斜している。
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＜Ⅳ群5類＞

後期に比定される土器群を一括した。器稲は鉢、洩鉢、深鉢、台付鉢、壷、香炉形土器？である。施文さ

れている文梯などによってa～hの8つに細分される。

Ⅳ群5類a (89，107，280，333第47．50･66･71図、写真図版38．40．53．58)

沈線のみが観察される土器片である。すべて胴部資料である。

Ⅳ群5類b (11, 85, 148, 174, 183、188, 209, 245, 254、265，328，345第40．47．53･56．57．59･

63．65．71．72図、写真図版32．38．43．45．48．51～53．57．58）

粗製土器・半粗製土器のうち、羽状縄文が施文されている土器及び2種の原体によって施文されている土

器(11，245)を一括した。羽状繩文は1籾の原体によって施文される土器よりも2樋の原体によって施文

される土器のほうが多い。11, 148, 188, 254は口唇部が肥厚する。209は口唇部が内殺ぎされている。

Ⅳ群5類c (13，23，41，43，54，61～66, 81, 82, 87, 109, 157，163, 168, 179, 180, 184，185, 190,

191, 194, 198、199, 218, 222,230, 239、246, 248, 253, 258, 260, 271，277，314，363第40～47，50，

54，55，57，58，60～66，69，73図、写真図版32～38，40，43～46, 48～53，56，59)

粗製土器・半粗製土器のうち、RL縄文が施文されている土器を一括した。13，163，180、198, 246, 260,

271は口唇部が肥厚する。66は口唇部が平坦になっている。82は口唇部に粘土を足して肥厚化している。218,

363は頚部に沈線が数条巡る。222は壷形の土器で魏部に繩文圧痕が施文される。

Ⅳ群5類d (2，5，45，46，51，58，59，88、103, 146, 149, 151, 162, 170、192, 193, 200～202, 208、

222,231, 261, 268,323,347第40．42～44．47．49．53．55･57～59．61．64･65．70．72図、写真図

版32．34．35．38．40．43～46･48･50．52･53．57．58)

粗製土器・半粗製土器のうち、 LR繩文が施文されている土器を一括した。2, 151, 193, 261は口唇部

が肥厚する。5は鋸歯状の沈線、46，162，268は平行沈線、146は不規則な沈線が施文される。

Ⅳ群5類e (22，40，86，101，136，152，154，196，223，247，349第41．42･47･49･52･53･57･60･

63．72図、写真図版32．33．38．39．42．43．46．49．51．58）

粗製土器・半粗製土器のうち、不規則な繩文が施文されている土器を一括した。223は丸底状で上げ底状

になっている。

Ⅳ群5類f (100, 150, 279, 304, 351～353, 195, 348第49．53･57･66･68．72図、写典図版39･43･

46．53．55．58）

粗製土器・半粗製土器のうち、無文の土器を-括した。279は成形時の指頭圧痕が観察される。304は口縁

部資料で口唇部が内殺ぎされている。

Ⅳ群5類g (1，7，14，32，50，98，140、182, 215, 216、219, 221, 278, 344, 364、355，364第40･

41．43．48．52･57･60･66･72･73図、写典|渕版32～34．39．42･45･48･49･53･58･59)

粗製土器・半粗製土器のうち、底部資料を一括した。7の外底面には笹葉痕、98，278の外底面には木葉

痕、355の外底面には縄文が観察される。50，221は高台状を果しており、221は高台のつけね部分に刻目帯

が1条巡っている。

Ⅳ群5類h (269, 270, 318, 330第65．69．71図、写真図版53.56.58)

上記以外の土器を一括した。269は撚糸文が施文されている。270, 330は沈線が施文されている。318は香

炉形土器もしくは土偶の頭部である。器体の全周に刻{三1滞が巡り、典|旧帯と刻日帯の迎結部分には貼緬がさ

れる。
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V群の土器

弥生時代に属すると思われる土器群である。すべて破片資料である。 2号化居跡及び周辺のⅡ咽からの出

上が多い。外面の文槻の棚顛によって5類に細分される。

V群1類(21,26～30，281，283，340，342，359第41･66･72．73図、写典図版32．33･53･58･59)

沈線文を多用する土器群である。平行沈線文、山形文、連弧文、渦巻き文などが施文される。V群のなか

では出土点数が雌も多い。2号住居跡及び周辺からの111土が多い。弥生時代後期に胴すると思われる。繩文

を併用するものが多い。

V群2類（249,250第63図、写真図版51)

帯縄文が施文されている土器群である。繩文施文後平行沈線文や連続山形文が施文されている。弥生時代

後期に属すると思われる。南側遺物包含層(211, .21M)からの出土である。

V群3類（282第66図、写真図版53）

282は外面に隆帯をもつ土器の口緑部資料である。隆帯は指頭により連続的な押圧が加えられている。踏

瀬大山式に併行する土器である。

V群4類（25，105，343第41．49．72IXI、写典1文1版32･40．58)

交互刺突文と沈線文が施文されている土器群である。25，105，343の3点のみで全体の様子を窺える資料

は得られなかった。焼成があまり良くなく、三|器は非常にやわらかい。弥生時代後期の天王山式・渦舟沢式

に併行すると思われる土器群である。

V群5類(24･251･331 ．338第41･63･71･72図、写真図版32･51．58)

v群に属すると思われる繩文のみの土器である。全体的に器面の磨滅が符しいものが多い。

Ⅵ群の土器(205, 311, 334, 336,339第58･69.71･72図、写真図版47.55･58)

時期を特定できなかった土器である。205は1号埋設土器である。頚部全周に貫通孔が巡る土器である。

外面はRL縄文が施文される。311,334,336, 339は緒節縄文が施文されている。

2．石器

当遺跡で出土した石器は石蹴6点、尖砿器3点、石鍬1点、石匙2点、箆状石器1点、不定形石器20点、

UF9点、剥片20点、砕片ll点、石核1点、打製石斧2点、磨製石斧6点、磨製石斧未成品2点、半円状III

平打製石器1点、調整痕を有する礫2点、磨石・厳石類36点、石皿3点、台石1点、砥石1点、円礫38点、

搾状礫5点の総数171点である。全て登録を行い、UF，剥片、砕片、III礫、棒状礫を除く88点のうち76点を

爽測・褐戦している。使川・加工痕跡のないIﾘ礫・棒状礫のなかでも注意を促すものについては登録を行い、

そのうち2点実測・褐戦している。

分類を行うにあたって、剥片石器は石鍼、尖頭器、石錐、石匙、箆状石器に分けそれ以外は不定形石器と

して扱った。その他については形状と使用痕跡からfi核、打製石斧、l騨製石斧、半円状刷平打製石器、澗整

痕を有する礫、勝石・舷石類、石皿、台石、砥石に分けた。
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石鑑(110, 365～369第50･74図、写真図版40.60)

刷平で左右対称、尖頭部と幅広な脳部を有する小形の石器である。3号化勝跡から1点、遺柵外から5点

lll土している。全て褐戦している。壁部の形態が判別できるものは5点で、全てｲi茎鰄である。基部の形態

から2種類に分けられる。

石錐A類(110, 365, 366, 369第50･74図、写真図版40．60)

平舷の有茎嫉である。110．365．369は平面形が正三角形状を呈すものである。IIIj面とも丁寧に調整が施

されている。110の基部にはアスファルトが付着している。366は平而形が二等辺三角形を呈すもので、基部

は丸みを帯びている。

石鹸B類（367第74図、写典Ⅸ|版60）

凸基の有茎鰔である。367のみである。縁辺が直線的で菱形に近い形状を呈す。

上記外として368がある。基部が欠損している。澗整は2側縁には施されているが、素材の剥離面を大き

く残している。大きさ・廼趾を考えると未蜘品の可能性がある。

尖頭器（16，211，370第40･59.74図、'写真図版32.48.60)

両側緑から調轆によって尖頭部を作り出している石器である。石蹴よりは大形で厚さ、亜賦がある。1号

住居跡から1点、遺物包含屑から1点、過櫛外から1点出土している。命て掲峨している。16と370は騒部

資料である。16は細身のもので、両面とも丁寧に整形されている。370は他のものと比べると大形のもので、

澗慾も粗い。211は2側縁が直線的で、蕊部は丸みを帯びるものである。素材の剥離而は残るものの両面と

も370と比べると比較的丁寧に整形されている。

石錐（371 第74図、写真図版60）

穿孔具と考えられている石器である。端部に四方向からの澗艇によって錐部を作っている。断面形は菱形

状を呈す。通欄外から1点出土している。棒状のもので両面とも入念な凋盤が施されている。先端部の摩滅

が著しい。

石匙（372,373第74図、写真l叉1版60)

両側縁から快りを入れることで作り出されたつまみ部とつまみ部とは異なる側縁に刃部を有する石器であ

る。遺櫛外から2点出土しており、2点とも褐戦している。272,273ともにつまみ部をkにすると刃部が横

長になる横形の石匙である。刃部は服面側からの急斜度調整によって作り出されている。断而形はD字状を

呈す。373はパルプを除去する調雛がなされている。

箆状石器（374第74図、写真図版6()）

平面形は綴形もしくは楕Iﾘ形を呈し、端部に刃部を有する石器を箆状石器とした。遺柵外から1点出土し

ている。横長の剥片を素材とし、素材の形状を大きく変えることなく刃部の作出と整形を行っている。

不定形石器(17, lll～113, 130, 142, 203, 212, 213, 240, 284、375～378第40.50.51.53.58.74

図、写真図版32．40～42．‘16．60）
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前述のとおり石鰔、尖頭器、石錐、石匙、箆状石器以外の剥片石器を一括して扱っている。1号住居跡か

ら1点、3号住居跡から3点、5号住居跡から1点、9号住居跡から2点、112号柱穴状土坑から1点、遺

物包含層から4点、辿柵外から8点の計20点出土しており、16点褐戦した。

当遺跡出土の不定形石器は刃部の位置と形態から大きく4つに大別し、必要に応じて細分を行っている。

不定形石器A類(111～113, 130, 142, 240, 375～377第50．51．53．62．74図、写真図版40～42．51･

60）

剥片の側縁に刃部を有するもので、緩斜度渦鞭によって刃部を作り出している。削器に類するものである。

1側縁に刃部があるもの(A1 : 111, ll3, 240, 375～377)と2側縁以上に刃部をもつもの(A2 :112,

130, 142)の2樋に細分される。lllは交互両面調雛によって、112, ll3, 130, 240, 376，377は背而側か

ら調整によって、142は腹而側からの調整によって、375は両面からの淵縦によって刃部を作り出している。

不定形石器B類(213, 284第59･66図、写真図版48．53)

剥片の端部に刃部を有するものである。急斜度調整によって刃部を作り出しており、掻器に頚するもので

ある。213は背面mllからの澗整によって、284は両面からの調整によって刃部を作り出している。284の背面

側の調整は非常に緩斜度の調整で片刃状の刃部作出の意図が窺える。

不定形石器C類(17，203第40･58図、写真図版32･46)

側縁の一部に快人状の刃部を有するものである。17, 203ともに背面側からの細かい調整によって刃部を

作り出している。

不定形石器D類(212, 378第59図、写真図版48.60)

対向する二辺に相対する剥離痕を有するものである。所謂喫形石器に近似するものである。二点とも片面

全而に礫面を残し、断面形がD字状で厚みのあるものである。

石核(380第74図、写真図版60)

石核と思われるものが過柵外から1点出土している。作業面は1而のみで、作業面以外の面は礫面のまま

である。

打製石斧（172,387第56.75図、写真図版45.61）

剥離調整によって成形された石斧である。6号住居状遺櫛から1点、遺柵外から1点出土している。172

は棒状の礫の端部に両面からの剥離調整によって刃部を作り出している。側面には敲打痕がみられる。基部

側は欠損している。387は片面に礫面を大きく残す石斧である。基部側・刃部側ともに欠損しているため全

体像は不明である。

磨製石斧（18, 115,382～385第40.50.75図、写真図版32.40.61)

敲打や研磨によって成形された石斧である。1号住居跡から1点、3号住居跡から1点、遺柵外から4点

のJ1･6点が出土している。18，115，383～385は定角式磨製石斧である。両面とも顕著な研磨痕がみられる。

完形のものは383の1点のみで他の4点は18が基部のみの資料、115,384,385が刃部もしくは刃部の一部を

欠損している資料である。382は片面の刃部にのみ研磨痕がみられる。基部及び側縁には剥離痕がみられる。

382は刃部が研磨によって成形されているため完成品としたが、大部分が剥離調整の段階で止まっているた

め、未成品の可能性もある。
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磨製石斧未成品（116,381 第50.75図、写真図版40.60)

製作の途中であると思われるものである。3号住居跡から1点、週柵外から1点出土している。116は片

而の中央部分に研磨痕がみられるが、その他の大部分は敵打による成形段階で止まっており、側面には剥離

痕が残っている。381は片面の中央部分に研磨痕がみられるが、その他の部分は敲打による調整段階もしく

は未淵雅であるため未成品とした。刃部には両面からの剥l離痕が観察される。このまま使用された可能性も

ある。

半円状扁平打製石器（386第75図、写真図版61）

一側縁が画線状で反対の側緑が弧状をなし、器形が概ね半円状を呈すように剥離調整された石器である。

遺櫛外から1点出土している。直線状を呈す側縁には磨痕が顕著に観察される。両面とも縁辺部のみの調整

しか施しておらず、素材の面を残している。

調整痕を有する礫(119, 177第51.56図、写真図版41.45)

3号住居跡から1点、1号土坑から1点、遺構外から1点の:|･3点出土しており、そのうち2点を掲載し

た。棒状の礫の縁辺部に調整加工がなされている。119は一側縁の約1/2に両面から連続的な調整が施されて

いる。他方の側縁には淵溌が施された範囲と同等の部分で稜の讃れが観察される。177は一側縁の約3/5に調

整が施されており、稜は潰れている。用途等詳細は不明である。

磨石・敲石類（19,36～38, 117, 118, 131, 132、155, 173, 197, 214, 241, 242、285, 388～402第40･

41．50．51．53．56．57．74･76.77図、写真図版32．33．41･43．45．46．60～62)

迪柵内外から計36点出土している。そのうち30点を褐戦した。この器極は自然礫を利用して「磨る・破く・

讃す」という機能を有する石器の一群である。使用痕跡によって機能別に分類されるが、使用痕跡は単独で

観察されるものよりも襖合して観察されるものが多いことから、一括して扱っている。観察される使用痕跡

の組合せによってA～F類の6類に分類し、素材の正面観の形状によって細分している。当遺跡ではA類が

多数を占めている。

＜磨石・敲石A類磨石＞

隅而のみを有する礫である。素材の正面観によってAl瀬～A4類に細分される。

磨石・敲石A1類(37，118，155，388，394，396第41･50･53．76図、写真図版33･41･43･61．62)

円形基淵の礫である。使用面は37,388,394,396が表喪2面、118, 155は全面またはほぼ全面である。

磨石・敲石A2類(38，ll7，131，391，397第41･50･51･76･77図、写真図版33．41･61･62)

梢円形韮澗の礫である。使用面は397が1面、38，117，131が表裏2面である。391の使用面は両端部に4

面あり、末端部は線状になっている。131は約1/2を欠損している。

鰯石・砿石A3類(36，402第41･77図、写真図版33･62)

方形雅洲の礫である。36は4面を使用而としている。402は使川Imがl imのみの資料である。

磨石・敲石A4類(197,241,242第57．62図、写真図版46･51)

Al～A3斌に入らない礫の一群である。使用面はすべて表襲2而である。

＜磨石・敲石B類凹石＞

凹部のみを有する礫である。素材の正面観によってBl類～B3類に細分される。
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磨石・敲石B1類(214第59図、写典図版48)

梢円形基調の礫である。lul部は表裏の2箇所に観察される。

醗石・砿石B2類(401第77図、写真図版62)

方形基調の礫である。凹部は表嬰2箇所に観察される。

磨石・敲石B3類(173第56図、写典図版45)

Bl，B2類に入らない礫の一群である。表面に凹部が観察される。

＜磨石・敲石C類敲石（389,400第76.77図、写真図版61.62)>

敲打痕のみが観察される石器で、棒状の礫を素材としている。389は下端部のみに、400は上下両端に破打

痕が観察される。

＜磨石・敲石D類磨石十敲石＞

磨而と敲打痕を有する礫である。紫材の正面観によってD1類～D3類に細分される。

磨石・敲石D1類(398,399第77RI、写真IXI版62)

｜ﾘ形韮洲の礫である。398,399ともに畷Ihiは我襲2面に観察される。398は側緑の3箇所に、399は側縁の

ほぼ全周に敲打痕が観察される。

磨石・敲石D2類(395第76図、写典図版61)

球形基調の礫である。磨面は表理2面の中央部に観察される。下端部には破打痕が観察される。

磨石・敲石D3類(19第40図、写真I叉1版32)

方形基調の礫である。3面に磨而が、上端部に敲打痕が観察される。

＜磨石・敲石E類磨石十敲石十凹石（285第66図、写真図版53)＞

285の1点のみである。I腎而、凹部、敵打疲を有する梢円形踏洲の礫である。表喫2面に磨面と凹部が、

下端部には敲打痕が観察される。

＜磨石・敲石F類特殊磨石（390,392,393第76図、写真図版61)＞

断面形が三角形もしくは扁平な礫を紫材とし、一側縁または複数のMll緑を使用している、特殊暦石と呼ば

れる礫の一群である。390は表裏2面とも平滑になっており、使用の痕跡が窺える。392．393は一部のみの

資料である。

石皿（20.39.403第40･42･77図、写典図版32･33.62)

大形の礫の一面もしくは二面に、広範囲にわたって磨面もしくは磨面と敵打痕が観察される石器である。

1号住居跡から1点、2号住居跡から1点、適櫛外から1点出上している。20はやや凹んだ使用面の観察さ

れる礫破砕片である。39，403の使川而は1面のみでほぼ平畑である。

台石(178第56図、写真図版45)

大形の礫の平坦面に敲打痕が観察される石器である。1号士坑から1点出土している。不整形の礫を使用

している。

砥石（404第77図、写真図版62）

通柵外から1点出土している。ブロック状の礫の1面のみを使Ⅱlしている。使川による線条痕が顕蒋であ

る。
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円礫(120.121第51図、写真図版41)

明瞭な使用痕跡は硫認できなかったが、過柵内からの出土であったため褐戦した。

この他にUF2点(114.143第50･53図、写典I災1版40)と剥片2点(181．379第74図、写真図版45･

60)を褐戦している。

3．土製品

当通跡で出土した土製品はミニチュア上滞5点、1:偶2点、スタンプ形土製品2点、円然状士製品1点で

ある。すべて褐戦している。

ミニチュア土器(122, 133, 144, 243, 405第51.62.78図、写真図版41.51.62)

非常に小形の土器の一群でミニチュアl器といわれているものである。3号住居跡から1点、5号住居跡

から1点、9号住居跡から1点、包含屑から1点、過柵外から1点の計5点州土している。122は口縁部か

ら胴部までの破片資料である。口縁端部と頚部に刻目帯を有し、頚部の刻目帯から下部には異方向羽状繩文

が施文されている。133, 144は手づくね製で脈文である。144のrl唇部には細かい亥ll目が観察される。243,

405は縄文が施文されているものである。

土偶(123, 406第51.78図、写真図版41･62)

3号住居跡から1点、適櫛外から1点の訓・2点が出土している。123は顕部・lilj腕・左つま先を欠いてい

る。胸部から腹部にかけては棒状工具による刺突によって、腰部には縦方向の短沈線によって施文されてい

る。406は脚部のみの資料である。

スタンプ形土製品（124,407第51･78IXI、写真図版41.62)

3号住居跡から1点、遺構外から1点の計2点が出土している。124は実測図の下而にあたる部分に沈線

によって施文されている。つまみ状の部分には賀通孔を有す。407は器面全体に沈線によって施文されてい

る。つまみ状の部分には貫通孔を有す。

円盤状士製品（408第78図、写真図版62）

408の1点のみで過柵外から出上している。沈線と繩文によって施文された土器片を利用し、沈線が艮軸

の位個になるように再加工している。1I1央部にはアスファルトと思われる物質が付菅している。
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4．石製品

当迩跡で出土した石製品は軽石製品2点である。この他に調査区外で表採された円盤状石製品があるが、

参瀞資料として掲載している。

軽石製品（147, 409第53.78図、写真図版43．62)

12号住居跡から1点、通柵外から1点の31．2点が出土している。147は刃のない斧のような形状をしてい

る。ほぼ全面研磨されている。上部の一部を欠損している。409は板状のものである。上部に表裏両面から

穿孔されている。穿孔された部分より上部は欠損している。

円盤状石製品（410第78図、写輿図版62）

調査区外で表採されたものである。若干であるが研磨痕が観察される。

5．銭貨（204,411第58．78図、写真図版46．62）

本遺跡では2枚の古銭が出土している。204は128号柱穴状士坑から出土したものである。銭名はあるもの

の磨滅していて解読することはできなかった。411は迩永通宝で、週柵外から出土したものである。新寛永

である。

6．自然遺物（125～127写真図版41）

自然遺物にはアスファルト、炭化した木の実、獣骨がある。125, 126はアスファルトで、ともに3号住居

跡からの出土である。このうちの1点を分析に出しており、成果はⅦ軍で述べる。この他に150の土器の中

にも容器一杯にアスファルトが詰まって出土している。127は炭化した木の実で、3号住居跡からの出土で

ある。

この他に21号土坑からは獣骨が出土している。種類はイノシシと思われ、部位は頭骨1個分（右側頭骨破

片、側頭骨破片を含む)、左右下馴犬歯各1点、左第三後臼歯1点、後臼歯破片1点である。（註1）

註1 獣骨の同定は八戸市縄文学習館の小林和彦氏に依頼した。
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第5表遺物観察表（土器）

ｌ
届
《
Ｉ

掲栽
稀号

出土地 器種・部位 分頚 文 様 の 特 徴 術 考
図
版

写
真

1 1号住覆土下位 鉢？ 闇～底 W59 胴ド：RL？ 底・底面:M内面：ミガキ 40 32

2 l911 糧士下位 深鉢 口 W5d 繩文(LR) 内面：ナデ 40 32

3 1号ｲ」 Q1個土下位 深鉢 口 Wle 頚：圧痕(LR) 内面:N 40 32

4 1%州 Ql掴土上位 深鉢 胴 W3a 異方向羽状繩文(RL，0段多条)+沈線手法：磨消内面:M 十腰内Ⅲ式相当 40 32
－
０ 1剛ｲ1 潤土 深鉢 胴 W5d 繩文(LR)+沈線内面：ナデ 40 32

6 1号住覆土 深鉢 ロ Wle 繩文(LR)+沈線口唇：圧痕（LR？） 内面:N 40 32

7,19(EQ1個土 深鉢 底 W59 底面：笹葉痕内面：ナデ 40 32

81 1号住覆土 注口 ・口 W3f 口唇：貼瘤突起異方向羽状縄文(RL，0段多条)+沈線内面:N 40 32

91 1号住Ql覆土 胴 W3e 繩文(RL) 刻目帯（上下に沈線） 内面：ナデ 40 32

1Oll号住湿土 深鉢・口～胴 IV4a
口：波状口端：刻目帯（下部に沈線）頚：刻目帯（下部に沈線） 胴：入縄文
(鯉掛け状）繩文(LR)+非結束羽状剥文(LR･RL)手法：充填？ 内面:M

ノ
ー
､形
-腰内Ⅲ～Ⅳ式相当

40 32

11 1 1号住覆土 鉢・口 W5b 縄文内面：ナデ 40 32

12 1\11§ 掴土 深鉢・胴 W3e 頚：刻目帯（上下に沈線） 内面：ナデ 40 32

13,1号住覆土 深鉢・口 W5c 繩文(RL) 内面:N 40 32

1‘1 1号住Ql榎土 底 W5g 内面：ナデ 40 32

15 1号住覆土 注口 注口 W3h 割れ口にアスファルト付着 40 32

21 i2号住床面(相当） 壷？ 胴 VI 繩文（RL？)→平行沈線文内面:N 4 32

2212号住2層 壷？ 胴 W5e 繩文（RL？） 内面：ナデ 4 32

2312号住Q4覆土 深鉢 口 W5c 繩文(RL) 内面：ナデ 4

24121 住Q4糧土 鉢？ 胴 V5 繩文（RL？） 内面：ナデ 4 32

25121 '住掴土（ 2J n) 鉢？ 口 V4 平行沈線文十交互刺突文内面：ナデ 天王山式・湯舟沢式併行 4 32

26 21 ･住覆土（ 2J n) 壷？ 胴 V 平行沈線文十山形文内面：ナデ 4 32

27 2I 住覆土（ 2J n) 壷？ 胴 V 縄文（RL？）＋渦巻き文内面：ナデ 和井内東式併行 4 33

28 2号住糧土（ 2J n) 胴 V 沈線文内面：ナデ 4 33

29 2号住湿土（ 2J n) 胴 V 連弧文内面：ナデ 4 33

30 2号住彊土（ 2J n) 壷・胴 V 繩文（RL？)→渦巻き文内面：ナデ 4 33

31 2号住覆土（ 2J n) 屑 W4b 非結束羽状剥文(RL・LR)÷沈線手法：充填内面：ナデ 4 33

32 2引1 盟土（ 2J n) 底 IV5g 内面：ナデ 4 33

33 2割1 湿土（ 2J) 深鉢 口 W3e 口：波状口端：刻目帯口唇：肥厚内面：ミガキ 4 33

34 2号11 湿土（ 2J) 壷？ 飼 W3b 非結束羽状縄文(LR･RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 畷消部分に光沢あり 4 33

35 2号(』 床下 深鉢 口 W4d 口：突起付波状沈線内面：ナデ 4 33

40 3号{1 床面 深鉢 閥 W5e 繩文(RL) 内面 ナデ 42 33

41 3号Ⅱ 床而 深鉢 胴 W5c 繩文(RL) 内面 ナデ 42 33

42 3副I 床面 深鉢 Ⅳ 胴～胴下：繩文(Rl ,） 底：部分的にナデ内面：ナデ 42 34

43 3割1 床面 深鉢・口～胴 W5c 縄文(RL) 内面 ナデ 42 34

44 3号{1 床面 深鉢・胴 15 貝殻腹縁圧痕文（山｝;文） 内面：ナデ 42 34

‘15 3引狼床直 深鉢 W5d 繩文(LR) 内面 ミガキ？ 42 34

46 3号住Q3床直 深鉢・口 W5d 口：微波状繩文(LR)→平行沈線（片刃状工具による) 3段以上内面：ナデ 42 34

47 3号住Q3床直 深鉢・口 15 [l :突起付波状貝殻腹縁圧痕文（縦位・斜位)、刺突文2段以上内面：ナデ 42 34
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48 3号住留土下位 壷？・胴 W3e 苗割瘤、刻目帯（2段、上下に沈線） 内面：ミガキ 磨消部 ｵにう6沢あり ’ 2 34

49 3号住覆土下位 深鉢・完形 W3b
口端：刻目帯（下部に沈線）頚：刻目帯（上下に沈線）
胴：入組文非結束羽状繩文(LR･RL，0段多条)+沈線手法：職尚内面：ミガキ

十腰内
胴部文

ロ
守
与
０
１
１

式
帯

Ⅱ
策

l当
単位

43 34

50 3号住個土下位 台付鉢・台部 W59 無．〔（ナデ） 内面：ナデ 43 34

51 3号住個土下位 深鉢・口 W5d 口 繩文(LR) 口唇：醐文(LR) 内面：ミガキ 43 34

52 3号住個土下～中位 深鉢・I／2完 W3a
口：微波状（5単位） 口端：刻目帯（下部に沈線）
口～胴下：人組文異方向羽状繩文(RL)+沈線

頚：刻目帯（上下に沈線）
手法：踊淌内而:M(光）

磨消部分黒い光沢あり 43 34

53 3号住濁土下～II1位 鉢は口鋤。
略充形

W3c
口頚：刻目帯（5段、沈線） 底下：ミガキ
胴：入組文斜繩文(RL，0段多条､)+沈線手法：磨消内而:M(光沢）

十腰内Ⅲ式相当
胴部文様帯2単位

43 34

54 3号住掴土下～II'位 深鉢・胴～底 W5c 縄文(RL，0段多条） 内面：ナデ 器面磨減著しい 43 34

55 3号住掴土中位 鉢？・胴 W3b
非結束羽状剥文(LR･RL，0段多条)+沈線手法：磨滴
刻目帯(1段以上、上ドに沈線） 内面：ミガキ

43 34

56 3号住掴土中位 深鉢・口 IV3d 口唇：肥厚異方向羽状繩文(RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面：ミガキ 43 34

■■向

｡』 3号住掴土中位 深鉢・口 IV3a
口：波状口唇：肥以異方向羽状縄文(RL、0段多条）÷沈線手法：應淌
刻目帯（下部に沈線） 内面：ミガキ

43 35

58 3号住覆土中位 壷・頚～底 W5d 頚：縄文(LR、0段多条)+沈線弱：縄文(LR，0段多条）底：上げ底状内面:N 43 35

59 3号住濁上中位 深鉢 口 W5d 楜文(LR，0段多条） 内面：ミガキ 44 35

60 3号住覆土中位 深鉢 [1 Ⅳ 翻文(LR) 内面 ミガキ 44 35
■
戸 61

62

3号住盟土中位

3号住覆土中位

深鉢

鉢？

胴～底
口

W5c

W5c

胴下：繩文(RL)

繩文(RL) 内面

底：ミガキ？ 唾面：網代痕内面：ナデ
ミガキ

44

44

35

63 3号住穏土中位 深鉢 口 IV5c 繩文(RL) 内而 ナデ 44 35

64 3号住掴土中位 深鉢 胴～底 W5c 胴下：縄文(RL， 段多条） 底：ミガキ底面：網代痕内面：ナデ 44 35

65 3号住個土中位 深鉢 口 W5c 繩文(RL) 内而 ナデ 44 36

66 3号住覆土中位 深鉢 口 W5c 縄文(RL) 内面 ミガキ 外面にタール状の付着物 45 36

67 3号住掴上中位 深鉢 口 I5 貝殻腹縁圧痕文（山形文） 口唇：貝殻による刻み（めくれ） 内而：ナデ 45 36

68 3号住週土中位 庄川 注口 IV3h 45 36

69 3号住潤土IID(M 注口 注口 W3h ミガキ（光沢） 割れ□アスファルト付着 45 36

70 3号住個土中～上化 深鉢 口～胴 IV3a
口：波状（5噸位） 口鵡：刻目帯（下部に沈線） 頚：刻目帯（~ド部に沈線）
胴：人組文巽方向羽状縄文(RL，0段多条)+沈線手法：職尚内面:M(光）

十腰内Ⅲ式相当
内面煤付着

45 36

71 3号住掴土中～上位 深鉢 ｢I W3e
口縁
胴部

刻目帯（ド部に沈線） 口唇：肥厚頚部：刻目帯（下部に沈線）
繩文(RL，0段多条)+斜行沈線内面：ミガキ

十腰内Ⅲ式相当 45 36

72 3号住狸土中～上位 深鉢・口 W3b
口端
胴部

刻
非

帯（下部に沈線） 口唇：肥厚頚部：刻目帯（上下に洗練）
束羽状繩文(LR・RL、0段多条） 内面：ミガキ

十腰内Ⅲ式相当 45 36

73 3号住掴土中～上位 壺・関 W3b 非結束羽1X繩文(LR･RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 45 36

74 3号住湿土中～上位 胴 W3b 非結束羽1犬繩文(RL･LR、0段多条？）＋沈線手法：瞬滴内面：ナデ 45 36

75 3号住覆土中～上位 深鉢・口 IV3a 異方向羽t犬縄文(RL，0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 45 36

76 3号住榎土中～上位 深鉢？・胴 W3a 人組文 ！方向羽状測文(RL)+沈線手法：磨消刻目帯(上下に沈線）内面:M 45 36

77 3号住覆土中～上位 深鉢・1／2完 Ⅳ n～底：ボ1文(LR) 内面：ナデ 46 37

78 3号住掴土中～上位 鉢・1/2完 Ⅳ 口～胴下：繩文(RL) E:ミガキ内面上半：ナデ内面下半：ミガキ（光沢） 46 37

79 3号住覆-t中～上位 鉢・略完形 Ⅳ 口～底：繩文(RL、LR)→ナデロ唇：一部に刻み内面：ナデ
外面：タール状の付着物
内面：炭化物？付着

46 37

80 3号住覆土中～上位 i深鉢。l/2完 Ⅳ 口～胴下：繩文(LR) ":ナデ（描位） 内面：ナデ 46 37
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81 3号住閥土中～上位 深鉢 胴～底 W5c 胴～胴下：繩文(RL，0段多条） 底：ミガキ（横位） 内面：ミガキ 46 37

82 3号住洞土中～上位 深鉢 口 W5c 繩文(RL) 内面：ナデ 46 37

83 3号住檀土中～上位 深鉢 口 Ⅳ 縄文(LR) 内面：ナデ 47 38

84 3号住掴土中～上位 深鉢 ・口 Ⅳ拠 口：波状口蟷：刻目帯（中央に沈線） 口唇：肥厚内面：ミガキ？ 47 38

85 3号住樋土中～上位 鉢？ 口～胴 W5b 口：無文胴：異方羽状向繩文(RL) 内面：ミガキ 47 38

86 3号住覆土中～上位 深鉢 胴 W5e 繩文(RL) 内面：ナデ 47 38

87 3号住頂土中～上位 深鉢 口 W5c 繩文(RL，0段多条） 内面：ナデ 47 38

胡 3号住覆土中～上位 深鉢 口 W5d 剥文(LR) 口唇：肥厚内面：ミガキ 47 38

89 3号住掴土中～上位 壷・胴 W5a 沈線内面：ナデ 47 38

90 3号住覆土上位 深鉢。l／2完 W3a
口
胴

波状（5単位)、刻目帯（2段、下部に沈線） 頚：刻目帯（上下に沈線）
人組文異方向羽状繩文(LR，0段多条)+沈線手法：磨消内面：N？

小形 47 38

91 3号住調北上位 深鉢・口 W3b
１

口
人

波状口靖：刻目帯（2段、下部に沈線）
1文非結束羽状縄文(LR･RL)+沈線

口唇：肥厚
手法：磨浦？ 内而：ナデ

47 38

92 3号住覆士上位 壷？ 口～罰 W3e 口 縄文(RL、0段多条）甑：刻目帯(2段、下部に沈線）内面：ミガキ(光沢） 器而無い光沢あり 47 38

93 3号住禰一I2上位 深鉢 口 W4d 口 突起付波状、縄文(RL)+沈線手法：充填口唇：肥厚内面：ミガキ？ 47 38

94
3号住洞i2上位。
5号住盟土

深鉢 口 W3d 口唇：肥厚異方向羽状抑文(RL，0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 95と同一個体 48 38

95 3号住彊土上位 深鉢 口～胴 W3d
口
胴

異方向羽状細文(RL、0段多条)+沈線手法：磨浦
縄文(RL、0段多条） 内面：ミガキ＋ナデ（上半）

94と同一個体 48 銘

96 3号住橿士t位 深鉢 口 Wle 口 波状口～頚：繩文(RL) 口唇：圧痕(LR) 内面：ナデ 48 39

97 3号住濁土上位 深鉢 ・口 Ⅳ艶 口 波状、刻目帯（下部に沈線） 口唇：肥厚内面：ミガキ 48 39

98 3号住弱十12位 深鉢 胴～底 W5g 胴下：縄文(LR) E:ナデ底面：木葉痕内面：ナデ 48 39

99 3号住覆土上位 深鉢 口～胴 W 口～胴：縄文(LR) 内面：ナデ 内面煤付着 49 39

100 3号住糧土上位 深鉢 ・口 W5f 無文口唇：肥厚内面：ナデ 49 39

01 3号住個士L(t 深鉢 ・胴 W5e 縄文(LR，RL) 内面：ナデ 49 39

02 3号住糧士卜付 深鉢 口～胴 W4f 細文(RL) 内面：ミガキ 49 40

03 3号住個士1粒 深鉢 口～胴 W5d 剥文(LR) 内面：ナデ 49 40

04 3号住掴zt卜仲仙 深鉢 口～頚 W3a 口頭：入組文異方向羽状繩文(LR，0段多条)+沈線手法：畷消内面：ミガキ 十腰内Ⅲ式相当 49 40

05 3号住覆土 口 V4 平行沈線（3段以上）＋刺突文（三角形・円形） 内面：ミガキ？ 49 40

06 3号住湿土上(11K) 深鉢・胴 I5 貝殻腹緑圧痕文（連続波状)＋刺突文内面：ナデ 50 40

07 3号住闘士 壷・胴 W5a 沈線内面：ナデ？ 50 40

08
3号住PP38
覆土下位

壷・略完形 W3a
口鯛：異方向羽状繩文(RL，0段多条)+沈線
胴：異方向羽状縄文(RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面:M(口頭)+N(胴～底）

十腰内Ⅲ式相当
胴部文棟帯3単位

50 40

09 3号住PP39盟土 深鉢 口 W5c 細文(RL) 内面：ナデ 50 40

28 5号住床面 深鉢 口～底 Wle 口～胴下：繩文(L) 底：ミガキ（横位） 内面：ナデ 十腰内I式（新）相当 51 41

29 5号住Q2覆土 深鉢 口 Wle 繩文(LR) 内面：ナデ 51 41

34 9号住床面 鉢？ 口 Wle 繩文(LR)+沈線内面：ミガキ 52 42

35 9号住床IT 鉢？ 口 Wla 口：波状口唇：刻目入組文繩文(LR)+沈線手法：職肖内面：ミガキ 52 42

36 9号住覗土上位 深鉢 口～胴 W5e 繩文(RL) 内面：ミガキ 52 42

137 9号住渦土上位 深鉢・1/2% Wle
口：波状口～胴：縄文(LR) 胴下～底：ナデ（揃位)+ミガキ
内而：繩文(LR) (口)+ナデ（胴～底）

I〃兵『可且少、KWUノ 丁圃＝ゴ

内面煤付着
52 42



’
一
雪
Ｉ

6 159

｜
蜘
一
皿

掲載
番号

出土地 占
●■■、 器枇・部位 分頚 文 様 の 特 微 備 考 ’

図
版

写
真

錫 q塁昌ｲ士沼十ﾄｰｲ命 深鉢 口～底 Ⅳ 口～眉下：識文(LR) E:ナデ（描位） 底部：木蕊鰹 内面：ナデ ’ 2 42

39 9号住弱十上位 深鉢 l/2完 Ⅳ 口～胴下：凱文(LR､ 0段多条） 底：ナデ内而：ナデ 52 42

40 9号住Q1覆十ト付 鉢？ 胴～底 W5g 胴下：則文(RL、0段多条） 底・底面：ミガキ内而： ガキ 52 42

41 9号住南側覆土 鉢？ 口 Wlb 棚文(LR、RL)+沈線手法：磨消内面：ミガキ 53 42

45 2号住Q2彊土下位 深鉢 胴～底 Ⅳ 胴：縄文(LR) 底：ナデ（横位） 底面：無調整内面 ナデ 53 43

46 2号住Q4覆土 鉢？ 口 W5d 棚文(LR)、沈線内面：ナデ 53 43

48 3号住中撒上 深鉢 口 W5b 非結束羽状細文(LR RL) 内面：ナデ 53 43

49 3号住中揮_上 深鉢 胴 W5d 繩文(LR) 内面： ガキ 43

50 3号住 鉢・略完形 W5f 器面調蕊（ミガキ、横1 のみ内面：ミガキ アスファルト入り土器 53 43

51 3号住 深鉢・口 W5d 繩文(LR) 内面： ガキ？ 53 43

52 3号仲 胴 IV5e 繩文(LR，RL)→平行沈線内面：ミガキ 53 43

53 3号住PP7覆土下 単孔土器・胴 W39 沈線十刻目内面：ナデ 鶉而金体にM(光） 53 43

54 3号住PP7潰土下 深鉢・胴 W5e 繩文(RL) 内面：ナデ？ 53 43

56 7号住覆土下～中位 鉢・略完形 W4f 器面調整（ミガキ、横位）のみ内面：ミガキ
外面：タール状のもの付着
内面：煤付着

54 43

57 7号住覆土中位
深鉢｡
閑~ドー底

W5c
胴下：細文(RL、0段多条） 底：丁寧なナデ（描位）繩文
底面：丁翠なナデ内面：ミガキ

54 43

58 7号住床直 鉢？・胴～底 W4b
胴：人組文非結束羽状繩文(RL・LR，0段多条)+沈線手法：充填？
胴下：繩文（RL？） 底面：上げ底状内面：ミガキ（光沢）

器面全体黒い光沢あり 54 43

17号住覆土下位 深鉢・銅～底 W4b
口：人組文？ 繩文(RL、LR)+沈線頚：縄文(RL，LR)+沈線
胴：入組文非結束羽状繩文(RL･LR)+沈線手法：充填
胴下：非結束羽状縄文(RL･LR)+沈線底：ナデ内面：ミガキ

内面煤付着
十腰内Ⅳ式相当 ’54 44

住床面 注口・略充形 W4b
口：突起付、縄文(LR，0段多条)+沈線胴：人細文繩文(LR、0段多条)+沈線
手法：充填底：ナデ内面：ミガキ（口)＋ナデ（隅～底）

十腰内Ⅳ式相当
＝‐

｡、 44

7号住床下 鉢・頚～底 W4b
釦：半ﾔr江繰胴：繩又(LR)+誕緑子法：充填唾：ミカキ

内面：ミガキ（頚～胴下)＋ナデ（底）
磨消部分黒い光沢あり
小形 ’ 55 44

162 7号住覆土下位 胴 W5d 縄文(LR)、半汀沈線内面：ナデ
一
厭
一

55 44

163 7号住覆土下位 深鉢・口 W5c 繩文(RL) 内面：ナデ
P

0 44

164 7号住覆十H曲 壷？・口～鋪 W3e に1 非結束羽状繩文(RL･LR，0段多条） 頚：刎目粥(上下に沈線） 内面:M
－
０

Ｆ
唾
■
夕 44

165 7号住Ql覆土 壷？・胴 W4b 人I1文非結束羽状繩文(RL･LR、0段多条） 手法：充填内面：ナデ 十腰内Ⅳ式相当小形
ｰ

0 44

166 7号住P44覆土下位 深鉢・IXl～底 W3e
口
胴

波状口鵜：刻目帯（下部に沈線） 頚：刻目排（上下に沈線）
縄文(RL)→斜行沈線底：ミガキ内面：ミガキ

内面煤付着
り
ゅ
ｔ

Ｐ
免
じ55 44

167 18号住床面 鉢・口～底 Wle
口〃

底
"胴下：縄文(LR)→部分的にナデ？
ナデ（横位） 底面：笹葉痕内面：ナデ

十腰内I式（新）相当
外面煤？付着

55 44

168 4号住居状Q3覆土 深鉢・口 W5c 繩〕( (RL) 内面: (ミガキ） 55 45

169 4号住居状Q3覆土 鉢？・口 W3e 口 刻目帯（2段、下部に沈線） 口唇：肥厚内而：ナデ 55 45

170 4号住居状PP1覆土 深鉢・口 W5d 繩文(LR) 内面：ナデ？ 薄手 55 45

171 6号住居状稠十H# 弱・口～諭 IV3d 口頚：異方向羽状縄文(RL、0段多条)+平行沈線(5段） 手法：解消内面:N 56 45

174 16号住居状4～5層 胴 W5b 非結束羽状縄文(LR･RL)+沈線内面：ミガキ 56 45

175 1号土坑覆土下位 深鉢・胴 14 繩文(LR)+貝殻条痕文内面：ナデ 56 45

176 1号土坑覆土 深鉢・口 14 我襲両面に貝殻条痕文口唇：刻目内面：ナデ 56 45

179 17号土坑覆土 深鉢・胴 W5c 繩文(RL) 内面：ミガキ？ 57 45



r一

ー

’
一
鵠
Ｉ

掲敬
悉号

出土地 占
p巳も､ 器穂・部位 分顛 文 様 の 特 徴 術 考

図
版

写
真

80 17号土坑覆土 深鉢？・口 W5c 繩文(RL) 口唇：肥厚内面：ナデ 57 45

82 19号土坑榎土 深鉢 ･底 W5g 内面：ナデ 57 45

83 22号土坑覆土 深鉢 閥 W5b 非結束羽状縄文(RL･LR，0段多条） 内面：ミガキ 薄手、焼成良好 57 45

84 22号土坑濁土 鉢？ 胴 W5c 繩文(RL，0段多条） 内面：ナデ 57 45

85 22号土坑覆土 深鉢 ･胴 W5c 繩文(RL) 内面：ナデ 57 45

86 22号土坑糧土 壷・胴 W4b 繩文(RL)+沈線手法：磨消内面：ミガキ 57 45

87 22号土坑覆土 壷・胴 W4e 刻目帯（2段） 瘤状突起あり内面：ミガキ＋ナデ 十腰内Ⅳ式相当 57 45

88 22号土坑檀土 深鉢・口 W5b 非結束羽状繩文(RL･LR，0段多条） 内面：ナデ 57 45

89 26号土坑覆土最卜付 壷・胴～底 W3a 胴：人組文異方向羽状細文(RL，0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 十腰内Ⅲ式相当 57 46

90 29号土坑圃土下位 深鉢 胴 W5c 縄文(RL) 内面：ミガキ？ 57 46

91 29号土坑覆土下位 深鉢 胴 W5c 繩文(RL，0段多条） 内面 ミガキ 57 46

92 29号土坑魍土下位 深鉢 胴 W5d 繩文（LR？） 内面：ミガキ 57 46

93 29号土坑個土下位 深鉢 口 W5d 繩文(LR，0段多条） 内面 ミガキ？ 57 46

94 30号土坑覆土 深鉢 口 W5c 繩文(RL) 内面 ナデ 厚手 57 46

95 30号土坑覆土 深鉢 口 W5f 無文内面：ナデ 厚手 57 46

96 34号土坑覆土 深鉢 口～胴 W5e 繩文(LR) 内面 ナデ 57 46

98 4号柱穴湿土 鉢？ 口 W5c 繩文(RL，0段多；2） 口唇：肥厚内面：ミガキ 58 46

99 6号柱穴覆土 深鉢 ･胴 W5c 繩文(RL) 内面 ミガキ 58 46

200 6号椛穴覆土 鉢？ 口 W5d 繩文(LR，0段多自2） 内面：ナデ 58 46

201 25号柱穴覆土 深鉢 ・口 W5d 繩文(LR) 内面 ナデ 58 46

202 48号柱穴盟土 浅鉢 ・口 W5d 繩文(LR) 内面 ナデ 58 46

205 1号埋設土器遺構 壷・略完形 VI 口～胴下：繩文(RL) ":全周に曲通孔底：ミガキ（横位） 内面：ミガキ 58 47

206 5D･5E l～3層 壷・胴 W3b 非結束羽状繩文(LR･RL，0段多条)+沈線手法：充填？ 内面：ナデ 購消部分に黒い光沢あり 59 48

207 5D･5E l～3暦 壷・胴 W4b 非結束羽状繩文(LR・RL、0段多条)+沈線手法：充填？ 内面：ミガキ 59 48

208 5E l埴下～中位 深鉢・胴 W5d 繩文(LR) 内面：ミガキ（光沢） 59 48

209 5D．5E l" 深鉢・口～胴 W5b 非結束羽状繩文(LR･RL，0段多条） 内面：ミガキ？ 59 48

2 0 5E IE 壷・口 W4c
口：波状入組文非結束羽状縄文(LR・RL，0段多条)+沈線
手法：磨消内面：ミガキ

59 48

2
一

ひ 6F・7F 3W
深鉢。
胴下～底 W5g 器而調整（ミガキ）のみ内面：ナデ＋ミガキ 60 48

2 6 7F 3M 底 W59 内面：ナデ 帥 48
0

1
0

2 7 7F3E 深鉢・頚 IV3e 頚：刻目帯（上下に沈線） 繩文(LR，0段多条） 内面：ナデ 60 48

2 8 6F 2～3層 鉢？・口 W5c 口唇：圧痕(RL) 口：繩文(RL) 内面：ミガキ（光沢） 60 48

2 9 6F･7F 2～3層 深鉢・底 Ⅳ5質 底：縄文（RL？） 内面：ナデ 内面煤付着 60 49

220 6F･7F 2～3層 深鉢・口～胴 Wle 縄文(LR) 内面：ナデ 帥 49

221 7F 2～3層 台付鉢？・底 Ⅳ5質 高台つけね：縄文(LR)→刻目補（上~Fに沈線） 内面：ナデ 60 49

222 7G 2～3層 壷・略完形 W5c
顛
底

圧痕(RL，0段多条） 胴：繩文(RL，
ナデ底面：笹葉痕内面：ナデ

0段多条）
60 49

223 7F 2E 壷・底 W5e 底 繩文(LR，0段多条） 底面：上げ睡状内面：ナデ 60 49

224 7F 2屈中～上位 注口・注口 W3h 60 49

225 6F l～2暦 壷・胴 W3a 人組文異方向羽状繩文(RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面：ミガキ(光沢） 60 49
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226 6F 1～2暦 深鉢？・口 W3c 繩文(RL)+平行も ■
。 泉手法：磨消内面：ミガキ 227と同一個体 I0 49

227

－① 6F･7F l～2屑 深鉢・□～胴 W3c 入組文縄文(RL)+沈線手法：應消内面：ミガキ（光沢） 226と同一個体 61 49

227

一②
6F・7F l～2届 深鉢・胴～底 W3c

胴
底

人組文縄文(RL)+沈線手法：磨消
ミガキ底面：繩文(RL) 内而：ミガキ（光沢）

226と同一個体 6 49

2湖 6F･7F 1～2暦 深鉢 口 W3e 口 波状口培：刻目帯（下部に沈線） 内面：ミガキ 6 49

229 7F l～2肘 深鉢 □ W3e 口 縄文(RL) 頚部：刻目帯（上下に沈線） 内面：ナデ 6 49

230 7F 1～2胴 深鉢 口 W5c 繩文(RL) 内面：ナデ 6 50

231 7F l～2用 鉢？ 口 IV5d 繩文(LR) 口唇：圧痕(LR) 内面：ナデ 6 50

232 7G 1～2層 深鉢 口 Ⅳ2 口：波状頚：平行沈線十蝿文(RL) 口唇：突起内面：ナデ 十腰内Ⅱ式？ 6 50

233 7F･7G 1～2層 深鉢 口～胴 W4f 繩文(RL，0段多条） 内面：ミガキ 6 50

234 7F･7G 1～2層 鉢？ □ Wle 縄文(LR) 内面：ナデ 62 50

235 6F 1M 壷・頚～底 W3a
口
胴

異方向羽状繩文(LR，0段多条)+沈線
人組文柵文(LR，0段多条)+沈線手法：磨消内面:M(口頭)+N(胴～底）

十腰内Ⅲ式相当
胴部文様帯5噸位

62 50

236 6F 肘 深鉢・口 W3e 口 波状口端：刻目粥（下部に沈線） 口唇：肥厚内面：ミガキ 62 50

237 6F･ F 1M 壷？・胴 W3d 異方向羽状縄文(RL、0段多条)+沈線手法：噺消内面：ナデ 62 50

238 7F 胴 壺・胴 W3b 人組文非結束羽状縄文(LR･RL，0段多条)+沈線手法：磨消内面：ミガキ 62 50

239 7F 層 深鉢 口～胴 W5c 縄文(RL) 内而：ナデ 62 50

244 2 1" M 4～5吋 深鉢 口～胴 Wlf 口～胴：撚糸文（L）？→ミガキ？ 内而：ナデ 外面煤？付若 63 5

245 2 1_ M #1下～5上 深鉢 ロ W5b 繩文(LR，RL) 内面：ナデ 63 5

246 2 1． M 4燗中位 深鉢 口 W5c 口唇：肥厚縄文(RL) 内面：ミガキ 63
Ｐ
完
Ｕ

217 2 L M 3～4暦 深鉢 1／2完 W5e
口～胴下縄文(L) 口縣：縄文(L) K:ナデ（描）
内面：ミガキ（口～胴)＋ナデ（底）

小形 63
戸
０

2‘18 2 L M3M 深鉢 □ W5c 縄文(RL，0段多条） 内而：ミガキ I
I
63 5

219 2 1. M3M 鉢？ □ V2 帯繩文(RL)→平行沈線文内面：ナデ

４

63 5

250 2 L M3W 胴 V2 帯鋤文(RL)→平行沈線文十山形文内而：ナデ
０
１
１
申
63 5

1 2 L M3燗上位 胴 V
一
、 剥文(RL) 内面：ナデ 63 5

ワ
》 2 L M3肘上位 深鉢・頚～胴 IV3c 頚：刻目帯縄文(RI"、0段多条)+区画沈線内面：ナデ 266と同一個体

甲

ｌ

ｌ

ｒ

ｌ

卓ー

63 5

3 2 L M3肘上位 深鉢・胴 W5c 繩文(RL) 内面：ミガキ ’ 63
ー

63
ー

5

2 4 2 L M2～3脳 深鉢？・口頭 W5b 口頚：非結束羽状縄文(LR・RL，0段多条） 口唇：肥厚内面：ナデ ’ 63
－

3

一

52

255 2 L M2肘下位 深鉢・底 WIf 底・底面：ミガキ内面：ナデ 244と同一個体
価

一
3
一

52

256 2 L M2闇下位 鉢・I／2完 IV4f 口～底：非結束羽状繩文(RL･LR) 内面：ミガキ 哩4
ー

52

257 2 L M2" 深鉢 口 W1e 無文内面：ナデ '61
ー

4
ー

52

258 2 L M 2" 深鉢 口 Ⅳ託 縄文(RL) 内面：ミガキ？ !型4 52

259 2 L M2" 壷？ 胴 W3a 人縄文異方向羽状縄文(RL，0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 61 52

260 2 L M2M 深鉢 口～胴 W5c 縄文(RL) 内而：ミガキ 64 52

261 2 1" M2M 鉢？ 口 W5d 縄文(LR) 内面：ミガキ 64 52

262 211.･M2M 深鉢・口～胴 W4c

平行沈線（0段)十大突起に州鋼：平行沈線（3段)＋瘤
起付波状（大小5蝿位）
:入組文（木紫状） 非結束判状繩文(RL･LR，0段多条)+沈線

？ 内面：ミガキ充填

口端：
口：突
口十胴
手法：

十腰内W式相当
内面煤付脅

64 52
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263 21L・M2層
浅鉢？ 。
口～胴

W4f 無文（ミガキ凋整のみ） 内面：ミガキ 65 52

264 2 L M2層 深鉢・口 W3f 口端:Iﾖ痕(RL)+沈線口：大波状内面：ナデ 65 53

265 2 L M2届両睡 深鉢・口 W5b 非結束：1状繩文(RL・LR) 内面：ミガキ 65 53

266 2 L M2届上位 深鉢・頚～胴 W3c 頚：刻［ 帯(下部に沈線）胴：入組文繩文(RL)+沈線手法：磨消内面：ナデ 252と同一個体 65 53

267 2 L M2層 粘土塊 53

268 21L M 1" 深鉢・口～頚 W5d
口唇：刺突文口：繩文(LR)
頚：平行沈線内面：ナデ

65 53

269 2 L M 1層 深鉢・胴 W5h 網目状撚糸文内面 ナデ 65 53

270 2 L M 1層 胴 IV5h 沈線晒消内面： ガキ 65 53

271 2 L M 1層 鉢・口 W5c 抑文(RL) 内面 ミガキ 65 53

272 2 L M 深鉢・胴 11 縄文(LR)→D字状刺突5条以上十沈線文内面：ナデ 白浜式相当 65 53

273 2 L M 斑？・頚～胴 W3a
頚：刻目帯（上下に沈線） 胴：異方向羽状蝿文(RL，0段多条)+沈線
手法：磨浦内面：ナデ？

65 53

274 2 L・M 深鉢・口 W4c
口瑞
手法

刻目帯（2段、下部に沈
充填？ 頚：刻目帯（2

鼎） 口：波状、人組文非結束羽状繩文(LR･RL)+沈線
段、上下に沈線） 内面：ナデ

65 53

275 21L・M 深鉢・口 W4c
口端
手法

刻目帯（2段、
充填？ 内面：

部に沈線）口：波状、入組文非結束羽状縄文(LR･RL)+沈線
ガキ

66 53

276 21L M 深鉢・頚～胴 W3e 頚：刻目帯(上下に沈騎｜胴：非結束羽状繩文(LR・RL)+沈線手法：磨消内面:N 66 53

277 21L M 深鉢・胴 W5c 測文(RL) 内面 ナデ 66 53

278 2 L M 底 W59 木葉痕内面：ナデ 66 53

279 2 L M ロ W5f 無文内面：ナデ 手づくね 66 53

280 2 L M 属 W5a 沈線内面：ミガキ？ 66 53

281 2 L M 深鉢・口 V1 口：繩文(RL)→平行沈線文十山形文内面：ナデ 66 53

282 2 L M 口 V3 口：指頭による連続的な押圧内面：ナデ 踏瀬大山式併行 66 53

283 2 L M 閏 V1 沈線内面：ナデ 66

286 8MⅥ届下位 深鉢 口 I1 口緑部に爪形の刺突文4条以上口唇：刻み内面：ナデ 白浜式相当 67 54

287 9MⅥ層 深鉢 胴 12 縦位方向の器面調整のみ内面：ナデ？ 白浜式相当 67 54

2鯛 9MⅥ層 深鉢 胴 4 貝殻条痕文内面：ミガキ？ 67 54

289 OJ V層 深鉢 口 5 羽状十斜位の貝殻腹縁圧痕文内面：ナデ 67 54

290 9MⅣ届 深鉢 口～底 2 縦位方向の器面調整（丁寧なミガキ）のみ内面：ミガキ 白浜式相当 67 54

291 9MⅣ層下位 深鉢 口 4 貝殻条痕文口唇 刻み内面 ナデ 67 54

292 9MⅣ層下位 深鉢 底 6 乳房状 物見台式相当？ 67 54

293 9MⅣ層中～下位 深鉢 口 4 貝殻条痕文口唇 刻み内面 ミガキ？ 67 54

294 9MⅣ暦中～下位 深鉢 口 4 貝殻条痕文口唇 刻み内面 ナデ 67 54

295 9MⅣ層中～下位 深鉢 口 4 貝殻条痕文口唇 刻み内面 ナデ 67 54

296 9MⅣ層中～下位 深鉢 胴 4 貝殻条痕文内面 ミガキ？ 67 54

297 9MⅣ層中～下位 深鉢 胴 2 鞭位方向の器面調1 み内面 ミガキ？ 67 54

298 9MⅣ層中～下位 深鉢 胴 4 貝殻条痕文内面 ナデ 67 54

299 OJW暦 深鉢 口 3 羽状の貝殻服緑圧痕文内面：ナデ 鳥木沢式相当 68 54

10JⅣ層 深鉢 口 3 口唇：刻み口：沈線十羽状の貝殻腹縁圧痕文内面：ナデ 鳥木沢式相当 68 55
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301 3LⅣ鰯Ht 深鉢・胴 13 表裏両面に貝殻条痕文 ’錦 55

302 7･18MⅣ肘 深鉢・胴～底 11
縦位方向の器面調整（丁1
→爪形状刺突文（3段以一

Rなミガキ）
二、片刃平栂工具による） 内面:M

白浜式相当 鯛 55

303 8Mmc～Ⅳ脳 深鉢・口 15 口・口要・口唇：貝殻腹1 &圧痕文頚：刺突列内面：ナデ “ 55

3M G m①脳 鉢・口 IV5f 無文（ミガキ調整のみ） 内面：ミガキ？ 縄 55

305 lJ mcm 深鉢 胴 I3 羽状の貝殻腹縁圧痕文下部は無文内面：ナデ 68 55

306 1L mc"H# 深鉢 胴 Ⅱ 縄文内面：ナデ 繊維多量含む 68 55

307 1L mc" 深鉢 底 Ⅱ 縄文(LR) 外底面：繩文（1.R）？ 内面：ナデ 繊維多鼠含む 68 55

308 6L mc" 深鉢 胴 Ⅱ 網目状撚糸文内面：ナデ 68 55

309 6L mc" 深鉢 口 Ⅱ 網目状撚糸文内面：ナデ 68 55

3 0 F～5G Ⅱ下～Ⅲa上 深鉢 口 Wlc 口：波状、縄文(LR)+沈線手法：磨消口裏：沈線内面：ミガキ 69 55

3 1 3L Ⅱ下～Ⅲa上 深鉢 扇 Ⅵ 結節縄文？（LR） 内面：ナデ 69 55

3 2 5E Ⅱ届中～下位 鉢？ 胴～底 W4b
胴下：人組文非結束羽状繩文(LR・RL，0段多条)+沈線手法：充填
底・底面:M(光） 内面:M

十腰内Ⅳ式相当 69 56

3 3 4D Ⅱ随1位 深鉢 ロー胴 W4f 縄文(RL) 内面：ミガキ 314と同一個体 69 56

3 4 4D Ⅱ隅H＃ 深鉢 胴～底 W5c 縄文(RL) 内面：ミガキ 313と同一個体 69 56

3
戸
『
Ｕ 5F n" 深鉢 o口 W3d 異方向羽状縄文(RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面：ミガキ 69 56

3 6 5F Ⅱ廟 壷・口～胴 W3b
入組文非結束羽状繩文(LR・RL、0段多条)+沈線手法：磨消
ロ：刻目帯（2段以上、上下に沈線） 内面：ナデ

69 56

3 7 5H Ⅱ屑 壺・胴 W3c 縄文(RL、0段多条)+沈線手法：磨消内面：ナデ 69 56

3 8 5H Ⅱ層
香炉形？ 。
頭？

W5h 瘤＋平行沈線十刻み内而：ナデ 69 56

319 5H Ⅱ屑
深鉢。
胴下～底

Ⅳ 胴下：繩文(LR)→一部ナデ？（縦位） 底：ナデ（横位） 内面：ナデ 70 56

320 6G HW 壷・口 W1b 口：波状（4単位） 口頚：繩文(R)+沈線手法：充填内面：ナデ 十腰内I式（新）相当 70 56

321 6H Ⅱ脳 鉢・1／2完 Wle
口：波状（4単位） 口頚：沈線（2段） 胴上：繩文（L？)→部分的ナデ
胴下：ナデ（粗） 内面：ミガキ？

十腰内I式（新）相当
外面：タール？付若

70 56

322 6H Ⅱ価 深鉢・ロ～底 Ⅲ
頚部
胴部

連続刺突文（俄位、竹箭） 胴上鵡：異方向羽状繩文(RL)
RL内面：ミガキ？

最花式相当
底面欠内外面煤付着

70 56

323 61I Ⅱ層 鉢？ 口 W5d 繩文 (LR) 内面：ミガキ 薄手 70 57

324 7G Ⅱ暦 鉢？ 口 Wla 口唇 刻み頚：縄文(LR)+沈線手法：充填？ 内面：ミガキ 70 57

325 7H Ⅱ脳 深鉢 胴～底 Ⅳ 胴：縄文(RL，0段多条） 底：ナデ（横位） 底面：無調整内面：ナデ 外面煤？付着 70 57

326 7H･8H Ⅱ層 深鉢 口～胴 W4f 縄文(RL) 内面：ナデ 7 57

327 7H・8H Ⅱ厨 鉢？ 口 Ⅳ 縄文(RL) 内面：ミガキ 7 57

328 8H n" 鉢・口～胴 W5b 口～胴：非結束羽状縄文(LR･RL，0段多条） 内面：ミガキ（光沢） 内面煤付着 7 57

329 8H Ⅱ届 鉢？・口 W1d 口：折り返し縄文(LR) 内面：ナデ 7 58

330 8H Ⅱ肘 壷？・胴 W5h 縄文→渦巻き状の沈線内面：ナデ 7 58

331 8H Ⅱ屑 胴 V5 縄文(RL) 内面：ナデ 7 58

332 8･9J Ⅱ胴 深鉢・口 IV1d 口：波状、折り返し口唇：圧痕(RL) 内面：ナデ 7 58

333 91 ･101 n直上 壷・胴 W5a 沈線内面：ミガキ 7 58

334 IOI Ⅱ肘 口 Ⅵ 口唇：沈線口：結節繩文？（LR） 内面：ナデ 7 58



’
一
篭
Ｉ

部位の名称口唇：口唇部、口：口織部、口蟷：口縁嬉部、頚：頚部

胴：胴部、底：底部

内面調整N:ナデ、M:ミガキ、光：光沢

掲栽
番号

出土地点 器種・部位 分類 文 梯 の 特 微 備 考
図
版

写
典

335 1K Ⅱ層 深鉢・口 15 貝殻腹縁圧痕文内而：ナデ 71 58

336 2L Ⅱ層 口 Ⅵ 口唇：圧痕(RL) 口：結節細文(LR) 内面：ナデ 71 58

337 3J Ⅱ肘 胴 Ⅱ 結節繩文？（LR）内面：ナデ 繊維含む 71 58

338 3L Ⅱ層 深鉢・胴 V5 繩文(LR) 内而：ナデ 72 58

339 3L Ⅱ層 口 Ⅵ 口唇：圧痕(RL) 口：結節縄文（LR）？ 内面：ナデ 72 58

340 3L Ⅱ脳 胴 V1 繩文(RL)→沈線内面：ナデ 72 58

341 3L Ⅱ層 深鉢・胴 Ⅱ 結節縄文（LR）？ 内面：ナデ 繊維含む 72 58

342 21M Ⅱ層 胴 Vl 沈線十縄文(RL) 内面：ナデ 72 58

343 81 1～Ⅱ層 胴 V4 交互刺突文内面：ナデ 72 58

344 9H 1～Ⅱ肘 鉢？・底 Ⅳ5肩 内面：ナデ 72 58

345 13L IE 深鉢？・口 W5b 口唇：圧痕(LR) 異方向羽状縄文(LR) 内面：ナデ 72 58

346 不明 I層 口 IVle 頚：圧痕（L？） 内面：ナデ 72 58

347 不明 I層 鉢？ 。□ IV5d 縄文(LR) 内ihi: ミガキ 72 58

348 5G粗掘 深鉢・口 W5f 無文内面：ナデ
の
〃
』

《
△
″
■ 58

349 6G．7G粗掘 鉢？・胴 W5e 縄文(RL) 内面：ナデ 72 58

350 5H粗掘 頚～胴 IV3b 洞：人組文非結束羽状細文(LR･RL，0段多条)+沈線手法：暦消内面：ナデ
一
ｍ
″
』

毎
ｊ
０ 58

351 6G粗掘 壷 底 W5f 無文内面：ナデ
352.353と同一個体
小形

72 58

352 6G粗掘 壷 胴 W5f 無文内面 ナデ 351.353と同一個体 72 58

353 6G粗掘 壷 胴 W5f 無文内面 ナデ 351.352と同一個体 72 58

354 6G粗掘 深鉢・口 W3e
口端：刻目帯（下部に沈線） 口唇：肥厚
口：波状、繩文(RL)+平行沈線手法：磨消内面：ミガキ

72 59

3弱 10～12K粗掘 底 W59 外底面：縄文(RL) 内面：ナデ 72 59

356 13K粗掘 胴 Ⅱ 縄文(RL) 内面：ナデ 72 59

357 13K粗掘 深鉢・'二1 Ⅱ 口唇：刻み口：結び目繩文（綾繰文） 内面：ナデ 繊維多量含む 72 59

358 15K粗掘 深鉢・口～胴 W3c
口端：刻目帯
胴：縄文(L

（2段、下部に沈線）
R，0段多条）＋沈線

頚：刻目帯（2段、上下に沈線）
手法：磨消内面：ミガキ？

73 59

359 15K粗掘 胴 V1 沈線、縄文(LR，RL) 内面：ナデ 73 59

360 17L粗掘 口 W3e 口：波状口唇：刻み口蟷：刻目帯（2段、下部に沈線） 内面：ミガキ？ 73 59

361 19M粗掘 深鉢・口 12 無文（縦位の器而捌盤のみ） 内面：ミガキ 73 59

362 21M粗掘 深鉢・口 14 口唇：刻み口：表裏両面に貝殻条痕文 73 59

363 表採 深鉢・口～胴 W5c 頚：平行沈線胴：繩文(RL) 内面：ミガキ 73 59

3脚 表採 鉢・胴～底 Ⅳ5月 無文内面：ナデ 73 59



第6表遺物観察表（石器）
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掲載
番号

器 種 出土地点 分類 石 質 産 地 長c、 幅c、 厚画 重g 備 考
図
版

写
真

16 尖頭器 号住覆土下位 頁岩 北上山地 〔2.9〕 〔1.7〕 (0.5] 〔1.5〕 基部のみ残存 40 32

17 不定形石器 号住覆土 C 頁岩 ゴヒト山地 〔5.0〕 〔2.8〕 〔1.0〕 〔9.8〕 鎧部欠損、片面調輔 40 32

18 磨製石斧 号住Q1覆土上～中位 (細粒)閃緑岩 北上山地 (4.1) 〔3.1〕 〔1.8〕 〔28.9〕 刃部欠損、定角式 40 32

19 磨石・敵石類 号住覆土 D3 砂岩 jk+111地 12.8 8.7 8.3 1211.9 40 32

20 石皿 号住覆土下位 砂岩 北Lllj地 (10.3) 〔11.4〕 (4.0] [478.0) 40 32

36 磨石・敲石類 2号住覆土下位 A3 マンガン鉱？ 大野村周辺 〔5.2〕 6.0 4.8 [304.6) 上下両端破損 41 33

37 磨石・敲石類 2号住Q2覆土 A1 花崗閃緑岩 北卜ll1地 12.6 10.0 5．5 1129.4 平坦面使用 41 33

38 磨石・敲石類 2号住Q2覆土 A2 花崗閃緑岩 北上山地 12.0 7.8 5.1 794.2 ほぼ全面使用 41 33

39 石皿 2号住覆土下位 ホルンフェルス jkhII地 〔10.6〕〔17.7〕 〔4.4〕 〔972.3〕 42 33

110 石鍼 3号住南側覆土下位 B2 頁岩 ｣ヒトll1地 2.3 1.4 0.3 0.6 完形、アスファルト付着 50 40

111 不定形石器 3号住覆土中位 Al 赤色頁岩 北卜山地 4.6 4.4 1.6 36.7 交互両面調輔 50 40

112 不定形石器 3号住覆土中位 A2 頁岩 北卜Lll地 〔3.7〕 〔2.8〕 〔0.8〕 〔7.7〕 欠損、片面調整 50 40

113 不定形石器 3号住覆土中位 Al 頁岩 北上山地 〔2.3〕 〔2.7〕 (1.2) 〔5.8〕 欠損、片面調整 50 40

114 U，F、 3号住擾土中位 頁岩 北tu｣地 3.3 5.0 6.5 9.4 50 40

115 磨製石斧 3号住覆土中位 (細粒）閃緑岩 北上山地 (90) 〔4.4〕 〔2.6〕 〔168.7〕 刃部欠損、定角式 50 40

116 磨製石斧未成品 3号住弱十Hな 瑞岩 北_lzm地 〔7.3〕 〔5.2〕 〔3.3〕 〔215.0) 刃部欠損乳棒状 50 40

117 磨石・敲石類 3号住覆土上～中位 A2 石英斑岩 北卜Ll1地？ 11.7 7.5 6.4 817.2 部分使用 50 41

118 磨石・敲石類 3号住覆土上～中位 A1 玲岩 ｣ヒトLl1地 7.8 7.4 3.6 371.8
ほぼ全面使用、特に両端部は
面取り状に磨面がみられる

50 41

119 調整痕を有する礫 住覆土上～中位 チャート 北卜u1地 25.2 6.1 4.1 581.8 51 41

120 円礫 3号住覆土上～中位 石英安山岩 jkflll地？ 1.5 1.1 0.6 1.2 明瞭な使用痕なし 51 41

121 円礫 3号住覆十卜付 チャート 北上山地 1.5 1.2 0.9 2.0 明瞭な使用痕なし 51 41

130 不定形石器 5号住炉彊十 A2 頁岩 jlal-111地 4.0 3.3 1.4 16.7 片面調整 51 41

131 磨石・敲石類 5号住床面 A2 花崗閃緑岩 北上d｣地 (90) 〔9.3〕 〔6.0〕 〔730.9〕
ほぼ全面使用使用顕著
約半分残存

51 41

132 磨石・敲石類 5号住Q2覆土下位 A3 砂岩 北上山地 (4.1] 〔3.3〕 (1.7] 〔24.7〕 被熱？ 51 41

142 不定形石器 9号住炉糧土 A2 赤色頁岩 北Lul地 〔2.9〕 〔4.8〕 〔1.6〕 〔19.0〕 片面調整磨石からの転用か？ 53 42

143 U. F. 9号住炉覆土 赤伍頁岩 ｣上上山地 3.5 3.7 1.0 9.9 礫而平滑磨石からの転用か？ 53

155 磨石・敵石類 13号住PP89底面 A1 石英斑岩 jkhllith 10.7 8.9 4．1 574.6 全面使用特に中央部は使用顕著 53 43

172 打製石斧 6号住居状覆土 騎岩 北｣zul地 〔6.8〕 〔5.0) 〔3.1〕 〔164.4〕 磨製石斧未成品？ 56 45

173 磨石・敲石類 6号住居状Q4覆土下位 B3 砂岩 北上Ll1地 8.1 5.7 (4.1) 〔252.0〕 一部破損 56 45

177 調整痕を有する礫 1号土坑覆土下位 チャート 北kul地 26.5 6.0 1.6 649.6 56 45

178 台石？ 1号土坑底面 チャート 北&山地 28.4 24.8 〔7.45〕 (8400.0) 56 45
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器 秘 出土地点 分顛 石 質 産 地 長c、 幅c、 厚、 画9 備 考
図
版
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181 剥片 18号土坑唄土 石英安山岩 北上山地？ 3.0 3.5 0．8 7.4 45

197 磨石・敲石類 36号土坑北側稠土 A4 砂岩 北_tlll地 8 7 5 3 3.7 207.3 擦痕顕著 57 46

203 不定形石器 112号柱穴個土 C 頁岩 jthll地 4 2 4 8 1.5 15.8 片面調整 58 46

211 尖頭器 5D･5E 2M 頁岩 北上山地 4 1 2 8 1.1 11.4 完形 59 48

212 不定形石器 5D･5El" ，頁岩 北_izLII地 2 9 2 6 1．7 14.8 59 48

213 不定形石器 5D．5E層位不明 B 緑色頁岩 ゴヒlau1地 〔1.4〕 〔2.5〕 〔1.1〕 〔4.8〕 欠損、片面調整 59 48

214 磨石・敲石類 5D･5E 1E Bl 砂岩 ﾋﾋ山地 7.1 5.5 3.3 157.0 59 48

240 不定形石器 7F 2層中～上位 A1 赤色頁岩 北上山地 〔4.1) 3.1 1.1 [15.2) 一部欠損、片面調輔 62 51

241 磨石・破石額 6F･7F 2E A4 砂岩 北上山地 〔10.7〕 〔7.3〕 〔6.7〕 〔656 l) 一部破損、部分使用 62 51

242 磨石・砧石顛 6F・7F上墹 A4 砂岩 北上u｣地 14.9 〔8 4〕 6.6 [960 4〕 一部のみ使用 62 51

284 不定形石器 21L･M3府下位 B 頁岩 北上山地 〔2.2〕 〔2 4〕 [1.1) 〔7 7〕 欠損、両面調整 66 53

285 磨石・敵石顛 21M 2E(鼎褐色土） E 花崗閃緑岩 北lzll｣地 〔10.3〕 〔8 9〕 〔5.1〕 〔797 l) 一部破損、凹→磨 66 53

365 石鹸 11J Ⅱ屑下位～Ⅲamf位 B2 珪質頁岩 北LL地 〔1.7〕 〔1 0.4 [O う〕 先靖・側縁欠損 74 60

366 石鹸 12L Ⅱ届下位～Ⅲa風t位 B2 珪面頁岩 北LLh地 2.9 ､4 0.3 ､0 完形 74 60

367 石鹸 12L南ベルト Ⅱ府 Cl 頁岩 北卜lh地 2.8 〔1 l) 0.5 〔1 l) 欠損 74 60

368 石鹸 6H 1E 頁岩 北1屯山地 〔2.7〕 .8 (0.6) 〔2.7〕 基部欠損、未製品？ 74 60

369 石鹸 18L粗掘 B2 珪質頁岩 北上山地 2.0 ､4 0.3 0.6 完形 74 60

370 尖頭器 15Kmbm 頁岩 北｣gllj地 〔4.1〕 〔3 〕〕 (0.9) 〔12.3〕 基部のみ残存、欠損後再調整 74 60

371 石錐 11J nm 頁岩 北上山地 4．3 .2 0.9 4.7 完形､棒状､アスファルト？付着 74 60

372 石匙 14LmaM Bl 頁岩 北上山地 3.0 4.6 0 8 7.9 完形、刃部の形態は直刃 74 帥

373 石匙 9J Ⅱ晒直卜 Bl 頁岩 』上lzill地 3.0 〔5.4〕 1 0 〔8.4〕 欠損、刃部の形態は直刃 74 帥

374 箆状石器 10K Ⅱ届下位～Ⅲa魁上位 頁岩 1上'三山地 6.6 4.2 0 8 30.1 完形、片面調整 74 帥

375 不定形石器 5G Ⅱ層 A1 チャート 北上m地 〔8.3〕 10.3 1 6 〔156.8〕 一部欠扱、両面調整 74 60

376 不定形石器 9J Ⅱ鰯耐卜 Al 頁岩 北_tm地 〔6.9〕 〔3.0〕 〔2.2〕 〔37.0〕 欠損、片面調盛 74 帥

377 不定形石器 101 1E A1 頁岩 北上山地 〔4.3〕 〔2.6〕 〔1.0〕 〔13.9〕 欠損、片面塑轄 74 60

378 不定形石器 10I I" ，頁岩 ｣ﾋ_Llll地 〔3.1〕 〔2.0〕 〔1.5〕 〔7.8〕 60

379 剥片 11J Ⅱ脳 頁岩 北上山地 1.4 1.8 0.5 0.8 調整剥片 帥

3帥 石核 6G n" 頁岩 j上上ll』地 4 0 4 4 2.5 54 3 74 帥

鍋1 磨製石斧未成品？ 19LⅥ暇Ht 蹄岩 ｣上lzlll地 11 8 6 1 2.2 266 0 完形 75 帥

鍋2 磨製石斧 8Hmc価卜付 斑レイ岩 j上lzlll地 ll 3 6 3 3.4 銘0 3 75 帥

383 磨製石斧 7H Ⅱ層 玲岩 北上山地 9 9 4 3 23 140 8 完形、定角式 75 60

認4 磨製石斧 91 Ⅱ届 超塩基性1 ＃？ 北上山地 〔6.8〕 3 2 1.2 (40.5) ほぼ完形、定角式 75 61

鯛5 磨製石斧 9J Ⅱ届頂上 (細粒）Ⅸ緑岩 北上山地 〔6.4〕 〔3.7〕 〔2.2〕 [80.4) 刃部欠損、定角式 75 61
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掲載
番号

器 租 出土地点 分類 石 質 産 地 長c皿 幅画 厚画 重g 伽 考
図
版

写
真

386 半円状扁平打製石器？ 12L Ⅱ層上位 チャート 北上山地 15.7 8.9 1.8 373.7 完形 75 6

387 打製石斧？ 10Jmc脳～Ⅳ届 ホルンフェルス 北卜n1地 〔10.4〕 〔9.1〕 〔1.8〕 〔196.8〕 片面調整 75 6

388 磨石・敲石類 18MⅥ層 Al 花崗閃緑岩 北上山地 11.8 9.4 5.4 931.1 平坦面使用 76 6

389 畷石 敵石類 17MⅥ層上位 C 砂岩 北Llll地 5.4 2.2 1.4 23.6 完形 76 6

390 暇石 破石類 11Lmc層下位 F 砂岩 北卜lll地 〔11.1〕 7.6 〔5.1〕 〔585.9〕 表型にも磨面あり 76 6

391 磨石 敲石類 12J mc層上位 A2 砂岩 ｣ヒトlll地 5.5 4.4 3.6 119.7 両端部に磨面（4面） 76 6

392 磨石 破石類 17Kmc層 F 石英斑岩 北上山地？ 〔6.6〕 〔7.2〕 〔6.8〕 〔333.7〕 欠個 76 6

393 畷石 破石類 15Kmb層 F 石英安山岩 北上山地？ 〔7.8〕 〔6.4〕 〔5.6〕 〔251.7〕 一部のみ残存 76 6

394 磨石 破石類 5F Ⅱ層 Al 花崗閃緑岩 北上山地 7.6 6.2 4.1 292.9 平坦面使用 76 6

395 磨石 敵石類 5F Ⅱ層 D2 マンガン鉱？ 大野村周辺 7 3 7 3 6.3 569.6 部分使用 76 6

3鮪 畷石 敵石類 6F Ⅱ層 A2 花崗閃緑岩 北卜ll1地 7 6 7 4 4.9 〔392.5〕 一部欠損、部分使用、使用顕著 76 62

397 昭石 敲石類 81 Ⅱ層 A2 砂岩 北上山地 6 9 5 3 4.0 185.4 部分使用 76 62

398 磨石 破石類 9H Ⅱ層 Dl 扮岩 北上山地 6 9 6 8 〔4.8〕 〔321.7〕 裏面の大部分欠損、部分使用 77 62

399 膳石 敲石類 11J Ⅱ層 Dl マンガン鉱？ 大野村周辺 〔6.8〕 〔6.5〕 4.4 〔318.7〕 一部破掴敵打痕（3箇所） 77 62

400 腰石 破石類 15K I～Ⅱ届 C 砂岩 ｣ヒトlll地 8.9 3.0 2 9 107.1 完形 77 62

401 暦石 破石類 不明表採 B2 砂岩 北上111地 7 7 6 0 2 5 139.4 77 62

402 腰石 敲石類 表採 A3 チャート 北上lh地 6 9 3 8 2 9 123.5 部分使用 77 62

403 石Ⅲ 13J Ⅱ層 砂岩 ｣klalll地 31 8 13 3 12 1 6000.0 77 62

404 砥石 18MⅡ屑上位 妙右・貝呑口噌 ｣ヒトlll地 12 1 4 1 〔1.9〕 〔199.5〕 使用面は1面 77 62



第7表遺物観察表(土製品）

第8表遺物観察表(石製品）

第9表遺物観察表(銭貨）
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鰐 棚 賦 111土地点 部位 伽 考
図
版

埠
真

122 ミニチュア 3号住彊土 口～胴
異方向羽状綱文(RL、0段多条）
頚：刻目帯（上下に沈線） 口端：刻目帯（下部に沈線）
内面調整：ミガキ（光沢）胎土：砂粒多量、金雲母含む

51 41

123 士偶
3号住個土中

~1:位
頭部・両腕・左つま先欠In 51 41

124 スタンプ形士製品 3号住個上ド位 定形 賞通孔 51 41

133 ニチュア 5号住Q2稠土 胴～底 ナデ無文 51 41

144 ニチュア 9号住床直 完形 無文 53 42

243 ニチュア 6F･7F 3W 胴～底 糊文(RL) 62 51

'l05 ニチュア 611 HM 胴～底 縄文(RL) 78 62

406 土偶 柵伽 脚部 78 62

407 スタンプ形土製品 9J Ⅱ脳 略完形 貫通孔 78 62

408 円盤状土製品 9 1 1" 完形 アスファルト状物質付着 78 62

掲戦
悉号

種 類 出土地点 石質
’
1

，

産地 長c、 柵函 Imcm 亜g 備 考
図
版

写
真

147 礎石製品 12号住床直 蝿石 ’ 奥羽111脈 8.3 4．8 1.5 〔27.3〕
一部欠損、斧状
全面研磨されている

53 43

409 軽石製品 8H Ⅱ脚 軽石 奥羽山脈 (5.1) 4.8 1.9 (10.6) _上部欠楓､板状､穿孔あり 78 62

410 円盤状石器 凋在区外表採 凝灰岩 ｣上lzL地 5.9 5.8 1.1 56.2 78 62

掲賊
悉号

稲 類 1l1土地点 材質 特 徴
図
版

写
真

204 判読不能 128号柱穴酒土 銅 58 46

411 寛永通宝 21M粗掘 銅 新寛永 78 62



Ⅵ．まとめ

今回の発掘調査の成果を項目毎に述べてまとめとしたい。

1 ．遺構

検出された遺櫛は、竪穴住居跡（以下住居跡と記す) 13棟、住居状週柵4棟、士坑36j&(内フラスコ状土

坑4基、墓嫡1基)、焼土遺櫛9基、柱穴状土坑158基、埋設土器遺櫛1基等である。過構については住居跡

を中心に若干まとめることとする。

竪穴住居跡

く構築された時期＞

検出された住居跡の時期は出土遺物と亜複関係から次のように推定される。1号住居跡a :縄文時代後期

中蝋～後葉（Ⅳ群3．4類)、1号住居跡b :繩文時代後期中紫（Ⅳ群3期)、2号住居跡：弥生時代後期

(V群)、3号住居跡：後期中葉（Ⅳ群3噸)、5号住居跡：後期前葉（Ⅳ群l額)、9号住居跡：後期前葉

(Ⅳ群1類)、12号住居跡：後期中葉（Ⅳ畔3顔)、13号住居跡a :後期中葉（Ⅳ群3類)、13号住居跡b・C:

後期前葉～中蕊（Ⅳ群2頬)、17号住居跡：後期後葉（Ⅳ群4噸)、18号住居跡：後期前葉（Ⅳ群1類)、19

号住居跡：前期中葉以前である。後期、特に後期中葉の住居跡が圧倒的に多く、本辿跡の中心となっている。

＜立地＞

竪穴住居跡は調査区中央部から北側にかけての比較的平坦な部分に位慨する。繩文時代後期前葉の住居跡

は調査区北側、標高233.0m～231.5mに巣中している。後期中莱の住居跡は南東側のやや低い位悩に存在し

ており、標高は232.0m～231.Omである。後期後葉の住居跡は前葉とほぼ同じ棟高の233.0m～232.0mである。

弥生時代の住居跡は縄文時代後期I|'葉の住居跡とほぼ同じ位置で櫛築されている。その中にあって前期中葉

以前の住居跡だけが1棟離れて洲査区南側の15K．16Lグリッドで検出された。遡物の項で記述するが、繩

文時代早期(I群）や前期（Ⅱ群）の土器も淵査区南側に集中していることから前期以前の集落は後期の巣

落よりも若干南側にあったと思われる。

＜平面形と規模＞

炉を持つ住居跡10棟のうち全体の槻相が繭えるものは7棟で、平面形はすべて円形もしくは傭円形である。

規模は長袖径が6m以上の大形の住居跡は2棟、長軸径が4～6m未満の中形のものが4棟、 4m未満の小

形のものが1棟である。中形の4棟のうち2棟には壁柱穴がほぼ全周に確躍された。

＜壁・覆土＞

ほとんどの住居跡で壁が確認され、半数以上の住居跡で壁高が20cmを超えている。特に3号住居跡の残り

は良好で最大40qnである。覆土の確認できる縄文時代後期の住居跡8棟及び弥生時代の住居跡1棟のうち、

1号住居跡a、2号住居跡、9号仇居跡の澗土はⅡ層起源の黒色士主体で柵成され、3号住居跡、5号住居

跡、12号住居跡はやや彩度の商い黒脚色士で柵成される。

調査区南側に位遣する19号住居跡は住居跡としての認定が遅れてしまったために盟土等の記録を欠如して

いる。記録はないものの、調査区をほぼ縦断していたTo-Cuの水成堆穣崎及び一次堆積層除去後に検出され

たのは確かであり、住居跡のなかでは唯-･To.Cuより下位に位佃付けられる遺柵であることは間違いない。

住居跡の濁土については地点や時期による迎いは観察されなかった。
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＜床面＞

住居柵築時の掘り込みは1号住居跡、3号住居跡ではⅣ届(To-Nb含む黒掲色土)、2号住居跡、9号住

居跡、12号住居跡ではⅡ層（黒色土)、5号住居跡ではⅢa層まで行われていた。どの住居跡でも貼り床は

確認されなかった。

＜炉＞

炉は地床炉が7棟、石囲炉3棟である。残りの3棟は炉を確認できず、壁柱穴のみであった。9号住居跡

の石囲炉は扁平で細長い亜角礫や円礫を索材にして南西側一部を除いて円形に配泄し、礫を配置しなかった

位閥と対向する北東側には長さ25cm前後の棒状礫を立位（以下立石と表記）で配慨するというものであった。

立石の両脇には扁平な礫を配趾していた。立石は他の炉を櫛成する礫との通いは見られなかった。しかし、

炉を真上から観察すると、ただランダムに礫を配置したのではなく、立石と礫を配慨していない部分を結ぶ

線を軸に左右対称に配置していることが理解できる。今回の発掘調査で検出された他の石囲炉とは一線を画

しており、何らかの意図が付随するものと思われる。

＜柱穴・土坑＞

柱穴や住居跡に伴うと思われる土坑の検出数や配置は各住居跡によって械々で規則性は見出せなかった。

楠査の結果主柱穴の配置が推測できる遺柵もあるので挙げておきたい。ただし、野外調査の時点で確認され

たものではなく、室内整理にはいってから検討の結果であることをお断りしておく。主往穴が規則的に配個

されると考えられる住居跡は1号住居跡a，bと13号住居跡a，cであり、前者の2棟は三角形に、後者の

2棟は四角形に配置されると思われる。

17号住居跡のPP47の底面からは灰白色の粘土が出土した。土坑の規模は長径が64"、短径が55m、深さ

が26cmである。粘土を一時的に貯蔵するための土坑と思われる。この粘土が当辿跡で出土している土器と同

じ粘土なのかは分析を行ってみないと判断は下せないが、同質のものであるとするならば、どこから採掘し

てきたのか等の課題が残る。

＜出入り口施設＞

出入り口と思われる施設が3号住居跡、13号住居跡a、13号住居跡b、13号住居跡cで確認された。4棟

とも壁際に小柱穴（いわゆる壁柱穴：以下壁柱穴と表記）がほぼ全周に巡る住居跡であるが、3号住居跡は

その壁柱穴と比べると若干規模の大きい柱穴が2対検出された。13号住居跡a、13号住居跡b、13号住居跡

cでは壁柱穴と比べると明らかに規槙が大きい柱穴が1対ずつ検出された。出入り口と想定される柱穴の間

隔は3号住居跡が柱穴の中心同士で約50cm、13号住居跡bが柱穴の中心同士で約70mである。人ひとりが何

とか出入りできる間隔である。13号住居跡aと13号住居跡cの柱穴の間隔はともに約100cmである。この2

棟は3号住居跡や13号住居跡bと比較するとかなり余裕のある間隔である。

出入り口の1句きは後期中葉の住届跡2棟（3号住居跡、13号住居跡a)と後期前葉から中葉の住居跡1棟

(13号住居跡b)が南西、もう一方の後期前葉から中葉の住居跡1棟(13号住居跡c)がほぼ南を向いてい

る。住居跡同士の璽複関係から判断すると、後期前葉から中葉にかけての初めのうちは南側を向いていた出

入り口施設は時期が新しくなるにつれて南西側に向きが変わっていったようである。なお、この3号住居跡

と13号住居跡aは同じ時期の住居跡であるが非常に隣接しているため同時に存在していた可能性は非常に低

いと思われる。
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＜その他の付属施設等＞

後期後蕊に位圃付けられる17号住居跡から砂塊が検出された。位個は住居跡の北東隅の壁付近で、床而か

ら約10cm高い位世で検出された。規模零は43ページの文章や44, 45ページの第23図、第24図を参照して頂き

たい。この砂塊の用途等詳細は不明である。今回は出土事実の提示だけにとどめ、詳細な分析は今後の出土

例数の増加をまって検討したい。

下記に上水沢Ⅱ遺跡で検出された住居跡の新旧関係を図にしたので参考にして頂きたい。

一く上水沢Ⅱ遺跡住居跡変遷図＞

*□がほぼ同時期を表わす

*縦のラインが新旧を表わす。

*実線は辿柵間の新旧関係を表わす

＜時 期 （分類）＞

鯏文時代前期（Ⅱ）

遺 柵 名

19号住居跡

繩文時代後期前葉（Ⅳ1） 5号住居跡 9号住居跡 18号住居跡

13号住居跡C

l
13号住居跡b

’

繩文時代後期中葉（Ⅳ3）

繩文時代後期後葉（Ⅳ4）

弥生時代後期(V) 2号住居跡

-139--

↓

13号住居跡a 1号住居跡b 12号住居跡

｛ 3号住居跡
／ 、戸



住居状遺構

淵査区の中央に3棟、北側に1棟検出された。形状が判別できるものは2棟だけで、梢円形と不整形であ

る。規模は5.0×3.7mと6.8×6.0mである。柵築された時期については遺物が伴う遺櫛が少ないため、断定は

できないが、4号住居状遺構、6号住居状遺柵は後期に属すと思われる。14号住居状適椴は検出面から判断

して前期以前、16号住居状過構は9号住居跡との碩複関係から後期前葉以降に位置付けられる。

16号住居状辿柵は炉が確認できなかったために住居状週柵として登録したが、9号住居跡の澗土内とした

部分でしっかりとした焼土層が形成されている焼土遺櫛が検出されており、この焼土退櫛を地床炉とする住

居跡であった可能性が高いと思われる。

土坑

南側を中心に36基検出された。このうち4基がフラスコ状士坑で、1基が墓域である。フラスコ状土坑の

規模は大きいもので径約1.4m、小さいもので径約1.2mである。フラスコ状土坑の帰属する時代は縄文時代

であるがうち2職は遡上に1次堆欄のTo-Cu脳が砿認されることから前期中葉以前に位趾付けられる。残り

の2雄は判別するだけの資料が足らず不明とした。墓域の平面形はひょうたん形で礫と伴にイノシシと思わ

れる獣骨（頭骨一個分の小破片数点、左右下顎犬歯各1点、左第三後臼歯1点、後臼歯破片1点）が出土し

た。規模は土坑類股大で約2×l.5mである。時期は近世以降とされる。その他の士坑の平面形は|ﾘ形もし

くは梢'9形である。規模は大きいものでIIM口部僅約1,8m・深さ約0.4m、小さいもので開口部径約0.4mo深

さ0.2mである。時期は出土する遺物が少なく、現段階で確定できるものは少ないが、縄文時代に腿すると

思われる。

焼土遺柵

焼土遺櫛は調査区北側の4～5Hグリッドで3基、調査区中央部の12Lグリッドで2基、調査区南側の17

L～20Mグリッドで4壁の計9基検出した。平而形は不整形のものが多く、規模は般大で約1.2×0.6m，最

小で約0.3×0.2mである。遺物は伴わなかった。

柱穴状土坑

住穴状土坑は調査区北側の3B～6 1グリッドでは検出されなかったが、その他の部分で31･158舷が検出

された。その内訳は次のとおりである。

Ⅱ砺： 6基、Ⅲa層：54基、Ⅲc層：29基、Ⅳ層：45基、V層：8基、Ⅵ層：15基、Ⅶ層1基。

調査区の北側、主に7H～91にかけてはⅢa層で検出された柱穴が多く、調査区の南側、16K～17Lに

かけてはⅢc層で、17Lから18MにかけてはⅣ価で検出された柱穴が多いようである。ただし、調査区の南

側では表土直下のⅡ層。Ⅲ層の堆積が少ないことことから、Ⅳ層面で検出される柱穴が多くなってしまうの

であろう。なかにはトレンチの断面でTo-Nbより下位で掘り込まれているがことが観察された住穴状土坑も

あり、古い時期の柱穴状土坑が存在することも窺われる。調査区の南側では早期中無の上器が比絞的脳になっ

て出土しており、この時期の遺櫛が存在した可能性は高いと思われる。なお、今回調査で検出された住穴状

士坑は特に住居跡や掘立柱建物跡になるような柱穴は確認されなかった。住穴状土坑から出土した遺物は縄

文-t器、石器、銅銭である。
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2．遺物
出土した迩物は縄文土器、弥生三l:器、石器、土製品、石製品、金胸製品、銭貨、陶磁器類、アスファルト

塊、動物遺存体（獣骨)、植物遺存体（炭化柧実）である。ここの遺物については第4章や適物観察表を参

照していただくとして、出土した遺物の概観を述べてまとめとしたい。

縄文土器・弥生士器

繩文土器と弥生土器は大コンテナで約13箱出土している。時期の内択は繩文時代早期（白浜式・物見台式？・

鳥木沢式：貝殻沈線文系土器群）が小コンテナで約1箱分、前期（円筒下層式相当）が極少最(10点未満)、

中期（最花式）が1個体分、後期（十腰内式相当）が大部分（9削以上）を占め、弥生時代後期（天王山式・

勘舟沢式・和井内東式・踏瀬大lll式併行）が少瞳出土している。

繩文土器・弥生土器の概観を分類毎に述べたいと思う。なお、般後に土器の集成図（第79図～第81図）を

付しているので参考にして耐きたい。

I群とした早期の土器群はTo-Nb届であるV刑を挟んでⅣ価からⅥ届のⅢ1で出|:している土器片が多い。

白浜式の典型的な特徴である口縁部に数段にわたって施文される爪形の ll突文を有する土器片はTo-Nb価よ

り下届のⅥ層より出土している。本類で一番出土点数の多かった貝殻条痕文の土器はTo-Nb層より上位のⅣ

岡からの出土が目立つ。また、物見台式と考えている乳房状を呈する底部片や鳥木沢式に比定されると考え

ている土器片もⅣ層からの出土である。出土地点は調査区南側の18M～21Mに典中している。この他には3

号住居跡の床面、覆土およびその周辺のⅣ層からの出土である。

Ⅱ群とした前期の土器おそらく円筒下層式に比定されると思われる土器群はⅢc層からの出土が中心であ

る。州土地点は調査区中央部（3号住居跡周辺）の11Lグリッドやや南に位世する16Lグリッドで出土して

いる。また、中間地点にあたる13J､13Lグリッドでも当類の土器とおもわれるものがⅡ層から出土してい

る。

Ⅲ群とした中期の土器は中期末葉に位慨付けられる般花式相当の土器1個体分だけ出土した。lll土位刷は

調査区北側の5Hグリッドで、出土間位はⅡ届である。

当遺跡で圧倒的に出土量が多いのはⅣ群、つまり後期の土器である。Ⅳ群の土器はⅡ層とⅢ層の境目から

上位特にⅡ厨を中心に出土している。Ⅳ群の土器はⅣ群1類（後期前蕊）から4類（後期後葉）までⅡ隔中

で上下関係なく出土している。

Ⅳ群の土器の出土愚を圧倒的に多くしている要因のひとつに3号住居跡が埋没する過程で土器の鹿棄が行

われていたことが挙げられる。3号住居跡からは当遺跡の半数に近い約6箱の縄文土器が出土した。出土の

状況と接合状況を第16図～第18図に褐戦しているので参照して頂きたい。節17図の土器の垂直分布図を参照

してもわかるとおり、出土のIII心は個土の中位から上位にかけてである。上位に比べると覆土下位及び床而

からの出土量は少ない

床而出土の土器と覆土中位から上位の土器を比較するとどちらもⅣ群3頭と分類した後期中葉の範囲内で

収まる土器群であり、床而と掴t出土の上器に迎いが見られなかった。このことからこの住居跡を廃絶した

時期と土器の廃棄を行った時期は土器の型式が変化するほどの時間藍が脈かつたということが窺える。

この他の遺構に伴うⅣ群の土器の出三l地点はⅣ群1類（後期前葉）は5号住居跡、9号住居跡、18号住居

跡及びその周辺である。Ⅳ群2頬は北側の遺物包含屑からの川二l鳥である。Ⅳ群3類は3号住居跡、 1号･住居

跡、北側過物包含層からの出|:が多い。IV群4噸のﾆﾋ器は17号住職跡や南側避物包含層からの出土が多い。
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V群の土器は弥生時代後期の天王山・湯舟沢期の土器や和井内東式の土器、踏瀬大山式の土器に併行する

土器群である。出土地点は2号住居跡と南側遮物包含脳に巣II'して出土している。

1号埋設土器

この土器の大きな特徴は頚部全周にみられる賞通孔である。この貫通孔は土器の焼成前、繩文施文後に外

而から内而のやや下方に向かって行われている。凹通孔内面は平坦化され、ミガキ調整が行われる。外而は

もりあがりを指頭などによって平坦化するにとどまる。外面の文様は地文のみで、口縁から胴部下半にかけ

てはRL縄文を横位方向に施文している。底部は内外面ともにミガキ調整が行われており、特に内面は丁寧

に行われている。器形は胴部に肢大経を持つ卵盤球のような形の壷である。底部はやや丸みを帯びており、

埋設するのに適した形をしている。

時期については、検出されたⅡ層（黒色土屈）は縄文時代中期末葉から弥生時代後期まで幅広い時期の過

物が出土している屑であるため、特定することが非常に難しい。状況証拠であるが、縄文時代中期末葉や弥

生時代後期の通物に比べて縄文時代後期の遺物が圧倒的に多く出土していることから縄文時代後期に風する

と思われる。

当土器の用途を考える上で今のところ次の3点が挙げられる。①土器の内外面に2次焼成の痕跡や煤といっ

た付符物は観察されない。②貫通孔には磨滅痕や圧疲は観察されない。③内面は全面きれいに磨き上げられ

ている。以上から消極的ではあるが、液体を容れるための器と捉えておきたい。時期についても消極的では

あるが繩文時代後期としておきたい。今後、資料の増加をまって結論を下したいと思う。

石器

石器は総数で171点、重撞にして約42.2kg分出土している。その内訳は石鰔6点(6.859)、尖頭器3点

(25.189)、石錐1点(4.719)、石匙2点(16.279)、箆状石器1点(30.109)、不定形石器20点(409.619)、

UF9点(63.109)、二次加工のない剥片20点(121.39)、砕片11点(82.249)、石核1点(54.319)、打製

石斧2点(379.369)、磨製石斧6点(839.609)、磨製石斧未成品2点(480.949)、半円状扁平打製石器1

点(373.689)、調整痕を有する礫2点(1231.409)、磨石・敲石頚36点(12677.059)、石皿3点(7281.67

9)、台石1点(8400.009)、砥石1点(199.59)、円礫38点(3456.209)、棒状礫5点(6117.769)である。

石器組成は石厳、尖頭器、石匙といった定形的な剥片石器噸が少なく、礫石器、特に磨石・敲石類の占める

割合が高い。

石質は石鍼、尖頭器、石匙などの定形的な剥片石器では圧倒的に北上山地産の頁岩の占める背ll合が高い。

磨石・敵石類をはじめとする礫石器では北上山地産の砂岩の蝋l1合が聞く、次いでこれも北上山地産の花側閃

緑岩の削合が商い。この他に、出土点数は少ないがマンガン鉱製の石器が出土している。この石質は大野村

という地域色を一番表わしていると思われる。マンガン鉱は大きさの割に重量があり、「磨る・破く・減す」

といった用途に適していた石質と思われる。

＋製品

褐戦したものが全てである。土偶が2点、スタンプ形土製品が2点、円盤状土製品が1点、ミニチュア土

器が5点出土している。出土地点は3号住居跡、5号住居跡、9号住居跡と迫柵外からの出土である。
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石製品

褐戦したものが全てで、板状もしくは斧状の軽石製品が2点出土している。l'l盤状石器は調査区外での我

採資料で参考資料として褐戦した。斧状の軽石製品は12号住居跡から出土している。

銭貨

128号柱穴状土坑から銅銭が、粗掘り中に寛永通宝が1枚出土した。128号柱穴状土坑から出土した銅銭は

磨滅が著しく、文字の判洸不能であった。

アスファルト塊

3号住居跡からはブロック状のアスファルト塊が、13号住居からは無文の土器にアスファルトが容器一杯

に詰まって出土した。化学分析に出しており、結果はⅦ章1項で詳細を述べているので参照して頂きたい。

動物遺存体（獣骨）

21号土坑から礫とともに峨骨が出土した。

植物遺存体（炭化種実）

3号住居跡からオニグルミと思われる炭化秘実が出土した。

鉄製品・陶磁器類

釘などの鉄製品や磁器が出土しているが表土からの出土で、近代もしくは現代のものであるので掲戦はし

なかった。

今回の発掘調査の結果、①当通跡は縄文時代前期以lilから弥生時代後期にわたる長い間断続的に巣落が営

まれており、その中心の時期は縄文時代後期であった。②縄文時代早期II】葉の土器も出土しており、巣落が

営まれていない時期でも古くから利用されていた土地であったことが判明した。

繩文時代後期の典落については辿櫛・遺物の分布から、吏に西側に広がるものと思われる。北・南両通物

包含層についても地形・調査区際の断面観察から、それぞれ西側と南西側に広がると思われる。今後当遺跡

の南西側を調査する機会があれば、当該期の典落の様相が明らかになっていくことと思われる。

般後に、報告瞥を作成するにあたって、御術導・御助言・御協力いただいた方々並びに野外作業員・室内

作業員の方々に厚く感謝申し上げる。
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Ⅶ、分析・鑑定

1 ．大野村上水沢Ⅱ遺跡出土アスファルトの成分分析

株式会社古環境研究所・小笠原正明（北海道大学高等教育機能開発総合センター）

(1) はじめに

縄文遺跡から出土する天然アスファルトは多様な炭化水素の混合物であるために、産地の同定は困難とさ

れていた。1998年にパラフィン成分のマススペクトルのZ数解析法が開発されてから、成分の定蹴的な分析

が可能となった！'。この手法により、繩文時代の原産地として秋、県二ツ井、新潟県新津の二ヶ所が硫定さ

れ、そのアスファルトを区別することが可能となった。また、東北や新潟県の遺跡から発掘されたアスファ

ルト数十点についても分析を行い、分類を行ってきた。ここでは上水沢Ⅱ遺跡出土のアスファルトについて

も、|司棟の手法を用いて分析を行った。

(2)実験

各試料から少量をとって元素分析を行った。別に約0.6gずつとり、ベンゼンーメタノール混合溶媒に溶解

した。ろ過により不祷分を除いた後、溶液の祷媒部分を減圧蒸矧で除き、n-ヘキサンに溶かした。ろ過によ

り不溶分のアスファルテンを除き、減圧燕留で溶媒を除き、残ったオイル分をHPLCによりパラフィン成分

(Fr-P)、一芳香環成分(Fr-M)、二芳香環成分(Fr-D)、極性成分(Fr-PP)に分割した。このうちパラフィ

ン成分について、FI-マススペクトルを得た。質量分析装概はJEOL-JMS-SX102Aを用いた。

(3)結果と考察

元素分析の結果を表1に示した。C原子数に対するH原子数の比が1を超えているため、アスファルトで

あるとしても矛盾はない。

得られたマススペクトルを図1に示した。分子量400付近にピークがあるのはこれまで分析したアスファ

ルトの特徴と一致する。

これを炭素環の数に対応するZ数ごとに分割した。Z数とは、パラフィン成分をCnH2n+zとした時のZ

で、分子趾とM=14n+Zの関係にある。分割したスペク I､ルのうち、Z=-6 (4環）に対するZ=-8

(5環）の成分の比をとり、R値として表2に示した。産地については標単偏差も載せてある。また、各産

地のR値との差を標準偏差で割った相対偏差も示した。絶対値が3を超えた場合、その産地のものではない

とみなしている。ここでは、新潟県新津市に対して-2.300、秋田県二ツ井に対して1.809となっており、ど

ちらの産地も可能性として考えられる。

この結果を過去の試料の分析結果と共に地図上に示したのが図2である。秋田県北部、岩手県北部には、

上水沢Ⅱ遺跡も含め、どちらの産地ともみなせる試料が分布している。これをはさんで、北部は主に秋田県

二ツ井と同系統の試料、南部は新潟県新祁市と同系統の賦料が分布している。したがってR値が中間程度を

示す理由としては、アスファルトが混合して使用された可能性も考えられる。また、そもそも中間程度のR

値を持つ産地が存在しているという可能性もある。

ただ、上水沢Ⅱ遺跡の試料については一点分析したのみであるため、今後数点の分析によりどちらかの産

地のR値に寄る可能性もある。
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表1 元素分析の結果

試料名 C(%) H(%) N(%) S(%) H原子数/C原子数

上水沢Ⅱ 78.38 9.06 l.21 0.96 l.38

アスファルトならばC原子数に対するH原子数の比が1以上

表2 R値と産地の試料に対する相対偏差

測鞠職溌
秋山県二ツ井試料
に対する相対偏差

県名 迩跡及び原産地名 R価

秋田

新潟

岩手

秋田県二ツ井駒形地区

新潟県新津市大人地区

上水沢Ⅱ遺跡

0.632±0.036

0.837±0.060

0.698

-3.386

5.275

l.809-2.300

表中下線部は相対偏差3以上のものを示す。対応する産地のものではないとみなせる
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2．大野村上水沢Ⅱ遺跡出土炭化材の樹種

高橋利彦（木工舎「ゆい｣）

(1)試料

試料は繩文時代のものとされる3住居跡(1号・12号・17号）から検出された炭化材である。調査担当者

により各週柵から1点（袋）が選び出されていたが、1号住居跡試料には後述のように明らかに別柧の材が

含まれており、これをa, bとしたため4点が同定対象となった。いずれも用途などの性格は明らかにされ

ていない。

過跡は商家川の支流の左岸（東側）の小尾根上（標高250m前後）に立地する。遺跡内から検出された土

器は繩文時代後期を主体とするとされているが、個々の遺柵の所属時期は明らかにされていない。

(2)方法

発掘担当者によって通び出されていた材片の中の大き目のもの1片をI司定試料とした。1号住居跡試料は

2片あったが別稲であったためそれぞれを同定対象とした。試料の木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目

(接線断而）3断面を作製し、実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡(SEM,加速電圧10kV)で観察・同定した。

併せて各分顛群1点の魍子顕微鏡写真図版を作成した（図版l, 2)｡SEM観察にあたっては㈱二・ソテッ・

ファイン・プロダクツ釜石試験分析センターのご協力をいただいた。記して感謝いたします。なお、ネガ・

フィルムと残った炭化材は木工舎「ゆい」に保管されている。

(3)結果

試料は以~ドの4分類群（ここでは亜属・節・樋の異なった階級の分餓単位を総称している）に同定された。

試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、科名・学名・和名およびその配列

は「日本の野生動物木本1 ．Ⅱ」（佐竹ほか 1989）にしたがい、県内での自然分布については「岩手県

植物誌」（岩手植物の会 1970)を参照した。また、一般的性賀については「木の耶典第2．4 ．7巻」

(平井 1979, 1980)も参考にした。

・マツ屈櫨維管束亜属(Pi"IJssubgen.α〆oxylo"sp.)マツ科 1号住一a

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年始界は明瞭。樹脂細胞はなく、樹脂道が認められる。放射組織

は仮道管と柔細胞、エピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁

孔は窓状。放射組織は単列、1－15細胞高のものと樹脂道をもつ紡錐状のものがある。

似維符束亜鵬（二葉松顛）は県内に2秘あるが、クロマツ (PirlIJst加凡be堰"）が沿岸部の一部に生育す

るほかは、アカマツ (PL de'zsi/Zom)が広く分布する。アカマツは北海道南部から九州に自生し、また植

栽される。材は誼硬で、強度は大きく、保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具・

家具材など広い用途がある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(QueFrussubgen.QIJercussect.PrirzIJssp.)ブナ科 1号住-b

斑孔材で孔圏部は1－3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は

横断面では梢円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独で配列する。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互
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状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合組織がある。

柔組織は短接線状、周囲状。年輪界は明瞭。

コナラ節はコナラ亜脳（落葉ナラ類）の中で果実（ドングリ）が開花の年に熟すグループで、カシワ

(Q"rc"sde""")・ミズナラ (QcrfspIJJQ)･コナラ (Q･ sermtc)･ナラガシワ (Q.α"e"α）といくつか

の変・品棚がある。このうちコナラは樹高20mになる落葉高木で、古くから薪炭材として利用され、植栽さ

れることも多かった。材は諏硬で、加工は附難、器具・機械・樽材などの用途があり、耕炭材としてはクヌ

ギに次ぐ優良材である。

・クリ (CQstα""cJ･e""q)ブナ科 17号住

環孔材で孔幽部は多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は単独、

横断面では桁円形、小道管は単独および2－3個が斜（放射）方向に複合、横断面では角張った楕円形～多

角形。道靜は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、巾11, 1-15細胞商。柔組織は周

囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海通南西部から九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや亜硬で、強度は

大きく、耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材・樹木などに用いられる。

・ヤマグヮ (MoI"s"s〃α"s)クワ科 12号住

環孔材で孔圏部は3－5列、晩材部に向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。大道管は横断面で

は橋円形～円形、単独または2－3個が複合する。小道管は横断面では多苅形で複合管孔をなす。道管は単

穿孔をもち、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－5

細胞鯛、1－40細胞高。柔組織は周囲状～翼状、散在状。年袷界は明瞭。

ヤマグワは北海道から九州・琉球の山野に自生し、また植栽される落葉高木で、多くの園芸品種があり養

蚕に利用されている。材はやや重硬で強靭、加1肴はやや困難、耐朽性は高い。装飾材や器具．家具材などに

用いられる。

以上の同定結果を一覧表で示す（表1)。

表1 上水沢Ⅱ遺跡出土炭化材の樹種

検出遺柵 樹 種

ａ
Ｏ
ｂ

住
住
住

号
号
号

１

２
７

１
１

マツ鵬複維管束亜脳

コナラ属コナラ亜屈コナラ節

ヤマグヮ

クリ
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(4)考察

試料の性格や所属時期は明らかではないが、周辺遺跡で、縄文時代後期前後とされる住居跡から検出され

た炭化材で、試料と共通の樹種が報告されている例としては以下のようなものがある。

青森県南郷村右エ門次郎窪遺跡の晩期とされる2住居跡の埋土中から検出された5点は、コナラ・クリ・

ケヤキ・フサザクラ・ハクウンボク？とされている（嶋倉 1982a)。同村三合山過跡の晩期とされる1号住

居跡から検出された5試料は、オニグルミ？（2）・クリ（2）・ハクウンポク？とされている（鴫倉1982

b)。同じく田ノ上過跡の中期～後期とされる2住居跡から検出された4試料は、クリ (2)・ケヤキ？・カ

エデとされている（蝋倉 1981)。また、同県八戸市韮溌遺跡の中期末～後期初とされる9住居跡の床而や

楓土からはクリ・コナラ・カエデ類・サクラ類・ヤチダモ（いずれも胆数）が報告され（嶋倉 1984)、同

市丹後谷地逝跡の晩期とされる6住居跡から検出された16試料はクリ（7）・カパノキ胴？（3）・トネリコ

属（2）・ハンノキ胴？（2）・サクラ属？・不明広葉樹とされている（三野1986)。

引用文献

平井信二 1979,1980「木の事典第2．4．7巻｣，かなえ書房．

岩手植物の会 1970「岩手県植物誌｣, 703pp.

三野紀雄 1986丹後谷地過跡出土の炭化木材について，「八戸市埋蔵文化財洲査報告僻第15典八戸新都

市区域内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ 一丹後谷地遺跡一｣，八戸市教育委員会，426-428．

佐竹義輔・原寛・亘理俊次・富成忠夫（編） 1989「日本の野生植物木本1 ．Ⅱ｣，平凡社, 321,305pp

嶋倉巳三郎 1981炭化材の樹梱，「青森県埋蔵文化財調査報告瞥第65巣国営八戸平原開拓建投耶業に係

る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ昭和55年度｣，青森県教育委員会, 116.

嶋倉巳三郎1982a右エ門次郎窪遺跡から出土した炭化材の樹種，「青森県埋蔵文化財調査報告雷第69R

右エ門次郎窟遺跡・三合山遺跡・石ノ窪遺跡発掘調査報告曹一東北縦圃自動車道八戸線関係埋蔵

文化財調査報告宵1－昭和56年度｣，青森県教育委員会, 213.

嶋倉巳三郎 1982b三合山遺跡から出土した炭化材の樹種，「青森県埋蔵文化財淵査報告曹第69集右エ門

次郎窟過跡・三合山遺跡・石ノ窪遺跡発掘調査報告書一東北縦貫自動東通八戸線関係埋蔵文化財

凋商報告榊1－昭和56年庇｣，宵森県教育委員会，318．

嶋倉巳三郎1984韮惑過跡出土炭化材の樹種調査報告，「青森県埋蔵文化財捌査報告普第84染韮窪迪跡

一東北縦貫自動車道八戸線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅶ一昭和58年度｣，青森県教育委員会，

392-393.
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ヤマグワ 12号住

a:木口×40 b柾目×100 c:板目x100

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ、柾目では左から右。
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写真図版



遺跡遠景（南から）

鯛斎灰今景（直上手前が西）

写真図版1 空撮
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ふりがな かみみずさわにいせきはつくつちょうさほうこくしょ

醤 名 上水沢Ⅱ遺跡発掘調査報告醤

mll 僻名 ふるさと腿道緊急整備事業関連澗査

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第391集

綱著者名 北村忠昭小野寺正之

編築機関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化センター

所在地 〒020-0853岩手県盛岡市下飯岡第l1地割185番地 TELO194638-9001

発行年月日 西暦2002年3月15日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯

o f 〃

東経

｡’〃
調査期間 澗査面澗 調査原因

かみみず8#》

上水沢
4も

Ⅱ迩跡
いわてけん《のへぐん打虹のむら

岩手県九戸郡大野村
49判あざみずさわだい hわりあg

大字水沢第7地割字
ひなた ばんち

日当12番地2ほか

03505 JFO7-2188

40度

14分

9秒

141度

42分

14秒

2000.5.25

～

2000.9,25

1,364nf
｢ふるさと腿

通緊急整備

事業水沢地

区｣に伴う緊

急発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な過柵 主な遺物 特記耶項

上水沢Ⅱ遺跡 集落跡 縄文時代

弥生時代

竪穴住居跡13棟

住居状通柵 4棟

土坑 36基

柱穴状土坑158基

焼土遺柵 9基

埋設土器過柵

1カ所

縄文土器

(早期､前期､中期、

後期）

弥生＋器

石器

土製品

鉄製品

銭貨（寛永通賓）

アスファルト塊

陶磁器（近・現代）

遺物包含厨2カ所

(調査区北・南側）



平成13年度肋岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員名簿

【職貝】

所 長

[管理課］

課 長

課長補佐
〃

主 査

[調査第一課］

伊蔽民也 副 所 長

嘱 託
〃

〃

〃

高橋正儀

沢
崎
岸
花

韮
山
山
立

正吾

響光

頂美

多加志

高橋

佐々木

加聴

溺沢

照雄

光通

美代子

邦子

[調査第二課］

長
佐
員
員
員

門
査

査

罰
〃
峠
“
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
噸
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

限

１
１

課
課
文
文

期

佐々木

佐々木

高橋

小山内

中田

飯森

赤石

吉田

亀

小原

佐々木

小笠原

金野

小松

岩渕

鳥居

金子

羽柴

千葉

長村

星

佐藤

菊池

村上

本多

村木

北村

高瀬

丸山

島原

中村

小林

江藤

菊池

井上

川又

吉田

坂部

木村

勝

淌文

義介

透

迪

秀文

登

充

大二郎

興一

僧一

健一郎

進

nll也

計

迷人

昭彦

直人

正彦

克稔

幸文

あき子

世広

拓

叩一郎

敬

忠昭

克範

浩治

弘征

絵美

弘卓

敦

賢

備介

晋

真由美

忠造

ひかり

課 長

課長補佐

高橋與右術門

中川亜紀

員
員

門
査

艫
蠣
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

化
化

文
文

金子佐知子

阿部風澄

飯坂一蘭

阿部 徹

漬田 宏

安藤由紀夫

高木 晃

佐聴涼一

星 雅之

菅原靖男

半潔武彦

杉沢昭太郎

柵 浩二郎

中村直美

西澤正晴

八木勝枝

（阿部勝則）

期限付調査員
〃

〃

〃

〃

〃

吉川

北田

吉田

原

齋藤

駒木野

徹

勲

里和

美泳子

麻紀子

智寛
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